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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ







　突き刺すような冷たい空気に、月が鮮あざやかに映えている。細く鋭するどい日本刀のような三日月だ。

　月の光こそ弱いものの、都会の街並みが放つ光に逆に照らされ、夜空はさほど暗くはない。

　その夜空の下──さして大きくもない出版社の屋上で、彼らは対たい峙じしていた。

　一対十。

　野暮ったいメガネに黒いロングコートを着た細身のサラリーマン風の若い男を、髪を茶色や赤に染めたり耳中にピアスをつけたりしたチーマー風の青年たちが、十人で取り囲んでいるという、渋しぶ谷やや池いけ袋ぶくろではしばしば見られる構図だ。

　普通なら、囲まれている方が財布を差し出しつつ、「もうこれで勘弁して下さい」とでも言っているのがその構図でのセオリーなのだが、この場合かなり勝手が違った。

「あ、相手は一人だ。ひるむ必要なんてねえ！」

　チーマー風の青年の一人が、引きつった顔と声で仲間たちに叫んだ。

　髪を真っ白に染め、赤い革のジャンパーに身を包んだ若者で、リーダー格らしい。

「そ、そうだぜ！　囲んじまえばこっちのもんだ！」

「『院いん』の刺客なんざクソくらえなんだよ！」

　彼の声に応こたえるように、青年たちが口々に声を荒げる。が、その声はいずれも震ふるえていて、顔に脂汗を滲にじませている者もいる。

　そんな彼らの様を見やりつつ、黒いコートの男──月つき森もり静しず馬まは、メガネに手を当てながら、くすっと笑った。

　子供のように邪気のない、それでいて冷ややかな笑い方だ。

「刺客を送られるのが怖いなら、初めからヨゴレ行為など起こさなければ良かったんです。あなたたちだって、もうやっていいことといけないことの分別くらいつく年とし頃ごろでしょう」

　スーツの内ポケットから小さなメモ帳を取り出すと、静馬はパラパラとページをめくった。

「強盗、恐喝、婦女暴行、窃盗、おまけに殺人。これだけやってれば、さすがに『院』も刺客を送るというものです」

　メモに書かれているのは、チーマー風の青年たちが、ここ三カ月内で起こした事件だ。

　警けい察さつ沙ざ汰たにもなっている彼らを抹殺するべく、静馬は派遣されてきたのだ。

「だいたい、どれも力押しの犯罪ばかりじゃないですか。品性がないにも程があります。もっとも品性ある犯罪などこの世に存在しませんが」

　静馬はメモをポケットにしまうと、

「罪を犯せば罰があるのは社会の常識。ということで、『院いん』の命により、あなたたちを始末します」

　メガネを外し、一歩を踏み出した。

　青年たちの身がとたんに強こわばり、目に見える緊きん張ちようが漲みなぎった。と、

「ふざけるな！　てめえなんざバラしてカラスの餌えさにしてやるよ！」

　リーダー格らしい白い髪の青年が、着ていた赤いジャンパーを乱暴に脱ぎ捨て、月夜に向かって、まるで狼おおかみが遠とお吠ぼえするかのように高らかに吠えた。

　その咆ほう哮こうは人間のものではない。まさに狼の咆哮そのものだ。

　空気が微かすかに震ふるえ、静しず馬まの頰ほおを撫なでる。

　静馬の眼前で、白い髪の青年は、みるみるうちにその姿を人間とは異なるものへと変化させていった。

　上半身の服はすべて破れさり、長い灰色の体毛に包まれた体が姿を現した。指先からは、剣けん吞のんな輝かがやきを放つ鋭するどい鈎かぎ爪づめが生え、頭部もまさに狼そのものへと変わった。

　人じん狼ろう族ぞく──月の輝きを浴びて、狼へと肉体を変化させる能力を持つ一族。

　青年は、遥はるか昔より日本に存在しているその一族の末まつ裔えいなのだ。

「俺おれたちもいくぞ！」

　リーダー格の青年に続き、残りの青年たちも同様に月に向かって咆哮をあげると、上半身を狼へと変へん貌ぼうさせた。

　灰色の狼たちは皆、喉のどの奥でグルグルと唸うなりながら、腰を深く落として静馬を取り囲んだ。

「そろいもそろってグレイウルフとは……もっとカラフルな方が画え的てきには綺き麗れいなんですけどね」

　囲まれた静馬には、先と変わらず焦った様子や脅えた様子はまるでない。

　それどころか、彼の目は、猫のようにさらに細まっている。

「では、私も」

　メガネを外し、コートを脱ぎ捨てると、静馬もまた月に向かって咆哮をあげた。

　一いつ瞬しゆんにして、着ていたワイシャツとスーツが破れて弾はじけ飛ぶ。

　上半身すべての筋肉が肥大し、体毛が上半身全体を覆おおってゆく。

　全身の血が熱くたぎってゆく。肉体を狼に変化させるたびに感じる、性的興こう奮ふんにも似たたまらない解放感だ。

「おおおっ！」

　静馬もまた、変身を完了させた。青年たちのくすんだ灰色の体毛とは異なり、静馬の体毛は鮮あざやかに輝く、まるで芸術品のような美しい銀色だ。

　静馬はゆっくり深く息を吐き出すと、同じように吸い込んだ。二月の冷えきった夜の空気が、なんともいえず肺に心地いい。

「グオアアアッ！」

　青年たちが、牙きばを剝むき出しながらいっせいに静しず馬まに向かって突っ込んできた。その姿は、まるで野生の狼おおかみそのものだ。

「この後、デートの予定が二つ程ありますので、悪いんですけど、手っ取り早く終わらせてもらいますよ」

　緊きん張ちよう感かんゼロの台詞せりふを吐いた静馬は、胸の前で両方の掌てのひらを合わせると、

「雷らい華か夢む想そう・降こう雨う」

　厳おごそかに呟つぶやいた。

　刹せつ那な、夜空に張り詰めていた薄うす雲ぐもが、稲光が走ったようにほんの一いつ瞬しゆんだけ青白い輝かがやきを放った。

　否、それは正真正銘の稲光だった。

　その季節外れの真冬の稲光は、静馬の『力』によって引き起こされたものだ。

　突然輝いた空に、青年たちは驚おどろき、足を止めて空を仰いだ。

　それが彼らの命取りになった。

　カッ。青年たちが空を見上げた瞬間、夜空に再び稲妻が走った。

　が、今度の稲妻は、薄雲を輝かせるだけでは終わらなかった。

　稲妻は、幾筋もの青白い光の柱となって、見上げる灰色の狼たちに降り注いだのだ。

　ドーンという爆ばく音おんが響ひびき、静馬の周囲で無数の悲鳴が起こった。

　しかしその悲鳴は、落雷の爆音にかき消され、静馬の耳には届かない。

　降り注いだ雷光は、青白い燐りん光こうを宙に舞い散らせて、やがて消えた。

　その後に残ったのは、静馬と、灰色の狼男一人のみだった。

　他ほかに、人の姿はない。

　雷光の直ちよく撃げきを受けた者たちは、跡形もなく消えてしまったのだ。

　静馬の放った雷撃は、目標に命中すると、相手の体内から爆発を引き起こすという技だ。目標物以外を破は壊かいすることなく、静馬が立つ屋上のコンクリートには、傷一つついていない。

　ただ一人残された灰色の狼男は、完全に腰が抜けたらしく、尻しり餅もちをついたまま動こうとしない。

「一人外してしまいましたね。さすがに数が多いと命中率も保てませんか」

　眉み間けんのあたりを鈎かぎ爪づめと化した指先でとんとんと叩たたきながら、静馬がため息を漏らしていると、

「ひっ、ひいっ！」

　放心状態から立ち直ったのか、青年は静馬に背を向けて走り出した。

「逃がすわけにはいきませんね」

　口元を吊つり上げ、つま先でコンクリートの地面を二、三度軽く蹴けると、静馬もまた走り出した。空気がうねりを上げ、静馬の姿がかき消える。

　瞬まばたき一つ。

　それが、静しず馬まが青年の前に回り込むのに要した時間だった。

　青年が驚おどろきに目を剝むく。

　屋上の縁ふちを囲うフェンスギリギリで、青年の正面に回り込んだ静馬は、右の鈎かぎ爪づめを一いつ閃せんさせて、青年の首筋を切り裂いた。

　グラッと青年の体が傾く。

　一いつ瞬しゆん遅れて、切り裂かれた首筋から真っ赤な血が噴ふん水すいのように吹き出し、静馬の銀色の体毛を濡ぬらした。

　そのまま仰向けに倒れた青年の体は、ビクビクと跳ねるような大きな痙けい攣れんを起こし始める。

　人じん狼ろう族ぞくの生命力は、常人を遥はるかに上回る。普通なら即死してしまうような傷でも、そうならないこともある。

　だが、青年の傷が致命傷であることには変わりない。

　青年の死は、確定的だ。

　が、高い生命力が仇あだとなり、青年は意識を失うこともできないまま、恐怖に歪ゆがんだ目で静馬を見上げている。

　その青年を見下ろしながら、

「苦しいですか？」

　静馬は冷ややかな声で言った。

「その苦しみが、あなたが他人に与えてきた苦しみです。因果応報、存分に味わいなさい」

　言う静馬に、慈悲の気持ちは全くない。

　静馬は嫌悪している。人狼の爪と牙きばを、力無い者に向ける同族を。

　人狼族としての力を犯罪行為に使った『ヨゴレ者』たちが引き起こした悲ひ劇げきは、数知れない。

　その悲劇をくい止めることが静馬の役割だ。だが、実際にできることは、悲劇が起きた後のヨゴレ者の抹殺しかない。

　そしていくら抹殺を繰くり返しても、青年たちのようなヨゴレ者は後を断たない。

──力とは何のために使うものかも知らない者に、力を持って生きる資格などありはしないんですよ。

　静馬の口の端が、忌ま忌ましげに歪む。

　やがて三分ほどの時が流れ──。

　最後に、「ひうっ」という空気が抜けるような小さな声をあげると、青年は動かなくなった。

　静馬の口から、ため息にも似た白い息が一つ漏れる。

　静馬の美しい銀色の体毛に張り付いた赤い雫しずくが、月光を浴びて神秘的に輝かがやく。

「綺き麗れいな月ですね」

　淡く輝く三日月を仰ぎながら、静馬は目を細めた。













　　　　第一章　目覚めれば新婚さん







　ちゅんちゅん。スズメがせわしく朝の訪れを告げている。

　カーテンが閉められていない窓から、朝日が容赦なく青年の顔に襲おそいかかり、青年は顔をしかめて目を覚ました。

「あれ。俺おれ、机で寝たのか……」

　目の前に広げられたテキストの数々をぼんやりと眺めながら、青年は目ヤニのついた眠い目をゴシゴシと擦こすった。

　青年の名は月つき森もり冬とう馬ま。獣じゆう医いを目指して大学に通う二十歳の青年。それなりに眉び目もくの整った顔立ちはしているものの、中肉中背でこれといった特徴のない普通の青年だ。不精して伸びた後ろ髪を紐ひもで結んでいるのが、特徴と言えば特徴か。

「ううっ、さすがに朝は冷えるな」

　身み震ぶるいしながら立ち上がった冬馬の背中から、一着の半はん纏てんがずり落ちた。いかにも暖かそうな、ふわふわもわもわとした半纏だ。

　その半纏を見下ろしながら、冬馬は眉まゆ根ねを寄せた。

「あれ、俺、こんなの着たっけ……？」

　昨夜は一週間後のテストに向けて勉強していて、そのまま眠ってしまったらしい。ただこの半纏を毛布代わりに被かぶった覚えはない。それ以前に、この半纏は、去年の冬の終わりにしまったまま、出した覚えがないのだ。

「ま、どうでもいいか。きっと超常現象か、俺がボケてたかのどっちかだな」

　深くは考えないことにして、冬馬は一階へと降りて行った。

　東京郊外の二階建の一軒家で、冬馬は一人暮らしをしている。一緒に住んでいる家族はいない。父・相そう馬まは近所の別宅に住んでおり、姉・静しず華かは結婚して出て行った。昨年の四月までは兄・静しず馬まも同居していたのだが、社会人になると同時に出て行ってしまったのだ。母は冬馬が八歳の時に死去している。

　一人暮らしにしては広すぎる家だ。広すぎる分、より寂しく感じられる。

「ふああぁ」

　こぶしが入りそうな大きなあくびをしながら、冬馬は食卓のあるキッチンへと足を運んだ。

「うーん。いい匂においだな」

　台所から漂ってくるみそ汁の匂いが、鼻をくすぐる。

「やっぱり日本の朝はみそ汁だよなあ」

「あ、おはようございます」

「おはよう」

　にこやかな笑顔で挨あい拶さつする少女に、寝ぼけ眼まなこで応じて、冬とう馬まはテーブルについた。

　机で寝たせいか、ひどく寝覚めが悪い。まだ意識が半分ぼんやりしている。

「コーヒー、お砂糖いくつにします？」

「ふああ。四つで」

「甘党なんですね」

「ん」

「もうすぐ朝ごはんできますからね」

　少女は冬馬にコーヒーをすすめると、再び台所で料理に取り掛かり始めた。

「あれ？」

　コーヒーカップから漂う熱い湯気を顔に浴びて、ようやく冬馬の意識ははっきりと目覚めた。

「はい、お待たせしました。朝ごはんです」

　見覚えのない少女が、おぼんにごはんやみそ汁を載せてやって来た。お膳ぜんを並べるその少女の顔が、冬馬のすぐ目の前に迫る。

「ふなっ？」

　状況が把握できず、冬馬は意味不明の言葉を口走ってしまった。
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「どうかなさいました？」

　少女が不思議そうに冬とう馬まの顔をのぞき込んだ。

　間違いなく見覚えのない顔だ。

　長い髪を大きなリボンで結っている、かなりあどけない感じの愛らしい顔立ちの少女だ。年の頃ころなら、十六、七くらいだろうか。

　フリルのついたウサギのイラスト入りのエプロンが、小柄な体に妙に似合っている。

「き、君……誰だれ？」

　呆ぼう然ぜんとなっている冬馬の前で、少女はエプロンで手を拭ふくと、手を前で組んで深々と頭を下げた。

「柚ゆず本もと深み雪ゆきです。あ、今日からわたしも月つき森もりになったんですよね。ふつつか者ですけど末長くよろしくお願いしますね、あなた」

　柚本深雪と名乗った少女は、顔を上げると、屈託のない明るい笑顔を冬馬に向けた。

「……あなた……？」

　まったく状況が理解できず、冬馬は顔をひきつらせたまま固まってしまった。

「どうかなさいました？　あ、あなたじゃなくて、冬馬さんって、お呼びした方がよろしかったですか？」

　深雪は左手を頰ほおに当てながら、右手を硬直している冬馬の目の前ではたはたと振った。

　冬馬は顔を引きつらせたまま、しばらくその右手の往復行動を眺め続けたのだった。




　リビングのテレビから、全国のアナウンサーたちが今日の天気を伝える声が聞こえてくる。

「また親父おやじか……」

　深雪の話を聞き終わったところで、冬馬はひたすら大きなため息をついた。もはや怒る気にもなれない。

「あ、あの、えっと……」

　深々と項うな垂だれている冬馬に何と声をかけていいのかわからず、深雪はおろおろしている。

「なんでこういつもいつも勝手に……」

　ため息が止まることなく連打で出続ける。

「人を無断で結婚させるなんて、非常識にも程があるじゃないか」

　そう。月森冬馬は、父・相そう馬まによって、目の前の深雪という少女と、結婚させられてしまったと言うのだ。

　あまりといえば、あまりの話だ。

「結婚のお話、お父様から聞いてらっしゃらなかったのですか？」

「全然」

　答えて冬馬はふと思い出した。先月の末に父と会った時、さかんに早く結婚しろとか、恋人はいるのかなどと言っていたが、今にして思えばこの日のための伏線だったのだ。

「恋人なんかいないよ。獣じゆう医いになるための勉強って結構大変なんだ。恋人を作るどころか、女の子と遊ぶ暇もないんだ。まあ、結婚願望がないわけじゃないけど」

　うかつにそんな台詞せりふを言ってしまったのが、完全な失敗だった。

「完全にはめられた……」

　僅わずかな隙すきも見逃さず、相手を自分の都合どおりに動かそうとする。父・相そう馬まはそういう人間だ。

　深み雪ゆきの話によれば、昨日のうちに、父が婚姻届を役所に提出したという。

「そんなことが可能なのか……？」

「ええ。署名捺なつ印いんさえされていれば、婚姻届は本人でなくても出せるんですよ」

「だからって、本人に無断でサインするなんて、犯罪みたいなもんじゃないか……」

　頭痛とめまいに同時に襲おそわれ、冬とう馬まは両手で頭を抱えた。

「とにかく掛け合ってくる！　いくらなんでも結婚なんて話がでかすぎる」

　勢いよく立ち上がった冬馬だが、深雪に腕をつかまれてしまった。

「悪いけど離してくれ」

　相手を見ようともせず、冷たく言い放った冬馬をものともせず、

「朝ごはんは食べなきゃだめです！」

　深雪は真剣な顔と口調で言った。

「へっ!?」

「朝ごはんを食べないと一日頑張れません」

　深雪は微笑ほほえみ、「座って下さい」と言った。なぜか反論することも振り払うこともできず、冬馬はおとなしく席につかされてしまった。

「それじゃあいただきましょう」

「い、いただきます」

　手を合わせてから豆腐とワカメのみそ汁をずずっとすすり、冬馬は改めて目の前の少女を観察した。

　しばらく前に気づいたことがある。

　彼女は『同族』だ。

　自分と同じく、狼おおかみに身を変える能力を持つ一族──人じん狼ろう族ぞく。

──多分、ホワイトウルフ。

　深雪は冬馬の視線に気づかないのか、にこにこしながら焼き鮭ざけをつついている。

──可愛かわいい……子だな。

　相手の顔を見る余裕が今までなかったので気づかなかったが、かなりの美少女と言っていいだろう。窓から差し込む眩まぶしい朝日を浴びている姿は、まるでおとぎばなしかファンタジーゲームに出てくるお姫様のような雰囲気がある。長い栗くり色いろの髪も、清せい潔けつ感かんのある綺き麗れいな髪だ。染めたり脱色したものではなく、天然のようだ。

「お料理、お口に合いませんでしたか？」

　しばしぼんやりと見とれていた冬とう馬まに、やや不安そうな顔で訊たずねてきた。

「あっ、い、いや、おいしい……よ」

　料理を味わって食べていなかった冬馬は、慌てて答えてから、改めて深み雪ゆきの作ったみそ汁を味わってみた。

「あ……うまい」

　冬馬は素直にそう感じた。

　だしが効いているし、冬馬の好きな赤みそを使ったしょっぱめの味がたまらないと、冬馬は一気に一杯目のみそ汁を飲み干した。

「何年ぶりなんだろうな、誰だれかが作ったみそ汁飲むのって……」

　一人暮らしを始める前から、冬馬は家事をほとんど一人でやってきた。料理の腕にはかなりの自信がある方だが、このみそ汁は格別に思える。不思議な感動が冬馬の胸に湧わき上がってきた。

「おっ、おかわりっ！」

　半分無意識のうちに冬馬がお椀わんを差し出すと、深雪は嬉うれしそうに微笑ほほえんで、みそ汁をついでくれた。

「良かったです。気に入ってもらえて」

　がつがつと口一杯にごはんを頰ほお張ばる冬馬の姿を、深雪がにこにこしながら見つめている。

　深雪の視線に気づいた冬馬は、品のない食べ方をしていた自分が恥ずかしくなって、慌てて口の中の物を丸吞のみしようとした。

「うぐぐっ」

　慌てて飲み込んだので、つっかえてしまった。悶もだえながらドンドン胸を叩たたいていると、深雪がすかさずお茶を差し出してくれ、なんとか飲み下すことができた。

「ごっ、ごちそうさま」

「慌てて飲み込んだらだめです」

「ご、ごめん」

「でも、嬉しかったです」

「え？」

　冬馬が聞き返すと、深雪は「あんなに一いつ生しよう懸けん命めい食べてもらえると、作った方はすごく嬉しいです」と言って笑った。

　笑顔の彼女に見つめられてるうちに、なんだか気恥ずかしくなってきて、冬馬は深雪から視線をそらしてしまった。

　冬とう馬まはいわゆるあがり性というやつで、今までまともに女性と付き合った経験がない。お世辞にも女性に免疫がある方ではないのだ。

「お父様からお話を聞いてらっしゃらないのなら、ちゃんと自己紹介した方がいいですよね」

　そう前置いて、深み雪ゆきは改めて自己紹介を始めた。

「月つき森もり深雪です。旧姓は柚ゆず本もとで、年は二十二歳で……身長は一五四センチです。それで……えっと、体重とかスリーサイズもお教えした方がよろしいですか？」

「え、俺おれより年上なの!?」

　冬馬はてっきり年下だとばかり思っていたので、思わず声が裏返ってしまった。

「胸は……ごめんなさい。あまり大きな方じゃないんです」

「い、いや、別に謝あやまらなくてもいいけど……」

「お尻しりは……」

「だ、だから、言わなくていいから」

　すっかり赤面してしまった冬馬は、慌てて深雪の言葉を止めた。これ以上教えられたら、間違いなく想像してしまうだろう。

──か、変わった人だよな。

　冬馬が独白していると、深雪がテーブル越しに身を乗り出して顔をのぞき込んできた。

「うわっ!?」

「顔、赤いです。もしかして熱があるんじゃないですか？」

　言いつつおでこにおでこを当てられ、冬馬の顔はさらに真っ赤になった。髪の毛から漂う甘い香りが、さらに赤面を進行させる。

「大変！　すごい熱です。ベッドで休まないと！　やっぱり半はん纏てん一枚じゃ寒かったのね」

　深雪は大慌てで冬馬の腕をつかむと、二階の冬馬の自室へ強引に連れて行った。

　先程同様、やはり振り払うことができずに、冬馬はベッドへ押し込められることとなった。

　もちろん病気で熱がある訳ではない。女性に免疫がないあがり性の青年が、鼻先数センチのところで美少女（二十二歳なので美女か）の顔を直視すれば顔も上気するというものだ。

「完全に向こうのペースに乗せられてる……」

　しばらくの間、冬馬は顔を上気させたまま、ただぼんやりと、自室の見慣れた天井を見つめ続けたのだった。




「親父おやじっ！」

　今となっては懐なつかしいちゃぶ台をドンと叩たたき、冬馬は父に詰め寄った。

　叩いた衝しよう撃げきで、二つの湯飲みがカタカタと揺れた。

「いくらなんでも今回はひどすぎるぞ！」

　必死に今回の一件について責める冬馬だが、父・相そう馬まは、つまらなそうに耳をほじっている。

　月つき森もり相そう馬ま。若々しい容よう貌ぼうと温厚な物腰で、近所の奥様方からは人気が高いのだが、息子からすれば、食えない迷惑親父おやじでしかない。

　相馬の家は、冬とう馬まの家からそうは離れていない。冬馬のバイクで、五分程だ。

　すぐにここに来ようとしたのだが、結局夕方になってしまった。

　大学へ行っていたわけではない。単に深み雪ゆきがベッドから出してくれなかっただけなのだ。起きて抜け出そうとするたびに見つかってしまい、その都度額ひたいを当てて熱を計られ、「まだ熱があります！」と言われて、ベッドに戻されてしまう。延々それの繰くり返しだった。

　夕方になって起きてみると、リビングのテーブルに、「晩ごはんのお買い物に行ってきます」というメモを残して外出していたので、ようやく家を出ることができたのだ。

　そしてやっと、今に至る。

「俺おれが好きだった子に勝手にラブレター出したのも許してやった！　俺の名を語ってテレクラに通ってたのも、もういい！　俺の名前でインターネットに美少女ゲームのホームページ開いたのだって堪忍してやったってのに、いくらなんでもあんまりだっ！」

　怒り心頭の冬馬だが、相馬は不ぶ精しよう髭ひげをいじりながら、

「ホントに『ひどい』と思ってるのか？」

「うっ」

　微妙に痛いところをつかれてしまった。

「おまえ、前に言ってたろう。髪が長くて、美人っていうよりは可愛かわいいタイプで、温和な感じの子が好みだって。間違ってるか？」

　ニヤリといやらしい笑みを浮かべる相馬。

　冬馬は知っている。もしここで「確かにそう言ったけど」などと一言でも言おうものなら、後は舌先三寸で言いくるめられてしまう。過去の経験から言って、いつもそうだ。口で勝ったことは一度もない。

　確かに深雪は、相馬が言ったとおり、理想のタイプと言ってもいいだろう。しかし相手がどうのという問題ではない。

「結婚ってのは、愛し合う男女が、互いの意志でするものだ！」

「おまえ、結構古臭いな。さては男は外で働き、女は家、なんて考え方を持っとるだろ？　いかんぞ、今は男女平等の世の中だからな」

「そんなことは知ってるっ！　俺は女性が外で働くことが悪いなんて思わないし、もっと女性が仕事をしやすい世の中になればいいとも思ってる……って、そんな話をしに来たんじゃあないんだっ！」

　怒鳴って冬馬は気がついた。あやうく話を男女平等問題にすり替えられるところだったのだ。油断も隙すきもない。

「……大体、なんで急に結婚なんかさせるんだよ。まだ、俺、二十歳になったばかりの大学生だぜ」

「決まってるだろう。おまえがいつまでたっても変身できない半人前だからだよ」

　相そう馬まは、神妙な面持ちで冬とう馬まを見据えた。

「それは前にも言っただろ？　俺おれは『院いん』で働く気もないし、変身だってしたいとは思わないって！」

　父に負けぬように、冬馬も気迫を込めて相手の目を見据え返した。

「何度も言わせるな！　おまえは唯一残された、黄おう金ごん狼おおかみ『ラグナウルフ』なのだぞ！」

「こっちだって何度も言いたくない！　そんなの関係ないって言ってるだろ！　大体、なんでそれが結婚につながるんだよ!?」

「おまえには血を絶やさぬように子孫を残してもらわねばならん。それに、同じ人じん狼ろう族ぞく、それも母さんと同じホワイトウルフの娘と交われば、おまえの変身能力も目覚めるのではないかと思ったのだ。代々ホワイトウルフの女性は、ラグナウルフの血を残してくれやすいからな。考えた上での親心なのだぞ」

　その相馬の言葉が、冬馬の怒りに油を注ぐこととなった。

「親心だと──ふざけるな！　親父おやじが考えてるのは、俺のことじゃなくて、ラグナウルフの血を残すことだけだろ!?　それに母さんと同じホワイトウルフってどういう意味だよ。それって、母さんは子孫を残すための道具だったって言ってるのと同じだぞ！」

「そうは言っていない」

「言ってるよ！　母さんを俺を生む道具に使って、今度は彼女かよ。人をなんだと思ってんだ！　見損なったぜ！」

　がしゃん。荒い語気でまくし立てた冬馬は、ちゃぶ台をひっくり返すと、そのまま席を立った。父を今まで困った人間だとか、嫌いだとか思ったことは何度かあったが、憎いと思ったのは、今日が初めてだ。

　それもこれも全部自分の血のせいだ。

　冬馬はこれまでずっと、自分に流れる狼の血を呪のろい続けてきた。

　黄金狼ラグナウルフ。

　人狼族の中において、最も高い能力を持つ種族だ。種族と言っても、長い歴史の中でその数は徐々に減り、現在では冬馬と相馬以外に、ラグナウルフは存在していない。

　冬馬の姉と兄も同じ人狼族ではあるが、ラグナウルフの血を継ぐことはなかった。遠い先祖の隔世遺い伝でんで、母とも違う種類として生まれた。

　唯一血を継ぐ冬馬だが、二十歳を迎えた今でも、変身することができない。普通人狼族は、十代後半までには確実に変身能力に目覚めるはずなのだ。冬馬は異常と言える。

　しかし、冬馬自身は、それで良いと思っている。

「母さんを殺した変身なんて、できなくていい」

　十二年前のあの出来事を思い出すたびに、冬とう馬まは自分と、自分に流れる血を恨む。

「くそっ！」

　玄関を半ば八つ当たりで強く閉め、冬馬はバイクにまたがり、大きくエンジンをふかした。

　夕日はもうほとんど沈み、空は、宵よい闇やみ色いろに染まりつつあった。




「ふう」

　相そう馬まは倒れたちゃぶ台を眺めながら、ため息を一つ吐いた。

「どうやら、完全にあいつに嫌われてしまったらしいな」

　ゆっくりと背後を振り返った相馬の視線の先に、仏ぶつ壇だんがある。

　十二年前に亡くなった、妻・詩し織おりのものだ。

　優しい笑顔で幼い冬馬を抱いて微笑ほほえんでいる写真が、そこに飾ってある。

　相馬が一番好きな、一番大切な写真だ。

　母の腕に抱かれている冬馬の顔は、この世のどんな苦しみも悲しみも知らないような、心底幸せそうな笑顔だ。

　冬馬のこんな笑顔を、相馬はこの十二年間、一度たりとも見たことはない。

「詩織。俺はあいつの言うとおりのひどい男だな」

　答えぬ写真に向かって、相馬は自虐的な笑みを浮かべた。

「お前を守れず、今度も自力ではあいつを守ってやることもできない……」

　自分も息子と同じだと、相馬は思う。

「もしもこんな血を継いで生まれなければ、もっと普通の家族でいられたかもしれないな」

　人生にもしもはないと言う言葉をいまさらながらに嚙かみ締しめ、相馬は目を伏せた。

　あの日から時が流れ、相馬は老い、子供たちはそれぞれ立派に成長した。ただ、写真に写る妻の笑顔だけは、いつまでも変わらずそこにある。相馬には、それが嬉うれしくもあり、悲しくもあった。




「遅いな……冬馬さん」

　サイドボードの上の時計をぼんやりと眺めながら、深み雪ゆきは小さく息を吐いた。

　時刻はすでに八時を過ぎている。あたりはもう真っ暗だ。

　出来上がった夕食の数々も、もうすっかり冷めてしまっている。

　冬馬の食べっぷりが見事だったので、嬉しくなって夕食もはりきって作ってしまった。

　中華からイタリアンまで、様々な料理が並んでいる。風邪かぜには栄養が一番と、栄養面も考こう慮りよしたメニューだ。

「まだ熱下がってなかったのに……」

　冬馬の真っ赤な顔が思い出された。

「もしかして、外で倒れて……そうよ、きっとそうだわ！」

　深み雪ゆきは勢いよく立ち上がると、白いダッフルコートとマフラーを慌てて身につけて、冬とう馬まを探すために外に出ようとした。

　しかし、深雪が開けるよりも早く、向こうから玄関のドアが開けられた。

「冬馬さん！」

　冬馬が帰ってきた。そう期待した深雪だが、立っていたのは、冬馬ではなく見知らぬ一人の若い女性だった。

　艶つややかな長いストレートの黒髪が印象的な美女だ。セーターもジーンズも黒でまとめたスタイルがよく似合っている。いかにも大人の女といった感じだ。

　綺き麗れいな人だなと、深雪は素直に思った。

「あ、あの……？」

　女性は、まるで値踏みするように深雪の全身をしげしげと眺めている。

「ふうん。親父おやじのことだから、不細工は選ばないとは思ってたけど、なかなかどうして、可愛かわいい子を連れてくるじゃないか」

　女性は、両腕を組んで目で笑った。

「もしかして静しず華かさんですか？」

　深雪の問いに、女性は頷うなずく。

「そ、旧姓・月つき森もり静華。今は都つ築づきだけどね。冬馬の姉をやらせてもらってるよ」

　名乗った冬馬の姉・静華に、慌てて深雪も「月森深雪です」と名乗って、深々と頭を下げた。

　月森家の家族構成は、相そう馬まに聞かされて知っている。

「よろしくね。で、冬馬は？」

「そうだわ！　冬馬さんが！」

　冬馬のことを思い出した深雪は、慌てて外に飛び出そうとしたが、がしっと静華にマフラーをつかまれてしまった。

「離して下さいお義姉ねえさん！　冬馬さんが病気で苦しんでるんです！」

　振り払おうとした深雪だが、相当強い力で握っているのか静華の手は離れない。深雪は手足だけをじたばたさせてしまった。

「まあ落ち着きなさいって。状況がよく分からないけど、あいつは病気で死ぬほど高等な生き物じゃないから。それより、あんたに話があるのよ」

「きゃっ！」

　ほとんどひきずられるように、深雪は家の中に戻されてしまった。

　静華は深雪をリビングのソファーに座らせると、キッチンから二本の缶ビールを持ち出して来た。

「にしてもあんた、変わってるわね」

　ぷしゅっ。ビールのプルトップを開けながら、静しず華かは深み雪ゆきの向かいに腰を下ろした。

「え？」

「だってそうだろ？　親の都合で会ったこともない男といきなり結婚しろって言われて、素直に結婚するなんて、昭和の半ばまでならともかく、今時珍しいよ」

　言いながらビールを差し出す静華だが、深雪は丁重に断った。アルコールが飲めないわけではないが、冬とう馬まのことが気掛かりでそんな気にはなれないのだ。

「なんであいつとの結婚を了承したんだい？　顔はそれなりに良い方だとは思うけど。まあ、うちのダンナにくらべれば、全然たいしたことないけどね」

　自慢げな静華の言葉を耳に受けながらも、深雪は冬馬のことばかりを考えていた。もし、倒れたところを車にひかれていたら。もし、倒れて冷たい川に落ちていたら。様々な考えが次々と浮かんでくる。

「本人に無断で結婚させようっていう親父おやじにも驚おどろかされたけど、私はあんたの方が……」

「わたし、やっぱり冬馬さんを探しに行きます」

　静華の言葉を遮って、深雪は立ち上がった。静華はやれやれとため息をつき、

「行くのはいいけど、人の質問にはちゃんと答えてからになさい」

　呆あきれたような口調で言い、喉のどを鳴らしてビールを一本飲み干した。

　深雪は静華に向き直り、

「わたしだって馬ば鹿かじゃありません。よく天然って言われますけど……」

　髪を結っていたリボンを解き放ち、微笑ほほえんだ。長い栗くり色いろの髪がはらりとこぼれる。

「それに、女の子ですから、やっぱり好きでもない人とは結婚なんてできません。お義姉ねえさんだって同じですよね。それが質問の答えです」

「なるほど……ね」

　静華は頰ほお杖づえをついた姿勢でくすくす笑うと、艶つやのある視線を深雪に向けた。女性でも色気を感じてしまうような仕し草ぐさだ。

「あの……わたし……」

「いいよ。行っといで」

「はい！」

　深雪は笑顔で一礼すると、寒空の下へと飛び出して行った。

　一人残された静華は、深雪が作ったミートボールを一つ口に運びながら、リビングの窓を開け放った。

　肌を刺すような冷たい空気が飛び込んでくる。室内は暖房で暖まっていたのでなおさら寒く感じる。

「へえ、おいしいじゃないか。冬馬にはもったいないね」

　静華は、去り際の深雪の笑顔を思い出しながら、

──あの娘この前じゃあ、冬とう馬まの奴やつはきっと赤面しっぱなしだっただろうね。

　などと考えていた。当たっている。

　冬馬が女性に免疫がないこともよく知っている。

「きっと、当分は彼女の手すら握れないだろうね。あの甲か斐い性しようなしの朴ぼく念ねん仁じんは」

　にっこり微笑ほほえむ深み雪ゆきの前で、真っ赤に赤面している冬馬の姿が、あまりにも容易に想像できたので、静しず華かは声を出して笑った。

「さて、そろそろ私も戻って、ダーリンとチビ二人を構ってやらないとな」

　家で自分を待っているだろう家族のことを思い出し、窓を閉めようとした瞬しゆん間かん、『匂におい』が、静華の鼻孔に飛び込んできた。

　普通の人間では決して感知することのできない、特別な『匂い』。

「……この匂い……近くに同族がいる？」

　そう遠い距離ではない。半径にして一キロ以内だろう。

　冬馬と深雪以外に感じる、もう一人の同族の匂い。

「こうも匂いを消さずに堂々と歩いているなんて……しかもこの感じは……」

　人じん狼ろう族ぞくは、お互いに『匂い』で相手の存在を感じることができる。とはいえ、大抵の人狼族は、皆自分の匂いを消しているために、街ですれ違っても、よほど注意深く匂いを嗅かがないかぎり気づくことはほとんどない。冬馬や深雪も匂いは完全にではないにしろ消していたし、静華自身も常に匂いは消している。

　しかし、今感じる同族は、匂いを全く隠そうとはしていない。それどころか、自分の存在をまわりの同族に知らせようとしているようにすら感じられる。

「……敵意がこもってる……親父おやじが言ってた奴が来たってことか……」

　静華は小さく舌打ちした。もしこの匂いを振り撒まいている相手が、父の言っていた相手なら、冬馬やそれを追って行った深雪が危険ということになる。

「間に合うか……」

　急ぎ外に出た静華は、嗅きゆう覚かくを全開にまで高めると、微かすかに感じる冬馬の匂いを追って、夜の闇やみへと消えて行った。




　まだ苛いら立だちは収まっていない。

　一時間程の間、バイクで町中を走り回っていたのだが、余計に空むなしくなっただけだった。

──俺おれは暴走族にはなれないタイプだな。

　バイクは好きだが、無闇に走り回るのは、どうも自分の性にあってないらしい。

　川べりにバイクを止めて、草むらに腰を下ろしながら、冬馬はそんなことをぼんやりと考えていた。

　目の前を流れる川は、地元でも汚いことで有名な川で、まるでドブのような匂いがする。投げ捨てられた空き缶が、無造作にぷかぷかと浮いているのが目につく。

　あたりに人の姿は見られない。このあたりは都心から少し離れた閑静なベッドタウンなので、夜も十一時を過ぎた頃ころには、もうほとんど人通りはなくなってしまう。

「どうしたらいいか、さっぱり分からない」

　唐突かつ大きすぎる問題に、冬とう馬まは閉口していた。問題とは、もちろん深み雪ゆきとの結婚のことだ。

　考えた末、とりあえず思い浮かんだ選択肢は二つ。

　一つは、早々にきっぱりと離婚届を提出し、元の一人暮らしに戻る。

　もう一つは、このままなし崩しに深雪との結婚を受け入れる。

　常識で考えるなら前者を選ぶのが当然で、後者の選択肢を選ぶのは非常識だ。

「そりゃ俺おれだって、あんなに可愛かわいい人をお嫁さんにできたら、ものすごく幸せだとは思うけど」

　おでこを当ててきた時の深雪のアップを思い出すと、思わず赤面しそうになる。

「でもやっぱり間違ってる。まだ半人前の俺が、女の人を幸せにできるわけがないし、それに、あの人を親父おやじの思いどおりの道具になんて、しちゃいけない」

　冬馬は唇を嚙かみ締しめながら、「やはり離婚だな」と心に決めた。その時、

「冬馬さん！」

　後ろの土手を、一人の女性が息を弾ませながら駆かけ降りて来た。深雪だ。

「深雪……さん……」

　この寒空の下を走ってきたのだろうか、息も荒く、顔も真っ赤になっている。

「良かった……無事だったんですね」

　無理に呼吸を整えながら、深雪は微笑ほほえんだ。

──もしかして、俺のこと、本気で心配してくれたのか……。

　そう思うと、胸が息苦しくなった。

　自分が自分のことばかり考えていた時、彼女はずっと自分の心配をしてくれていたのだ。

　深雪のことを思いやってやれなかった自分が情けなくなり、勝手に出てきてしまったことが申し訳なく思えた。

　素直に謝あやまろうと、冬馬が口を開くよりも早く、

「風邪かぜの時は、喉のど冷やしちゃダメです」

　深雪が、自分のマフラーを冬馬の首に巻き付けた。

　謝ることも礼を言うことも忘れ、冬馬はただじっと、微笑んでいる深雪の顔を見つめた。

「どうして……」

　言いかけ、一度言葉を飲んだ冬馬だが、言わねばならないと思い、続けた。

「……無理やり結婚させられた相手に、そんなに優しくできるんだい？」

　冬とう馬まが問うと、深み雪ゆきは、きょとんとした顔で冬馬を見上げた。

「今日初めて会ったばかりだし……」

「やっぱり、覚えてないんですね」

　深雪は微笑ほほえむと、クルリと冬馬に背を向けた。その笑顔が少し寂しそうに見えたので、冬馬は気になった。

「覚えてないって……」

「初めてじゃないんです」

　冬馬に背を向けたまま、深雪は言った。

　冬馬は慌てて記き憶おくの棚の中から、柚ゆず本もと深雪の名前と顔を探したが、一向に浮かんでこなかった。

「あの……俺おれ……すまない……」

　とぎれとぎれに冬馬が言うと、深雪は振り向き、冬馬の唇に人差し指を当てて、

「いいんです。冬馬さんが覚えてなくても、わたしが覚えてますから」

　悪戯いたずらっぽく笑って、冬馬から身を離した。そこに、

「なんだよ。キスするかと思ったのに」

　いきなり、あらぬ方向から人の声がした。

「誰だれだ！」
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　鋭するどく誰すい何かの声をあげた冬とう馬まの視線の先に、一人の青年が立っていた。

　青年は、冬馬と深み雪ゆきから十メートル程離れた場所から、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

　高校生なのか、灰色のブレザーに細身のネクタイをだらしなく引っかけている。

　中肉中背の、精せい悍かんで鋭い目をした青年だ。

「ラブシーンの場所にしちゃあちょっとドブ臭い所だな」

　青年は、口元に笑みを浮かべながら、冬馬一人に視線を向けてきた。

「月つき森もり冬馬？」

　青年の問いに、冬馬はあえて答えなかった。答えるまでもなく相手はこちらのことを知っている。それに、目の前の青年は同族だ。全身からはっきりと分かる匂においをかもし出している。

「この匂い……思いっきり敵意だな」

　冬馬は深雪の肩をつかみ、自分に引き寄せた。

「あの方……冬馬さんのお友達じゃないですよね」

　深雪もすぐに相手の敵意に気がついたようだ。

「ん？　わざわざ匂い消さずに来てやったってのに、二人とも気づいてなかったのかよ」

「全然」

「ごめんなさい」

　あっさり二人に即答され、青年は少し寂しそうな顔になった。

　深雪は冬馬を探すのに冬馬の匂いばかり追っていたし、冬馬にしても考え事で頭が一杯だったうえに、あまり鼻は利く方ではない。いざ声を掛けられるまで、微み塵じんも青年の存在を感知していなかったのだ。

「ちっ……まあいいや。とりあえず、自己紹介させてもらうぜ、南なん原ばら鷹たか秋あき。犬いぬ神がみ学がく園えん在学のパチパチの高校三年生だ」

　南原鷹秋と名乗った青年は、なぜか嬉うれしそうに笑いながら、ボキボキと指を鳴らし始めた。

「なんとなく分かってるけど、一応用件を聞いておくよ」

「ケンカ」

　冬馬の問いに、鷹秋は一言で答えた。

「どうして？」

「色々あるが、とりあえずはあんたがラグナウルフだからと言っておく」

「まさか、少年マンガのキャラみたいに強い奴やつと戦いたいなんて言うなら、俺おれは見込み違いだけど」

「それは俺が決める」

　冬馬は深くため息をついた。相手の目はどうみても本気だ。

「どうも人じん狼ろう族ぞくは、血の気の多い奴が多くて嫌だな」

　冬馬に戦う気は微塵もない。元々ケンカは嫌いだし、ケンカの理由が自分の血のせいだとすればなおさらだ。

「悪いけどケンカは売るのも売られるのも御免だ。帰ってくれないかな」

　一応言ってみた冬とう馬まだが、

「いやだね」

　即答されてしまった。しかも先程よりも、敵意の匂においが強くなっている。敵意というよりも、闘とう気きといった方が正しいかもしれない。事実、『悪意』は微み塵じんも匂わないのだ。

「行くぜ！」

　冬馬に向かって鷹たか秋あきが一直線に突っ込んできた。咄とつ嗟さに身構えようとする冬馬だが、

「ダメです！」

　なんと突然、今まで黙だまっていた深み雪ゆきが、冬馬の手を振りほどき、両手を広げて青年の前に立ちはだかったのだ。

「なっ!?」

「ちっ！」

　空を切って突き出された鷹秋の拳こぶしが、深雪の鼻先ぎりぎりのところで寸止めされた。

『危ないじゃないか！』

　見事にハモった冬馬と鷹秋の声を無視して、

「冬馬さんは傷つけさせません！」

　深雪は鷹秋をキッと睨にらみつけ、凜りんとした声を響ひびかせた。今まで冬馬が聞いていた優しい声音とは、まるで別人のように迫力がある。

「なにを言ってるんだ！」

「夫を守るのは、妻の役目です！」

　後ろに下がらせようとした冬馬だが、深雪は頑としてどこうとしない。

　一方の鷹秋は、ばつが悪そうに立ち尽くしている。どうやら女は殴らない主義らしい。

　深雪は鷹秋を見据えたまま、熱のこもった口調で訴えかけた。

「あなたもケンカなんてよくありません！　殴られたり蹴けられたりしたら痛いでしょう!?　その痛みを他人に強いるなんてことは、絶対にしちゃいけないことなんです！　人を傷つけたら、いつかきっと自分も傷つくことになるんだって、教わらなかったんですか！」

「お、おい、このお嬢じようちゃんをどうにかしてくれよ」

　辟へき易えきしたように、鷹秋が冬馬に訴える。

「お嬢ちゃんに見えるけど、彼女は二十二歳だよ」

「ああ!?　俺おれより年上なのかよ!?　下かと思ったぜ」

　初めて自己紹介された時の冬馬と同じリアクションをとった鷹秋は、深雪の迫力に押されたのか、一歩後ずさった。そこに深雪が追い打ちをかける。

「人を殴って、もし相手が大おお怪け我がをしたり、死んじゃったりしたらどう責任を取るつもりなんですか!?　人の命に責任を取ることなんて、神様にだってできないんですよ！　あなただって、自分の大切な人が傷ついたら悲しいでしょう？」

「ううっ……や、やりにくい」

　顔を真っ赤にして熱弁する深み雪ゆきを前に、相手は、すっかり戦意を殺そがれてしまったようだ。

「だからわたしが戦います！」

「え!?」

「うそっ!?」

　相手を説得しておいて、結局自分から戦うと言い出すとは思わなかった。冬とう馬まも鷹たか秋あきもさすがに言葉を失ってしまった。

「いきますっ！」

　深雪は右手を高らかに夜空にかざすと、透き通るような声を張りあげた。瞬しゆん間かん、あたりの冷気が急激に強まり、彼女のまわりにキラキラと輝かがやく光の結晶のようなものが無数に出現した。

　それは小さな氷の飛礫つぶてだ。それらがいっせいに鷹秋目がけて襲おそいかかってゆく。

「うわっ！」

　呆あつ気けに取られていた鷹秋は、まともに降り注ぐ氷の飛礫に狙ねらい撃うちされてしまった。

　ばちばちという音が響ひびく。

「いででででっ！　た、助けてくれっ！」

　両手で頭を抱えた形で、鷹秋はその場にうずくまってしまった。無理もないだろう。はたから見ても、ひどく痛々しい。

「これが彼女の……ホワイトウルフの力か……」

　冬馬は深雪が同じ人じん狼ろう族ぞくであることをすっかり忘れていた。

　ホワイトウルフには、冷気を操る能力と、治ち癒ゆ能力がある。

　さらに人狼族は、男性と女性では能力に違いがある。月夜に変身できるという点は同じだが、男性の場合は上半身のみの変身で、手足が自由に使えるため格かく闘とう戦せんに優れ、女性の場合は、完全な狼おおかみ型に変身し、素早さと様々な特殊能力に優れるという性質がある。

　特に女性は、狼に姿を変えなくても、人の姿のままで能力を使いこなせるのだ。

　そのため変身していない状態なら、女性の方が有利になる。

「ぐぅ……」

　制服もぼろぼろになってしまった鷹秋は、うつ伏せに倒れたまま鈍く呻うめいている。

　胸に手を当て「ふう」と大きく息をついた深雪は、冬馬の方を振り向き、

「さ、帰りましょう」

　と、にこやかに微笑ほほえんだ。

「あ、ああ……」

　ドブ川の脇わきに倒れたまま、時折痙けい攣れんしている鷹秋を一人残し、冬馬と深雪は足早に家路を急いだ。

「これで良かったのかな？」

　いまいち相手の素性もはっきりしないままだったが、とりあえず忘れることにした。




「はい。熱いですからふーふーして飲んで下さいね」

　そう言って差し出されたココアをすすりながら、冬とう馬まはぼんやりとプロ野球ニュースを眺めていた。

　アナウンサーと解説者が、来年の巨人軍・投手陣強化についての予想を論じている。

　冬馬にココアを入れた深み雪ゆきは、そのまま風ふ呂ろ場ばに向かった。外で体が冷えただろうと、冬馬が先に入るように言ったのだ。

「ふーふー」

　言われたとおりにふーふーしてしまう自分が、少し情けない。

　深雪は入浴中。風呂場はリビングを出てすぐ左手なので、お湯をかける音がはっきりと聞こえてしまう。

「想像するな。想像したら最後だ」

　冬馬は必死に自分に言い聞かせた。

　帰りの道中、深雪をバイクの後ろに乗せたのだが、背中にしっかりとしがみつかれたせいで、胸が背中に押し当てられてしまう形になってしまったのだ。小さいと本人は言っていたが、思ったよりも大きかった。

　そのせいで頭がすっかり混乱している。

「待てよ」

　冬馬はふと気が付いた。

「もしかして今夜は、世に言う新婚初夜というやつになるのでは？　それはすなわち……そういうことであり……ああなることであり……」

　そう考えると、もう『想像するな』など、不可能だ。

「がふっ！」

　思わずココアでむせてしまう。

「いかん！　これは結婚であって結婚ではないんだ！　雑念を捨てろ！　俺おれ！」

　しかし頭をよぎるのは、先程の柔らかい胸の感触。

「の、脳が溶ける」

　冬馬はおもむろに立ち上がると、手近な壁かべに、頭をがんがんとぶつけ始めた。

「消えよ雑念！　燃えよ理性！」

「それじゃあ温ぬるいわね」

　不意に背後で人の気配がし、慌てて振り向くと、何者かに前髪をつかまれ、

　ごつっ。

「あうっ！」

　その何者かに、問答無用で、額ひたいが割れるような痛烈なひざ蹴げりを叩たたき込まれてしまった。

　誰だれだと問おうとして、冬とう馬まは気が付いた。こんなことをする人間は、この世に二人しか存在しない。

　おでこを摩さすりながら顔を上げると、そこにはやはり思ったとおりの人物の一人が。

「ね、姉さん」

　姉・静しず華かが、冷笑を浮かべながら冬馬の眼前に立っていた。

「ほう、いつから『さん』と呼べるほど出世したんだ？」

　静華の目が鋭するどく細まり、冬馬の背筋は一いつ瞬しゆんにして南極の氷よりも冷たくなった。

「姉様と呼べと言ってるだろう!?」

「ひいっ！」

　再び額にひざ蹴りを入れられ、たまらず倒れたところに、立て続けに容赦のない蹴りの嵐あらしがげしげしと加えられた。

「あああっ！　ご、ごめん姉様っ！　俺おれが悪かったあっ！」

「男がそう簡単に謝あやまるもんじゃないよ」

　半泣きで訴えた冬馬だが、静華の手、もとい足は止まらない。

　そこにバタバタと足音が。

「きゃっ！　と、冬馬さん!?　なになさってるんですかお義姉ねえさん！」

　物音を聞き付けたのか、深み雪ゆきが駆かけつけてきた。濡ぬれた体にバスタオル一枚を巻いただけの、あられもない姿だ。

「またお邪じや魔まさせてもらったよ」

　冬馬の背中に足を乗せたまま、静華は深雪に向かって笑みを見せた。

「はう……はうああっ！」

　蹴りの嵐から解放された冬馬に、今度は深雪の全裸にバスタオル姿という衝しよう撃げきが襲おそいかかった。

「うねらあっ」

　なにを言おうとしたのか、本人すら分からないが、とにかく舌がさっぱり回らなかった。

　小さめのバスタオルなので、太ももまではっきりと露ろ出しゆつしている。冬馬の予想どおり、いやそれ以上に真っ白な肌が冬馬の目に染みた。文字どおり雪のような肌だ。

　小柄で童顔とはいえ、やはり体は大人の女性のラインをしている。そのギャップが完全に冬馬の脳を溶解させた。

「はっ……はふっ」

　顔を真っ赤にし、不自然な呼吸困難に陥っている冬馬を見下ろしながら、静華は口元に笑みを浮かべた。

「深み雪ゆきちゃん。こっち」

「は、はい」

　静しず華かに手招きされ、心配そうに冬とう馬まを見下ろしながらも静華に近づく深雪。

「ほれっ！」

「きゃっ!?」

　その深雪のバスタオルを、なんと静華が剝はぎ取ったのだ。

　深雪はただ目をぱちくりさせているだけで、裸を隠そうともしない。

「ぐふっ」

　まるでこと切れるかのように、冬馬の意識は楽園の彼方かなたへと旅立っていった。
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「ちくしょう……情けねえっつうか、アホみてえだぜ……」

　ひりひり痛む全身を引きずるように、鷹たか秋あきは立ち上がった。

　人じん狼ろう族ぞくには通常の人間よりは遥はるかに高い治ち癒ゆ能力がある。傷そのものは元々大したことはなかったので、もう完治しているのだが、とにかくあの攻こう撃げきは痛すぎた。つっぱるような痛みだけがまだ消えない。

「にしても、あの女……」

　可愛かわいい顔を真っ赤にして、必死に戦いはいけないと呼びかける深み雪ゆきの姿が、焼き付いて離れない。

「はあ……」

　どういうわけか、深雪のことを思い出すとため息が出てしまう。

「はっ！　俺おれはなにを考えてるんだ」

　慌てて自分の中に浮かんだ考えを振り払おうと、鷹たか秋あきは頭をぶんぶん振った。

「しばかれてホレるなんて、まるっきりマゾじゃねえか！」

「あっはっはっ。恋の始まりとはいつも突然なものですよ」

「誰だれだ！」

　いきなりの声に、鷹秋は咄とつ嗟さに振り返り、無駄のない素早い動きで身構えた。

「他人の恋路に口出しするのは好きではないですけど、あのお嬢じようさんは、一応弟の奥さんということになるので、諦あきらめて下さい。若い身空で不倫はいただけません」

　立っていたのは、野暮ったいメガネをかけた、サラリーマン風の若い男。

「何者だ……てめえ……」

　鷹秋は憎々しげな目で、相手を見据えた。

　気配のかけらも感じられず、後ろを取られてしまった。目の前に居る今ですら、まるで気配が感じられない。

　相手がただ者ではないことを、鷹秋は一いつ瞬しゆんで悟った。

「月つき森もり静しず馬まといいます。よしなに」

　にこやかな笑顔で、静馬は会え釈しやくした。

「月森の人間かっ！」

「そんなに怖い顔で構えないで下さい。あなたを始末しろとはまだ命令を受けていませんので。ただ……」

「ただ、なんだ!?」

「あなたに冬とう馬まがラグナウルフだと情報を与えた……あなたの背後にいる者のことを少々聞きたいのですが」

　物静かな口調だが、有無を言わせない冷たいプレッシャーが込められている。

　鷹秋は構えを崩さない。

「断る、と言ったら？」

「非平和的な手段を取りますが」

「上等だ！」

　大地を蹴けり、鷹秋は静馬の顔面めがけて拳こぶしを繰くり出した。その動きは常人の目には止まらぬほど速い。しかし、

　ばしっ。拳は、いともあっさりと片手で受け止められてしまった。

「へっ、やるな」

「あなたも、思ったよりは速かったですよ。生身でこれだけ速ければ、大したものです」

　鷹たか秋あきの拳こぶしを離し、静しず馬まはにっこりと微笑ほほえんだ。

「ちっ」

　鷹秋はツバを吐き捨て、静馬を睨にらみつけた。大したものだと言いつつも、完全に余裕の態度だ。見下されているようで面白くない。

　とはいえ、底の知れない雰囲気を感じる。戦いにくい相手だ。それに傷の痛みがある以上、不利は否めない。

「いいぜ、教えてやるよ」

「助かります」

「俺おれにあんたの弟のことを教えたのは、御み堂どう巽たつみさ」

「なるほど」

　鷹秋が『御堂巽』の名を口にした瞬しゆん間かん、一瞬、静馬の目が細まった。

　言った鷹秋自身、その名を口にするだけで、背筋が冷たくなってくる。

「あいつのことは、あんたら月つき森もりの人間の方が良く知ってるだろ？　あいつが動き出した。俺とあと数人の手下を連れてな」

「よく教えてくれましたね」

「月森の人間に会ったら、自分の名を出しておけって言われたからな。一応下についてる手前、命令はきいとかないとな」

「一応ですか」

「一応だ」

　当たり前だ。と、鷹秋は頭の中で付け加えた。

　誰だれかの下につくなど、本来ならプライドが許さないことだ。しかしその信念を曲げてまで、鷹秋には御堂巽という男に従わなければならなかった理由がある。

「では、御堂巽は一体どこ……」

　途中で言葉を止め、静馬は黙だまり込んだ。

「あいつの居場所が知りてえなら、あいつらに聞いてくれ」

　鷹秋は仏頂面で、静馬の背後を指さした。

　そこに、三人の人間がいた。

　長身で筋肉質なスキンヘッドの大男。

　白衣を着た、細みのメガネの男。

　腰まである長い髪を背中で結った、瘦そう軀くな美少年。

　いずれも刺すような鋭するどい視線を、静馬にぶつけている。

　鷹秋と同じ、御堂巽の手下たちだ。

「囲まれましたか。困りましたねえ」

　全く困った様子のない軽い口調で言って、静しず馬まはわざとらしい仕し草ぐさで肩をすくめた。

「どうします。私たち全員を相手にしてみますか？」

　白衣を着た細身の男が勝ち誇ったように言うと、静馬は首を横に振った。

「もう夜も遅いですし、今日の所は失礼しますよ。一応、御み堂どう巽たつみに伝えておいて下さい。いずれ会う日を楽しみにしていると」

　言い残し、去ってゆく静馬の後ろ姿を見つめながら、いずれ必ず自分の手で倒してやると、鷹たか秋あきは心に誓った。

「あれが、『院いん』屈指の実力者と囁ささやかれている月つき森もり静馬ですか。なるほど、隙すきがない」

　白衣の男が、薄うす気き味み悪い忍び笑いを漏らした。

　男は顔が青白く、背筋は丸まっている。まるでホラー映画に出てくるゾンビそのものだ。

　ゾンビ男の笑い声、というより、ゾンビ男そのものに不快感を覚え、鷹秋は、三人に背を向けてさっさと歩き出した。

「どこへ行くんです。招集がかかっているのですよ」

　ゾンビ男が声をかけてきたが、無視した。

　ゾンビ男も、他ほかの二人も、立場上は仲間ということになるのだが、仲間意識は全く持っていない。できれば口もききたくないような連中だ。

「俺おれはあんな野郎にはぜってえ服従なんかしねえ」

　澄すんだ夜空に輝かがやく月を、鷹秋は決意のこもった眼まな差ざしで仰ぎ見た。




　深夜を過ぎた冬の風は一層に冷たい。しかし、そこにいる四人の人物たちはその風を身に受けながらも、身み震ぶるい一つ起こさない。

　月森の家からさほど離れていない、ありふれた私立高校の屋上。

　時折吹く風が、彼らの髪をなびかせている。

「なるほど。月森への宣戦布告は済んだということか」

　正面に控えている三人を前に、フェンスに寄りかかっていた男が、薄く口元に笑みをたたえた。

　白のスーツに身を包み、その上に黒のマントを羽は織おった二十代半ばの男。美形と呼べる顔立ちをしてはいるが、その目は驚おどろくほど静かで冷たい。見るものの背筋を凍りつかせてしまうような威圧感がある。

　御堂巽というのが、男の名だ。

[image: ]

「南なん原ばら鷹秋はどうします。放っておけば単独行動を取りかねませんが？」

「構わんさ。好きにさせろ」

　目の前のゾンビ男──仁に科しな冬ふゆ樹きの言葉に、巽はそっけなく答えた。

「どのみち、奴やつではかませ犬にしかならんよ」

　南なん原ばら鷹たか秋あきが自分に忠誠を誓っていないことは知っている。しかし、それはどうでもいいことだった。

　巽たつみが必要としているのは、露つゆ払はらいのための戦力であり、忠誠ではない。

「月つき森もり冬とう馬まはどうするのです？」

「予定どおりだ。仁に科しな、お前がやれ」

「はい」

　仁科は恭うやうやしく一礼すると、

「そういうことだ。熊くま坂さか」

　自分の後ろに控えていたスキンヘッドの大男に向かって声をかけた。

　スキンヘッドの男は、答えず、ただ一度頷うなずいた。

「僕はどうすればいい」

　ここに到着してから終始無言だった、長髪を結った少年が、初めて口を開いた。

　まるで女性のような美しい顔立ちをしてはいるものの、その目は巽と同じように冷たい。感情を全くと言っていいほど感じさせない雰囲気がある。

　少年の腰には、古ぼけた赤い鞘さやに収められた、一振りの剣が吊つるされている。

「お前には俺おれと行動をともにしてもらう」

　巽たつみが答えると、少年は剣の柄つかを握り締しめて頷うなずき、再び黙だまり込んだ。

「明日は早々に挨あい拶さつにゆくとしよう。宿敵のところへな」

　巽は一度月を仰ぐと、冷笑を浮かべながら、フェンスを一足飛びで乗り越え、舞うような軽やかな身のこなしで校庭に降り立った。残された三人も後に続く。

　冷たい真冬の風が、校庭を吹き抜けた。




「まったく情けないね。女の裸見ただけで、失神するなんて。おまけに三十九度も熱出して」

　呆あきれた口調で言いながら、静しず華かが冬とう馬まの額ひたいに氷水で濡ぬらしたガーゼを載せた。

　時刻はもう、午前の二時を過ぎている。

「ほっといてくれ」

　言い返したいのだが、事実なので反論できない。

　深み雪ゆきの全裸を見たショックで卒倒してしまった冬馬は、二階へ運ばれ、静華に介抱されていた。深雪が「わたしが看病します！」と言ってきかなかったのだが、静華が追い出したのだ。

「うーん。しかし本当に熱があるとは……」

　いくら冬馬が女性に免疫がないとはいえ、女の裸で熱までは出ない。深雪が言っていたとおり、昨日寝冷えしてしまったのだ。きっと今日の忙しさのせいで、体調を崩していたことにすら気がつけなかったのだろう。

「そういや、姉様、なんか俺おれに用事があったんじゃないの？」

「ああ、一回あんたの嫁さんの顔を見にここに来たんだけどね。その時、同族の気配を感じてあんたたちを追っかけたんだけど、途中で相手の匂においが消えたから、様子を見に戻ってきたんだ」

　言いながら、静華はタバコに火をつけた。この家は禁煙だと前に一度言ったのだが、ぼこすかに蹴けり回されたので、以来言っていない。

「へえ。心配してくれたんだ」

「ふん」

　冬馬が言うと、静華は少し照れ臭そうにそっぽを向いた。

──相変わらず素直じゃないなあ。

　内心で思う冬馬。子供の頃ころから静華にはいつも泣かされてきたが、本当は自分のことをいつも心配してくれていることを、冬馬は知っている。

　冬馬が小学生の時、母親参観日に、着飾る母親たちに混じってセーラー服姿で駆かけつけてくれた静華の姿を思い出し、苦笑いが浮かんだ。

「なににやにや笑ってるんだ。気持ち悪い」

「ごめん。でもありがとう」

　感かん謝しやの言葉を述べて、冬馬はあの南なん原ばら鷹たか秋あきという高校生の襲しゆう撃げき者しやのことに、思いを巡らせた。

　ラグナウルフである自分と戦いたいと、あの高校生は言っていたが、考えてみると冬とう馬まが黄おう金ごん狼おおかみラグナウルフの血を継いでいることを知っているものは、ごく僅わずかだ。身内と、人じん狼ろう族ぞくを管理する『院いん』の上層部しか知らないはずだ。

　そのことを姉に話すと、静しず華かは少し考え込んでから、なにかを心に決めたように、冬馬の目をじっと見つめた。

「親父おやじには口止めされてるけど、おまえには話しておくよ。おまえだってもうガキじゃない。いわれもなく襲おそわれるより、事情を知って心構えができていた方がいいだろう」

　静華の口ぶりは、真剣そのものだった。なにか大きな事情があるということは、すぐに想像できた。そしてそれが、自分の血にからんでいることも。

「あんたは狙ねらわれている。正確に言えば、あたしと静しず馬まも……ようするに、親父を除く月つき森もりの人間すべてってことね」

「え!?」

「さらに正確に言うなら、相手の狙いは、親父を苦しみのどん底に叩たたき落とすこと。あたしたち家族を皆殺しにすることでね」

　静華の言葉に、冬馬は言葉を失った。

　さらに次の言葉が、冬馬に追い打ちをかけた。

「そして狙っている相手の黒幕は、十二年前の、母さんの仇かたき……」

　母さんの仇──その言葉が、冬馬の頭の中で幾重にも反はん響きようし、意識をぐちゃぐちゃにかき乱した。

「そいつは……っ！」

　なにを言おうとしたのか、うまく言葉が出ない。ただ気づいた時には、静華の胸むなぐらをつかんでいた。姉の静かな目が、じっと冬馬の目を凝ぎよう視ししている。

「焦るな。馬ば鹿か者もの」

　静華は冬馬の手を振りほどき、ベッドに押し返した。

「母さんの仇……母さんの……」

　力なく壁かべに背をもたれ、繰くり返し呟つぶやいている冬馬の頰ほおを、静華が往復で平手打ちした。そして、

「いいかい。これから言うことをよく聞きな。今はもうおまえ一人の問題じゃないんだからね」

　静華の両手が肩に置かれた。そしてその細い指からは想像もつかないような強い力で肩を握り締しめた。

　かつてない強い決意が姉の両手から伝わってきて、冬馬は黙だまったまま唾つばをごくりと飲み込み、頷うなずいた。













　　　　第二章　月と星の下で







「ぐずっ」

　意志とは無関係に流れてくる鼻水をすすり上げながら、冬とう馬まは階段を降りた。

　静しず華かが帰って一時間。昼間寝たせいかどうしても寝付けず、なにか食べた方が寝やすいと思い、起きてきたのだ。

　リビングを通ってキッチンへ行こうとすると、リビングの電気は明々とついたままだった。

「すーすー」

　深み雪ゆきが、ソファーで猫のように丸まって、安らかな寝息をたてていた。

「俺おれの事、心配して起きててくれたのかな……って、考えすぎか」

　しかし、このまま放っておけば自分のように風邪かぜをひいてしまう。起こすのもはばかられたので、冬馬は一階の客間から毛布を一枚取ってきて、深雪にかけた。暖房も入っているのでこれで充分だろう。

「にしても……可愛かわいい寝顔だな……」

　あどけない深雪の寝顔を見ていると、不思議と心が和んでゆくような感じがした。

「巻き込んじゃいけないよな……」

　冬馬は心の底から思った。

　静華の話を聞き、冬馬はどうして父・相そう馬まが、この時期にいきなり深雪を自分の許もとへ送り込んで来たのかが分かった。

　一つは相馬が言っていたとおり、深雪と性交渉を持つことで、冬馬の変身能力を目覚めさせようという目もく論ろみ。

　もう一つは、変身能力が目覚めなかった時の場合の、冬馬のボディーガード役。

「最悪だぜ……親父おやじ」

　父が自分を思ってくれての行為だということは、嬉うれしいと思う。しかし、それに無関係の人間を巻き込んだということは、決して許されることではない。

「やっぱり、明日にでも出て行ってもらわないとな」

「……んっ」

　深雪が寝返りをうった。

「夢でも見てるのかな……？」

　深雪の乱れた前髪を軽く撫なでつけると、自然と冬馬の顔もほころんでしまった。

「う……ん。冬馬さん……ダメです……糖尿病になっちゃいます……」

「どんな夢を見てるんだ？」

　深み雪ゆきの寝言に苦笑しながらも、冬とう馬まはリビングを出た。

　キッチンへ入ると、テーブル狭しと深雪が作った料理が並んでいた。

　席につき、冷めた料理をつつく冬馬は、がつがつと朝食を食べた時の深雪の嬉うれしそうな顔を思い出しながら、

──おいしいけど……暖かいうちに食べればよかったな……。

　ぼんやりとそんなことを考えていた。

　キッチンにある古い鳩はと時計のこつこつという時を刻む音だけが、静かに響ひびいていた。




　冬馬がキッチンで一人寂しく冷めた料理をつつき始めた時、深雪は夢の中にいた。

　その夢の始まりは、寂しく、悲しい。しかしその夢は、深雪にとって決して辛つらいだけの夢ではなかった。

　なぜなら──

　しとしとと小雨が降り始めた。

　両親の柩ひつぎが、男の人たちに抱えられ、ゆっくりと車に乗り込んでゆく。

　泣きじゃくる幼い弟の手を握り締しめながら、深雪はじっとその光景を見つめていた。

　深雪が十歳の春の出来事だ。

　もう人の死の意味が分からない歳としではない。もう両親は二度と、帰ってはこないのだ。

　死因は交通事故とだけ教えられた。それが大人たちの[image: 噓]うそであることも、知っている。

　両親は、殺されたのだ。

「ほら、深雪ちゃんも真ま矢や君も、車に乗りなさい」

　親しん戚せきの伯母おばが手を差し伸べてきたが、深雪は振り払った。

　まわりの大人たちは皆口々に「可哀かわい想そうに」「まだ小さな子供たちがいるのに」と言って悲しそうな顔をしている。

　しかし本当に両親の死を心から悲しんでいる人間が、一体どれだけいるのだろう。

　深雪は頭が良く、人一倍感受性が強かった。だから人の本心を敏感に感じ取ってしまう。誰だれも両親の死を本当は悲しいなどと思ってはいない。むしろ良かったと思っている者すらいる。

「──タツミの術に落ちた」「ヨゴレモノだった」「操られたんだ」「──モリを襲おそったらしい」「インの刺客に仕留められた」「柚ゆず本もとももう終わりだ」

　言葉の意味などよくは分からなかった。それでも両親が良く思われていなかったことは分かってしまう。

　それが嫌だった。

　他人にどう思われていても関係ない。父も母も、自分と弟には優しかった。

　自分が信じていればそれで充分だと思いたいのに、他人の言葉に振り回されて両親を疑ってしまう自分が許せなかった。

　深み雪ゆきは弟の手を離すと、雨の中を一人走り、裏庭に出た。

　柚ゆず本もと家は、山の麓ふもとに建てられた大きな日本庭園を持つ名家だった。

　裏庭に大きなケヤキの木がある。

　幼い頃ころから男勝りのおてんばだった深雪は、よくそのケヤキに登って遊んでいた。

　その度に慌てて母が飛び出してきて、心配そうに降りてきなさいと言ってくれた。高く登り過ぎて降りられなくなって泣いた時は、父が登って助けに来てくれた。

　この木に登れば、また両親が来てくれるのではないか。

　ありえないことと分かっていながら、深雪はその木に登ろうとした。

　雨のせいで木の皮がひどく滑る。中程まで登ったところで、深雪は手を滑らせて落ちてしまった。

　ひざを軽く擦すりむいただけでケガはなかったが、なぜか涙が出てきてしまった。

　始めは軽い嗚お咽えつだったが、次第に込み上げてきて、深雪は大声をあげて泣いてしまった。

「お姉ちゃん、痛いの？　ケガしたの？」

　不意に声をかけられ、振り向くと、小さな男の子が立っていた。喪服を着ているから、葬そう儀ぎの参列者なのだろう。

　自分と同じか、少し年下に見える。

「顔に泥ついてるね。待ってね。今僕が拭ふいてあげるから」

　男の子はあちこちのポケットを手で探り、一枚のハンカチを取り出し、それで深雪の顔についた泥をぬぐい取った。

　深雪は涙を飲み込みながら、男の子を睨にらみつけた。人と話をする気分ではなかったし、泣いている姿を見られたのが、癪しやくだった。

「死んじゃった人って、お姉ちゃんの父様と母様なんでしょ？」

「うるさい！」

　深雪が思いっきり突き飛ばすと、倒れた男の子は、ぬかるんだ土の上に尻しり餅もちをついたまま、「僕の母様もこの間死んじゃったんだ」と無邪気に笑った。

「僕のせいで死んじゃったんだ」

　深雪は、男の子の言葉の意味が分からず、しばし呆ぼう然ぜんとその子を見つめた。

「お姉ちゃんも悲しいんだよね」

　立ち上がった男の子は、深雪の側そばにやって来て、深雪の頭を撫なで始めた。

「さ、触らないでよ！」

　深雪に手を振り払われた男の子は、少し困ったように頭をかいた後、深雪に手を差し伸べた。立てと言いたいのだろう。

　一度はその手をはたき落とそうと手を振り上げた深雪だが、そうすることができず、結局、手を取り立ち上がった。

「姉様がね、言ったんだ」

　男の子は、勝手に深み雪ゆきのスカートについた泥を払いながら、言った。

「母様は死んじゃったけど、僕が泣いてたら、母様は安心して天国に行けないんだって。だから泣いてちゃいけないんだって。だからお姉ちゃんも泣かないで」

　男の子は、笑顔で「僕が笑ってるとね。母様が喜んでくれるんだって。だからお姉ちゃんも笑わなきゃ」と付け加えた。

　深雪はなにも言わず、ただじっとその男の子を見つめた。

　男の子の言葉は分かるが、とてもではないが、今の深雪は笑う気になどなれない。

　それどころか、もうなにもかもが嫌なのだ。両親を悪く言う大人たちも、泣いてばかりいる弟も、そして自分自身も。

「あたしは……笑えない……笑いたくない……」

「どうして？」

「みんな……嫌いだから……」

　消え入るような小さな声で深雪は言い、うつむいた。

　男の子は、下から深雪の顔をのぞき込むと、頭をかきながら「うーん」と唸うなって、何事かを考え始めた。

　ややあって──。

「よし！」

　男の子がなにかを思いついたように、ポンと手を打った。

「僕がお姉ちゃんを好きになるから。お姉ちゃんも僕を好きになってよ。うん。そうすれば、みんな嫌いじゃなくなるよね！」

　男の子は、深雪の両手を握ると、「決まり決まり」と一人で跳ね回り始めた。

「ちょ、ちょっと……」

「ダメだよ！　決まりだからね！　あ、そうだ、えーっと、こういう時、なんて言うんだったっけ？」

　男の子は、深雪の手を握り締しめたまま、再び考え込み始めた。

「思い出した！　えっと、僕がお姉ちゃんを守るから！　だ！」

　しばし考え込んだ男の子は、そんなことを言い出し、深雪は啞あ然ぜんとなった。
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「おとといのドラマとね。父様が同じこと言ってたんだ。男は、好きな女を守らなきゃいけないんだって！　僕はお姉ちゃんのことを好きになったんだから、だから、僕がお姉ちゃんを守らなきゃいけないんだ！」

「……？」

「悪い大人に連れていかれそうになった時も、宿題忘れて先生に怒られた時も、給食にしいたけが出た時も、僕がお姉ちゃんを守るから！」

　男の子は目をきらきらさせながら、うんうんと勝手に一人で頷うなずいている。

「……バカみたい……あたし、しいたけ食べられるもん……」

　なぜかは分からない。しかし、深み雪ゆきは急に胸が熱くなってくるのを感じ、目からは勝手に涙が出始めた。

「泣いちゃダメだって言ったでしょ！　ねえ笑ってよ、お姉ちゃん」

「……バカ」

　深雪は苦笑いを浮かべながら、男の子のおでこを小突き飛ばした。

「ははっ。お姉ちゃんが笑った！　でも痛い……」

　殴られたおでこをさすりながら、男の子は嬉うれしそうに笑い、深雪もつられて、クスクスと笑い出した。

　まだ冷たい春先の雨に濡ぬれながら、二人の子供は、しばらくケヤキの木の下で笑いあった。

「……一生……守ってくれるの……」

　深雪が鼻をすすりながら言うと、男の子は意味がよく分からないといった顔で首を傾かしげた。

「あんたあたしのこと守るって言ったんだからね。責任、ちゃんと取りなさいよ。男なんだから」

「う、うん」

　男の子は、真剣な顔で頷うなずいた。

「いいわ。あたしもあんたのこと好きになってあげる。これが、その証拠」

　深み雪ゆきは少し腰をかがめると、男の子の唇に自分の唇を重ねた。といっても、軽く触れ合うだけの、一いつ瞬しゆんのキスだ。

　男の子の顔が、みるみる真っ赤に染まってゆく。

「ファーストキスなんだからね。これであたしもキズモノになったんだから、本当に責任、取ってよね」

　唇を離した深雪が少し頰ほおを赤くしながら言うと、男の子は顔を真っ赤にしたまま、こくこくと何度も頷いた。その様がおかしくて、深雪はまた声を出して笑った。

「あんたの名前、教えてよ」

「つ、つきもり……とうま……」

　腰をかがめて、微笑ほほえんだ深雪に問いに、男の子はしどろもどろに答えた。

　雨はいつの間にか止やみ、黒雲の透き間から明るい日差しが差し込み始めていた。




　まだ真新しい総合病院の病棟の一室を、南なん原ばら鷹たか秋あきは深夜に訪れていた。

　無論こんな真夜中に見舞いになど来られるはずもない。人に見つからぬよう、忍び込んで来たのだ。

　気配を殺し、夜勤の看かん護ご婦ふたちに気づかれぬよう白い廊下を歩くことは、鷹秋にとっては造作もないことだ。

　鷹秋が入った個室は、小さいながらも、様々な機械設備が整っていた。

　部屋の明かりはすべて消されているが、暗視能力を持つ人じん狼ろう族ぞくにとってはなんの支障もない。

　部屋の中央、さして大きくもない白いベッドの上に、一人の少女が横たわっている。

　少女の腕からは数本のチューブが伸び、様々な薬品が体内に流れ込んでいる。

　彼女はもう自分の意志では、喋しやべることも目を開くことすらできない。

「睦むつ美み……」

　少女の名を呟つぶやきながら、鷹秋は彼女の白く小さな手を握り締しめた。

　南原睦美──鷹秋の三つ年下の妹で、そして唯一残された肉親でもある。

「睦美……」

　もう一度妹の名を呼んだ鷹秋だが、返事が返ることはない。

　ほんの二カ月前までは、ごく普通の中学生として、睦美は明るく元気に振る舞っていた。

　両親を失ってからは、兄と妹の二人暮らしだったが、それでも二人は幸せに暮らしていた。

　二カ月前のあの日、道路に飛び出した子犬を助けようとして、睦美はトラックに撥はねられた。それも鷹秋の目の前で。

　即死こそ免れたものの、睦美は脳に障害を負うこととなってしまったのだ。

　最愛の妹が目の前で事故にあうのを止められなかった鷹たか秋あきは、自棄になって毎日無む闇やみにケンカに明け暮れた。

　多くの人間を病院送りにして、挙あげ句くの果てにそれを知って『院いん』から送られてきた刺客までも、半殺しにしてしまった。

　お尋ね者となり、次々に送られてくる刺客と戦い、ぼろぼろになって山奥に逃げ込んだ鷹秋の前に一人の男が現れた。

　それが御み堂どう巽たつみだった。

「俺おれの力になれ、そうすれば妹を助けてやる」

　どこまでも冷たい目をしたその男は、そう言うと一いつ瞬しゆんにして鷹秋の傷を完全に治ち癒ゆして見せた。そして自分は、不死の術法を使いこなせると言った。

　実際、鷹秋の目の前で殺した山鳥を、一瞬にして蘇そ生せいさせるという業わざをやってのけたのだ。

　危険な男であることは、一目で分かった。

　憎悪、怒り、殺意、あらゆる『悪意』が入り交じった匂においが、全身から、激しく燃える炎のように立ちのぼっているのを感じたからだ。

　それでも鷹秋は、その男に仕えることを約束した。

「なんだってやってやるさ……睦むつ美みを助けられるのならば、なんだって……」

　たとえその結果が地獄に堕おちることだとしても、構いはしない。

「睦美……必ず俺が……兄ちゃんが助けてやるからな。そしたら、また毎日弁当作ってくれな……一緒に親父おやじとお袋の墓参りに行こうな……な、睦美……」

　睦美の手を握り締しめる鷹秋の手に、頰ほおを伝った涙が、ぽたぽたと零こぼれ落ちた。

　その夜、鷹秋は、意識はなくとも暖かい妹の手を、握り締めて離さなかった。

　白く狭い病室の中に、心拍を測定する無気質な機械音だけが、空むなしく響ひびき続けていた。




　月が沈み、太陽が朝の訪れを告げ始めた夜明けに、月つき森もり相そう馬まは朝もやに包まれたある小さな墓地を訪れていた。

　山の麓ふもとにある、小さな寺の墓地。

　ここには、相馬にとってかけがえのない人が眠っている。

「すまないな詩し織おり。こんな時間じゃ花屋も開いてなくてな。花も飾ってやれない」

　目の前の墓石に向かい、相馬は苦笑いを浮かべた。

「おまえの命日にはまだ早いが、急に会いたくなってな。それに……」

「ここに来れば、俺に会えると思ったのだろう？　今日は奈な津つ美みの誕たん生じよう日びだからな」

　相馬の背後から、若い男の声が届いた。

　聞き知った懐なつかしい声。

　振り返るまでもなく、相馬にはその人物が何者か分かっていた。

「久しぶりだな。巽たつみ」

　振り返った相そう馬まの視線の先には、白のスーツに黒のマントを羽は織おった男が、朝もやに包まれて立っていた。

「老いたな、相馬」

「変わらないな、おまえは。いや、それどころか若返っているよ」

「ああ」

　巽は短く答え、口元を吊つり上げて笑った。

「どれだけの人の命を吸い、その若さを得た？」

「百人までは数えていたが、途中で面倒になった。それ以上は数えていない」

　まるで野鳥でも数えるかのように、巽は軽く言う。

　──変わっていないな。

　と、相馬は心の中でもう一度呟つぶやいた。

　そう、御み堂どう巽は全く変わっていない。十二年前のあの日以来。

　その容よう貌ぼうも、全身から醸かもし出されているドス黒い雰囲気も、そして、そのすべてを拒絶するような冷たい瞳ひとみも。

　現代ではすでに失われつつある妖よう術じゆつを伝える御堂家の最後の生き残りにして、相馬のかつての盟友であった男。

　彼は十二年前、禁忌とされる不死の術法を用いて、自らを不死身の吸血鬼へと変えた。

　すべては相馬への復ふく讐しゆうを果たすためだけに。

「おまえの憎しみは、今も消えてはいないようだな」

　相馬の問いを、巽は鼻で笑い飛ばした。

「月つき森もり相馬……今度こそ、貴様のすべてを……貴様の大切にするもののすべてを、踏みにじってやる」

　低く静かな声が、刺すような視線とともに、相馬に送られてくる。

「相変わらず陰険な男だな。狙ねらうなら私の命だけを狙えばよかろう」

「戦う力を失った貴様を殺しても、俺おれの憎しみは晴れはしない。貴様のすべてを奪い、否定し、貴様を失意のどん底に叩たたき落とす。そして貴様には、俺と同じ、絶望を背負って生きるという苦痛を味わってもらう。それでこそ、初めて俺の復讐は完成するんだよ」

　相馬はなにも言わず、ただじっと、憎悪に囚とらわれたかつての友の姿を凝ぎよう視しした。

　もう自分がなにを言ったところで、この男を止めることはできないだろう。

　御堂巽を止める術すべはもはやただ一つ。殺すことをおいて他ほかにない。

　しかし、十二年前の戦いで変身能力を失った相馬に、もはやそれを成すことはできない。

　唯一、御堂巽を倒せる者がいるとすれば、それは──。

「貴様も妻の仇かたきがこうして出て来てやったのだ。少しは嬉うれしそうな顔をしろよ」

「……」

「俺おれは奈な津つ美みの仇かたきを討ち、貴様は詩し織おりの仇を討つ。分かりやすくていいだろう？」

　顔を引きつらせ、喉のどの奥で忍び笑いを漏らす巽たつみの目は、明らかな狂気に取りつかれている。

　憎悪が狂気を、そして狂気がさらなる憎悪を招き寄せ、この男を支配しているのだ。

　巽は狂気の笑みを浮かべたまま、相そう馬まにゆっくりと背を向け、最後に一言、

「今度の満月に、すべてを終わらせてやるよ」

　そう言い残し、朝もやの中に溶けるように、その姿を消した。

　相馬は力のないため息をつき、妻の墓石に並ぶ、もう一つの墓石に目をやった。

『柳やなぎ奈津美』と刻まれたその墓には、三十年前に相馬が自らの手で殺あやめた、一人の女性が眠っている。

　墓前には、スズランの花束が供えられていた。相馬が訪れるよりも前に、巽が供えたものだ。生前彼女が一番好きだった花だ。

「奈津美さん……私はどうなってもいい……だからせめて、子供たちと、巽だけは救ってやってくれ……」

　目を閉じ、哀願するように相馬は呟つぶやいた。それは相馬が思い続けてきた、たった一つの変わらない願いであった。




「すうう、はああ」

　大学の講こう堂どうから出たところで、冬とう馬まは大きく深呼吸をした。

「ああ、平へい穏おんだあ」

　昨日はあまりにも非日常的なことが色々あり過ぎたので、学校が安息の地に思えてきてしまう。

　冬馬の通う大学は埼さい玉たまにあるので、家からはかなりかかる。通学は主にバイクではなく電車を使っている。

　一晩寝たおかげで熱も下がった。まだ多少クシャミや鼻水が出るが、この時期は試験も近いためあまり講義を休めない。今度の試験で合格点をとらなければ、来期から実習が受けられないのだ。

　獣じゆう医いになることは、子供の頃ころからの夢だ。ここでつまずく訳にはいかない。

　時は昼時、あたりの芝生やベンチでは学生たちが思い思いに昼食を取っている。カップルの姿も多く見られる。

「深み雪ゆきさん……どうしてるかな」

　深雪のことを思い出すだけで、なぜか頰ほおが赤くなってしまう気がする。

　今朝けさ方がた冬馬が目を覚ました時には、深雪はまだ眠っていた。一限から講義があったので、起こさずにそのまま家を出てきたのだ。

──彼女のことより、昼飯どこで食べるか考えないとな。

　ぼんやり考えていると、急に鼻がむずついてきて、豪快なクシャミが出た。

　まるで昔のマンガのように、青っぱなが糸を引いて流れてきてしまった。

　すかさず鼻にティッシュを押し当てられ、

「はい、チーンして下さい」

　と言われた冬とう馬まは、思いっきり鼻をかんだ。派は手でに鼻水があふれ出る。

「……」

　一体誰だれがティッシュを──状況を理解するのに、二呼吸分時間がかかってしまった。

　目の前にティッシュを差し出した人物──深み雪ゆきが、笑顔でたたずんでいた。

「なっ、なっ」

「お弁当届けにきました」

　冬馬が「なんでここに」と問うより速く、深雪が答えた。

「べ、弁当？　わざわざ作ってきたの？」

「はい。新婚ですもの。やっぱり愛情のこもったお弁当を食べて欲しいって思うじゃないですか」

「そ、そうなんですか……」

「そうなんです」

　笑顔で言い切る深雪。

「そうなのか……」

　言い切られてしまうともう何も言い返せない。それが冬馬の性格だった。

「冬馬さん。あそこのベンチで食べましょう。日当たりもいいし」

　半ば強引に連れられ、冬馬は深雪と共に、近くのベンチで弁当を食べることとなった。

　ベンチに腰掛け蓋ふたを開けると、三色そぼろのきれいな中身が姿を現す。

「えっと、それじゃあお箸はしを……」

　深雪が手に持っている箸を受け取ろうと手を出した冬馬だが、深雪は「ダメです」と箸を遠のけてしまった。

──まさか。

　思い、冬馬が眉まゆ根ねを寄せると、

「食べさせてあげますから、あーんして下さい」

　やたらと楽しげな表情で、深雪は鶏とり肉にくの唐揚げを差し出してきた。

　まさかが的中してしまった。

　みるみるうちに冬馬の顔が引きつってゆく。

　嬉うれしいやら恥ずかしいやら困ったやらで、冬馬の顔は真っ赤とも真っ青ともつかない、複雑な色になってしまった。

「じっくりタレに漬け込んだんですよ。自信作です」

　その言葉どおり、唐揚げからはなんとも香こうばしい香りが漂ってくる。

「い、いただきます」

　顔の筋肉の引きつりと戦いながら、冬とう馬まは大きく口を開けた。

　愛情込めて作ったと言われた物を食べない訳にはいかないし、考えてみると食べることを拒絶する理由もない。

　思い切って口を閉じ、唐揚げを頰ほお張ばったその時、

「おいっ！　月つき森もりが女連れてるぞ！」

「きゃーっ！　女の子に食べさせて貰もらってるわよ！」

「なんだ、なんだ。天変地異か!?」

　聞き知った声がした。

　深み雪ゆきの差し出す箸はしに食いついたまま、錆さび付いたおもちゃのロボットのように、ギリギリと首を巡らせた冬馬の顔は、真っ青を通り越して真っ白になった。

　冬馬と深雪が座っているベンチの前を、顔なじみの同級生たちが通りかかったのだ。

　驚おどろきと好奇に満ちた目で、同級生たちは冬馬たちの方を指さしている。

　不吉な予感が、冬馬の全身を電光石火の速さで駆かけ抜けた。

「こっ、これは、ちが……」

　冬馬が弁解しようとするよりも早く、

「こんにちは。月森冬馬の妻です。いつも主人がお世話になってます」

　ベンチに腰掛けたまま、深雪がにこやかに挨あい拶さつをしてしまった。

「ええーっ!?」

　同級生たちからあがる驚きよう愕がくの声。

「月森、おまえいつ結婚したんだ!?」

「もしかして、できちゃった結婚!?」

「天変地異だ！」

　彼らは、口々に勝手なことを言い始めた。

──少しは疑ってくれよっ！

　そうつっこみたい冬馬だったが、焦るあまり言葉が出ない。

　彼らは、内輪でなにやらごそごそ相談し始めると、

「そ、そうだ月森。仁に科しな先生がさ、休んだ分のテキストくれるから、取りに来いって言ってたぜ」

　それだけ言い残し、まるで逃げるようにそそくさと立ち去ってしまった。

　立ち去る彼らが懸けん命めいに笑いをこらえていたのを、冬馬は見逃さなかった。

「さ、最悪だ……」

　冬とう馬まは、死んだ魚のような目になってがっくりと肩を落とした。

　今の同級生たちは、学内に広いネットワークを持った連中だ。

　きっと明日には、「月つき森もり冬馬はいたいけな少女を無理やり妊娠させて、結婚にこぎつけた」とか、「既に子供が五人いる」などという噂うわさが広まっていることだろう。

　そう思うと、また頭痛が戻ってきた。

「はい冬馬さん。次は卵焼きですよ」

　そんな冬馬の心中などおかまいなく、深み雪ゆきは、再び笑顔で料理を差し出してきた。

──もうこうなりゃやけだ！　思いっきり食ってやる。

　いたく地味なやけを起こし、卵焼きにかぶりつく冬馬だった。




「ごちそうさま。おいしかったよ」

　弁当を残さずたいらげ、冬馬が「ふう」と一息つくと、

「おそまつさまでした」

　深雪が、保温水筒に入れて持ってきたお茶を出してくれた。玄米茶だ。

「ずずずっ」

　玄米茶をすすりながら、ちらりと横目で深雪を見ると、彼女は、なぜかにこにこ冬馬の方を見つめていた。

「俺おれの顔がどうかしたの？」

　深雪は首を横に振り、「嬉うれしかったんです」と言った。

「え、なにが？」

「毛布。ありがとうございました。それにお弁当も全部食べてくれて、嬉しかったです」

「ああ、そのこと。いや、別に。弁当の方は、礼を言わなきゃいけないのは俺の方だし」

「やっぱり冬馬さんは優しい人です」

　別段礼を言われるようなことをした訳でもないので、優しい人と断言されてしまうと妙な気恥ずかしさというか、違和感がある。

　あさっての方を向きながら、冬馬が耳の裏をかいていると、不意に深雪が冬馬の正面に回り込んできて、「午後の授業、わたしも同席させて下さいね」と、冬馬の顔を下からのぞき込んだ。

「うえ？」

　いきなり回り込まれた驚おどろきと深雪の願いに、冬馬の声は上ずった。

「ご迷惑ですか？」

「ご迷惑というかなんと言うか……」

　いきなりそうこられるとは思わなかったので、冬馬は頭をかいて「うーん」と唸うなった。

　大学なので部外者が混じっていたところでさして問題はないだろう。

　迷惑という訳でもないのだが、なんとなくだがはばかられてしまった。

　理由は冬とう馬ま自身よく分からない。本当に『なんとなく』としか言いようがないのだ。

　冬馬が渋っていることに気づいたのか、深み雪ゆきは両手を組んで、祈るような表情で冬馬の返答を待っている。

　その顔を見てしまうと、断ることが悪く思えてしまう。

「べ、別に構わないけど」

　結局認めてしまう冬馬だった。

「ありがとうございます！」

　深雪は顔をパッと輝かがやかせると、冬馬の手を引っ張り、早く行きましょうとせかした。

　腕を引っ張る深雪の嬉うれしそうな笑顔を見ていると、なぜか自分まで嬉しくなってきてしまう。

「でも……」

　走りながら冬馬が呟つぶやくと、深雪は振り返り、「どうかしました？」と足を止めた。

「どうして、授業なんかに……？」

　冬馬が問うと、深雪は爪つま先さきだちして冬馬の鼻先に顔を近づけてきた。

　どきっとなる冬馬のまさに目の前で、

「もちろん一緒にいたいからに決まってるじゃないですか」

　深雪は屈託のない笑顔を見せた。

　その瞬しゆん間かん、真冬の冷たい空気がまるで麗うららかな春風に変わったような感じがして、冬馬は息を飲んだ。

「行きましょう冬馬さん。わたし、講こう堂どうの中、見てみたいです」

　再び冬馬の腕を引き、走り始めた深雪の後ろ姿を見つめながら、冬馬は心臓が破裂しそうなほどにドキドキしてゆくのを感じていた。

「この感じ……風邪かぜのせいじゃないんだろうな……きっと……」

　冬馬の呟きは、不意に吹いた木枯らしにかき消され、深雪の耳には届かなかった。




　時は、冬馬と深雪が大学で昼休みを過ごしていた時よりも前──相そう馬まが墓地で御み堂どう巽たつみと対たい峙じしていた時よりも、さらに少しさかのぼる。

　夜明け前の深い紺色の空の下、病院を出た南なん原ばら鷹たか秋あきは、制服のポケットに手を入れたまま、入り口前のベンチに腰掛け、一人項うな垂だれていた。

　霜しもも降りる厳きびしい寒さの中、制服だけでコートもなにも身につけていない彼の姿は、ひどく寒々しい。

「くそっ！」

　湧わき上がってくる苛いら立だちに、鷹秋は足元に転がっていた空き缶を蹴け飛とばした。

　空き缶は、数メートル前方に乾いた音を立てて落ち、コロコロと転がった。

──何をやってんだ、俺おれは。

　空き缶に八つ当たりしている自分に、鷹たか秋あきは自己嫌悪を覚えた。

　疲れたように白い息を一つこぼし、ベンチから立ち上がった鷹秋は、正面に人が立っているのに気づいた。

　立っていたのは、長髪を結った細身の少年。鷹秋と同じくワイシャツにブレザーを引っかけただけの、寒々とした制服姿だ。

　少年は薄うすい朝もやの中、無言無表情でたたずみ、鷹秋に視線を向けている。

「真ま矢や……か……」

　柚ゆず本もと真矢。それが少年の名だ。鷹秋も名前以上のことは何も知らない。

　御み堂どう巽たつみの手下となっている者の中では、一番の新参者だ。なにしろ初めて会ったのが三日前の夜なのだ。

　鷹秋は真矢の腰に目をやった。

　そこには、赤い鞘さやに収められた長剣が吊つるされている。

　その剣に不快感を感じ、鷹秋は小さく顔を歪ゆがめた。

　似ているのだ。その剣から漂うどす黒い雰囲気が、御堂巽に。

　鷹秋が御堂巽と初めて会った時、その剣は彼の腰にあった。

「夜も明けねえうちから、なんか用か？」

「御堂巽に従ってきただけだ」

　真矢は淡々とした、というより機械的な口調で言った。

「なんであいつがここに来る!?」

「通り道がてらおまえの妹を見舞う、と言っていた」

「……ふざけやがって……」

　あの男が睦むつ美みの傍らに立つなど、考えただけでも吐き気がする。

　鷹秋が奥歯を嚙かみ締しめていると、

「仁に科しなと熊くま坂さかが月つき森もり冬とう馬まを襲おそう。戦果が出るまでは月森冬馬に手を出すな。おまえに会うことがあったらそう伝えておけと、御堂巽に言われた。一応伝えておく」

　真矢が言った。

「……分かったよ……」

　承しよう諾だくし、鷹秋は、真矢の腰に下がる剣から、真矢の目に視線を移した。

　虚うつろな目だ。目を合わせているはずなのに、真矢の目は、こちらを全く見ていない。

「なあ。おまえは、一体なんのために戦ってるんだ？」

　返事を期待せずに問いかけた鷹秋だったが、問いかけた瞬しゆん間かん、それまで虚ろだった真矢の目は見開かれ、強い生気と光が宿った。

　そして真矢は、いきなり火がついたような荒々しい口調でまくし立て始めた。

「誰だれにも渡すもんか！　姉さんは僕だけの姉さんだ！　他ほかの誰にも渡さない！　触れさせない！　僕が守るんだ！」

　真ま矢やのいきなりの変へん貌ぼう振りに、鷹たか秋あきは絶句した。

「殺せばいいんだ！　月つき森もり冬とう馬まを殺せばいいんだ！　そうすれば、姉さんはずっと僕の側そばにいるんだ！」

　気違いじみた声を張りあげた真矢は、「ううう」と喉のどの奥で唸うなりながら、両手で髪をかきむしり始めた。

　真矢の顔は脂汗にまみれ、口の端からは唾だ液えきが垂れている。

「姉さん!?　月森冬馬を殺せばって……まさか!?」

　鷹秋の脳裏を、昨夜出会った童顔の女の顔がよぎった。

　そう思って見れば、真矢とあの女は顔の造りがよく似ている。

──なんなんだよ、こいつは。

　両手で頭を抱え、激しくかぶりを振る真矢に、鷹秋が声もかけられず立ち尽くしていると、

「真矢。案ずることはない。おまえの姉は、おまえだけのものだ」

　鷹秋のすぐ背後で、静かな男の声がした。

　振り向いた鷹秋は、肌が粟あわ立だつような恐怖を感じ、身を強こわばらせた。

　御み堂どう巽たつみがそこにいた。

　巽は、鷹秋の存在など無視するかのように真横を通り過ぎると、呻うめく真矢のあごを指先ですくい上げ、

「おまえのその剣で、月森冬馬を思う存分切り刻め。そうすれば、姉は永遠におまえの側にいる」

　真矢の耳元で囁ささやいた。とたん、引きつっていた真矢の顔から一切の力が抜けた。

　恍こう惚こつとした表情になった真矢の目は、虚うつろな状態に戻っている。

　そら恐ろしさを感じた鷹秋の額ひたいから、汗が流れた。

　鷹秋は悟った。真矢は操られている。

「真矢から伝言は聞いたな？」

　真矢の頰ほおを撫なでながら、巽がこちらを振り返った。

「あ、ああ……」

「真矢が『完成』する前には、おまえに二度目の出番を与える。せいぜい爪つめと牙きばを磨みがいておけ」

「完成……？」

　巽は答えず、口元と目に冷たいものを浮かべると、真矢ともども鷹秋の前から音もなくかき消えてしまった。

「人を捨てごま扱いしやがって……」

　首の後ろをさすりながら、鷹たか秋あきは忌ま忌ましげに吐き捨てた。

　肌の粟あわ立だちは、巽たつみが去った後もなかなか収まらなかった。




　午後五時を過ぎた空は、もうオレンジを通り越し群青色に染まっている。

　サークルに勤いそしむ学生もいれば、そそくさと家路を急ぐ学生たちも多い。授業が終わったとはいえ、大学内はまだ人気に溢あふれている時間だ。

「……ええ、じゃあ真ま矢やから連絡があったら、すぐにわたしにも連絡を下さい。お願いします。はい、それじゃあ」

　受話器を置き、深み雪ゆきは小さく息をついた。

　講こう堂どうの玄関を入ったところにある公衆電話で、深雪は実家に連絡を入れていたのだ。

　実家といっても、深雪が家を出た今、住んでいるのは親代わりを務めてくれた伯母おば夫婦だけだ。

「真矢……一体、どこにいるのかしら」

　頰ほおに手を当て、深雪は三日前から家を出たきり戻っていない弟のことを考えていた。

　六つ年下の十六歳で、高校生だ。

　今まで連絡もなしに外泊をしたことなど一度もなかったので、どうしても心配になってしまう。

　両親が亡くなってからは、自分が母親になったつもりで面倒をみてきた。真矢のことはなんでも分かるつもりだった。

　しかし、家を出て行った理由が深雪にはさっぱり分からない。見当すらつかないのだ。

「もしかして、悪いお友達にそそのかされて……ううん、真矢に限ってそんなことはないわ。あの子は無口だけど、本当は優しい子だもの」

　弟が無事に帰ってくることを信じ、深雪は講堂を出て、ベンチに腰掛けた。

　ここで待っていて欲しいと、冬とう馬まに言われたのだ。

　帰り際、冬馬は思い出したようにテキストを貰もらいにゆくと言って、深雪にホットの缶コーヒーを一本買って渡すと、校内に戻って行ってしまった。

　追いかけようかとも思ったのだが、待てと言われた以上待つのも妻の務めと思い、おとなしく待つことにしたのだ。

　日も沈み、そろそろ冷え込みがきつくなってくる時間だ。

　渡されたコーヒーの缶を両手で握り締しめていると、体中にポカポカと熱が伝わっていくような気がする。待つ間寒くないようにとの冬馬のさりげない心遣いが、嬉うれしかった。

　白い息を吐いて、それをぼんやりと眺めて待っていた深雪は、ふとあることに気が付いた。

　人通りがなくなっているのだ。

　先程までは多くの学生が行き交っていたのに、ほんの一、二分の間に、深雪の視界内から人っ子一人いなくなってしまった。

　深み雪ゆきが不ふ審しんに思い、立ち上がった瞬しゆん間かん、

「この匂においは……」

　ほんの一瞬だが、冷たい殺意が冷たい空気に乗って、深雪の鼻孔に飛び込んで来たのだ。

「昨日の人とは違う……すごく、嫌な感じだった……」

　深雪が倒した高校生とは明らかに別人の、この殺気が狙ねらっているのは──。

「冬とう馬まさん！」

　深雪は駆かけ出し、講こう堂どうの中に飛び込んだ。

　冬馬の匂いまではさほど離れていない。おそらく三階のどこかのはずだ。

「行かせない」

　階段を駆け登ろうとした深雪の目の前に、大きな壁かべが立ちはだかった。

　身の丈二メートルはあろうかというスキンヘッドの大男が、両手を広げて深雪の行く手を阻んだのだ。

「どいて下さい！」

　声を張りあげた深雪だが、男はどこうとしない。まるで表情のない顔で丸太のような腕を振り上げると、

　ごうっ。轟ごう音おんを上げ、深雪に拳こぶしを振り下ろしてきた。巨岩のような拳が深雪の眼前に迫る。

　深雪は相手をキッと睨にらみつけ、そして──。




「えーっと、これかな」

　実習室の準備室の本棚で、冬馬は言われたテキストを探していた。

「あった、これだな」

　目当てのテキストを手に取り、冬馬は実習室へと戻った。

　小さな動物用の診察台が数台並んだだけの小さな教室だ。

「仁に科しな先生。これですよね」

「ええ、それです。すぐに見つかって良かった」

　実習室の本棚で同じようにテキストを探していたメガネをかけた白衣の男が、冬馬の許もとへやってきた。

　仁科冬ふゆ樹き。獣じゆう医い学部の助教授で、冬馬をここに呼び付けた男だ。しかし肝心のテキストをどこにしまったのか忘れたというので、二人で手分けして探していたのだ。

「じゃ先生。わざわざすいませんでした。俺おれ、急いでるんでこれで失礼します」

　テキストをカバンに突っ込み、軽く頭を下げて、深雪の許へ急ごうと背を向けると、

「ああ、月つき森もり君。背中に糸いと屑くずついてますよ。取ってあげますからじっとしていて下さい」

　仁科にそう言われ、冬馬は「すいません」と、背を向けたまま素直に姿勢を正した。

　こつこつと、仁に科しなが近づいてくる足音が、静かな実習室に響ひびき渡る。

　仁科の足音は、待っている冬とう馬まのすぐ後ろで止まった。

「ん？」

　訝いぶかしみ、首を巡らせた冬馬。

　その鼻っ柱に、どこからともなく飛んできたジュースの空き缶が命中した。

「いでっ！」

　ぱこん。と軽い音が響き、冬馬は大きくのけ反ぞった。

　ひゅっ。その鼻先ギリギリを、今度は目に留まらぬような速さで、なにかが通り過ぎた。

　ほんの一いつ瞬しゆん前まで、冬馬の頭があった場所だ。のけ反っていなければ、突き刺さっていただろう。

「な、なんなんだ!?」

　状況がさっぱりつかめない冬馬は、鼻っ柱を手で押さえながら、涙に滲にじんだ目を実習室全体に巡らせた。

「いいタイミングで邪じや魔ましてくれましたね」

　最初に冬馬が見たのは、右手にカラスの羽のようなものを持ち、舌打ちする仁科の姿だった。

　こめかみをひくつかせながら、口の端を吊つり上げている仁科。

　彼の視線の先には、黒髪の美女──静しず華かが立っていた。

「姉さん……じゃなくて姉様！」

　静華は髪をかき上げながら、仁科に冷たい眼まな差ざしを向けている。

　冬馬はようやく状況を理解した。

　自分は仁科に不意打ちをしかけられ、そして静華に救われたのだ。

──どうせなら俺おれにぶつけるんじゃなくて、あっちにぶつけてくれればいいのに。

　口に出すと命はないであろうツッコミを内心でしつつ、冬馬は自分を襲おそった襲しゆう撃げき者しやに目をやった。

　普段冬馬が知っている仁科とは、大分雰囲気が違う。青白い顔色は変わらないが、顔は残虐に歪ゆがみ、いつもの理知的な雰囲気は全くない。

　人殺しを楽しんでいる人間の顔だ、と冬馬は直感した。

「背後からの暗殺が成功した時が、一番気持ちいいんですが……あなたのおかげで台なしですよ。月つき森もり静華」

　仁科は、前かがみに深く姿勢を落とすと、手に持つ黒い鳥の羽の先をペロリとなめ、下げ卑びた笑いを浮かべた。

「あたしの知ったことじゃないね。それに今のあたしは、月森じゃなく都つ築づきなんだ」

　静華は冷たくあしらう。

「姉様、どうしてここに？」

　冬とう馬まの問いに、静しず華かは、

「そんなことはどうでもいい。早く下に行きな。深み雪ゆきちゃんが敵に襲おそわれてるよ」

　平然とした顔と口調で言った。

　そんな大事なことを平然とした顔で言える姉の性格に、一いつ瞬しゆん疑問を持った冬馬だが、そんなことを考えている場合ではない。

「ボサッと突っ立ってないでさっさと行け。おまえも男のはしくれなら、自分の女くらい、自分で守って見せろ」

「……分かった。任せたよ姉様！」

　一瞬ためらった冬馬だが、その場を姉に任せることにして実習室を飛び出した。

　静華への心配が無用であることを、冬馬は誰だれよりも知っている。なにがあっても必ず切り抜けてくれるはずだ。

　深雪の許もとへ一刻も早く駆かけつけようと、全速力で階段を駆け降りる冬馬だが、二階に差しかかった時、

「きゃっ!?」

　階段の踊り場で、なんと下から駆け上がってきた深雪と鉢合わせになったのだ。

「み、みゆ……」

「冬馬さん！」

　冬馬がまともに口を開くよりも早く、飛びついてきた深雪の細い両腕が、冬馬の体を強く抱き締しめた。

「うわあっ！」

　飛びつかれた冬馬はバランスを崩して、そのままその場に倒れてしまい、二人は階段の踊り場で倒れたまま抱き合う形となってしまった。

「良かった……無事で……冬馬さん」

　抱き付いたまま冬馬の胸に顔を埋め、深雪は「良かった」を繰くり返している。

　その目に涙が滲にじんでいることに気づき、冬馬は胸が熱くなる思いがした。

　緊きん張ちようで震ふるえる手で、冬馬は深雪の背中をそっと抱き締めた。

──うわ……軽いな……。

　こんな形とはいえ、冬馬にとって女性を抱き締めるのは初めての経験だ。

　不思議な温ぬくもりが全身に満ちてくる気がする。その温もりが女性特有のものなのか、それとも深雪だからこそ感じる温もりなのか、冬馬には分からなかった。ただ、

──離したくない。

　深雪を両腕に抱きながら、冬馬はそんな思いにかられていた。

　がしゃん。不意に上の階から聞こえてきた音に、冬馬の意識は現実に引き戻された。

　ガラスの割れる音だろう。姉が戦っているに違いない。

　名残惜しいと思いつつも、冬とう馬まは深み雪ゆきを引き離し、「君の方の敵は？」と聞いた。

　問われた深雪は、涙を手で拭ぬぐいながら、

「やっつけちゃいました」

　と、無邪気な笑顔を見せた。

「やっつけちゃったって……」

「はい。えいっ、って」

　深雪は手刀を振る真似まねをして、ぺろりと舌を出した。

　さすがに驚おどろいた冬馬だが、昨日の一件もある。恐らく本当に倒したのだろう。

「上で姉様が戦っている！　行こう！」

　深雪の無事に安心した冬馬は、深雪の手を取り、姉に加勢すべく駆かけ出した。

「姉様！」

　慌てて実習室に戻った冬馬と深雪だが、そこはもはや無人だった。ただ、窓ガラスが一枚派手に破られている。

　冬馬がそこから顔を出すと、この校舎の反対側にある校舎の屋上に、二つの人影が見えた。静しず華かと仁に科しなに間違いないだろう。

「さすがは姉様。あんな所まで跳べるなんて……って、感心してる場合じゃないな」

「急ぎましょう！　冬馬さん」

　冬馬は頷うなずき、二人は廊下に飛び出した。




　宵よい闇やみの空を木枯らしが容赦なく吹き抜けてゆく。

　ばさばさと暴れる髪を押さえ付けて、静華は白衣の男を睨にらみつけた。

「本格的な戦いは久しぶりね」

　結婚し『院いん』を抜けてからは、命のやりとりになるような戦いからは遠ざかってきた。しかしいざ敵を前にすると、自分が人じん狼ろう族ぞくであることを再認識してしまう。

「ふふっ。この高揚感は、悪くないわね」

「光栄ですよ、静華さん。あなたのような美しい方と戦えて」

　仁科は嬉うれしそうに舌なめずりをし、メガネを投げ捨てた。

　青白い顔に残虐な笑みを浮かべた殺人鬼の顔が、そこにある。

　仁科が立つ風上から流れてくるのは、血が腐ったような、鼻をつく悪臭だけだ。

「胸むな糞くそが悪くなるね。こいつの匂においは」

　顔を見ているだけで、吐き気がしてくる。

「くっくっくっ。あなたのその綺き麗れいな顔を見ているだけで、感じてきちゃいますよ」

　不自然に顔を歪ゆがめて笑う仁科の顔は、醜しゆう悪あくとしか言いようがない。

「美人の白い肌を引き裂くのは、たまらない快感です。赤ん坊の柔らかい首を捻ひねるのと同じくらいにねぇ」

「……ホントに悪あく趣しゆ味みな奴やつだね……」

　静しず華かはつまらなそうに髪を搔かき上げ、目の前の殺人鬼を睨にらみつけた。

「さあ、静華さん……私と一緒に、失楽園に参りましょうか」

「悪いがあたしは面食いなんだ」

　静華は鋭するどい動きで、右手を前に構えた。その手が、赤く燃える炎に包まれる。

　鋭く突き出された燃える静華の掌てのひらから、バレーボール大の炎の球が撃うち出され、仁に科しなを直ちよく撃げきして大きく弾はじけた。

　浅い夜の闇やみに赤い火の粉が映える。

　炎に包まれた仁科は、ゆっくりと膝ひざをついて崩れ落ち──。

　ごうっ。次の瞬しゆん間かん、静華の炎が一気に吹き散らされ、中から人影が姿を現した。否、正確に言えば人影ではない。

　全身を漆黒の羽毛で覆おおい、背中から同色の翼つばさを生やした人型の獣けもの。

「……やはりカラスか」

　姿を変えた敵を前に、静華は目を細めた。

　仁科冬ふゆ樹きは、上半身をカラスへと変身させたのだ。人じん狼ろう族ぞくと同じように。

　静華は思い出した。『院いん』が追っているヨゴレ者の一人に、女や乳幼児ばかりを狙ねらって手にかける快楽殺人者の鳥人がいるという話を、静しず馬まに聞いたことがある。
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　目の前の男に間違いないだろう。

　人じん狼ろう族ぞくのように『族』という言葉が当てはまらない程の少数ではあるが、人狼族以外にも月の輝かがやきを浴びて身を獣けものに変えることができる者がいるのだ。

「残念だなぁ、私はあの程度じゃ死なないなぁ」

　嘴くちばしの奥で仁に科しなはクルクルと喉のどを震ふるわせた。笑っているのだろう。

「我ら鳥人の羽にはぁ、極めて高いぃ、防御能力がぁ、あるのだぁ」

「鬱うつ陶とうしい喋しやべり方だ」

　静しず華かはやれやれと大きなため息をつき、

「まあいい。久しぶりに変身するのも悪くはないか」

　ゆっくりと両手を空に掲げた。

　空には既に月が姿を現している。ほんの僅わずかでも月が出ていれば、人狼族も鳥人も変身に差し支えはない。

　静華の全身が、まさに炎のような深紅の輝きを放ち、次の瞬しゆん間かん、身につけていたすべての衣服が破れ去った。

　静華は両腕を大きく広げ、空に向かって高らかに狼おおかみの咆ほう哮こうをあげた。すると、全身を包む赤い光が紅ぐ蓮れんの炎に変わり、炎に包まれた静華の姿は、みるみるうちに狼のそれへと変へん貌ぼうした。

　四本の足をコンクリートの地に据え付け、静華は変身を完了させた。

　そこにいるのは黒髪の美女ではない。全身が炎のような真っ赤な体毛に包まれた、一匹の美しい狼だ。

「ゆくぞぉ！　おおんんんなあああぁぁ！」

　地を蹴けり、仁科は宙へと身を躍おどらせる。そして、

「串くし刺ざしになりまくって死ねえぃ！」

　大きく広げられた羽から、百本はあろう黒い羽根を、まるで機関銃の弾丸のように撃うち出してきた。

　空を切り、迫る百本の羽根。

　しかし、それらの攻こう撃げきが当たるか否かのギリギリのところで、静華の姿はフッとかき消えた。

　標的を失った羽根が、ザクザクと空むなしくコンクリートに突き刺さる。

「消えただとぉ!?」

　仁科が驚おどろきの声をあげた。その刹せつ那な、

　ごばあっ。仁科の左の翼つばさが、鈍い爆ばく発はつ音おんとともに弾はじけて消えた。

「うがあああああっ！」

　恐慌の叫びをあげながら屋上に無様に墜つい落らくした仁科は、吹き飛ばされた傷口を押さえ、もがき苦しんでいる。傷口からは血が噴ふん水すいのように吹き出している。

　軽やかに着地した深紅の狼おおかみは、口元を小さく歪ゆがめた。冷笑を浮かべたのだ。

　仁に科しなの攻こう撃げきを目にも止まらないような速さでかわした静しず華かは、そのまま全身に炎を纏まとい、仁科の羽に体当たりをしたのだ。

　夜空には、静華が駆かけ抜けた赤い軌跡が残像として残っている。

「高い防御能力ってのはこの程度？　とんだ期待はずれね」

　静華の赤い尻尾しつぽが、まるで仁科をあざ笑うかのように揺れる。

「るううううっ！　黙だまれええいっ！」

　仁科は叫び声をあげながら、むやみやたらに両腕を振り回し始めた。まるでだだをこねる子供だ。

「無様ね。うちのチビどもだって、そんな無様にはダダこねないわよ」

　冷笑を浮かべたまま、静華が醜みにくい暗殺者にとどめを刺そうと一歩前足を踏み出した時、なにかが脇わき腹ばらに触れた。

　どむっ。次の瞬しゆん間かん、重く鈍い衝しよう撃げきが静華の脇腹を襲おそった。

　静華はすぐに状況を理解した。目には見えないなにかが、静華のすぐ脇で爆ばく発はつしたのだ。

「くあっ！」

　爆風に煽あおられ吹き飛ばされた静華は、近くのフェンスにしたたかに背中を強打してしまった。衝撃で一瞬、呼吸が止まる。

　咄とつ嗟さに体勢を立て直そうとするも、体が痺しびれてうまく動けず、立ち上がるのが精一杯だ。

「ち……油断したか……」

　歯を食いしばる静華の脇腹からは、ポタポタと血がしたたり落ちている。

「ふあはははっ！　どうだぁ、不可視の空気爆弾、エアロブレイクのお味はぁ!?」

　傷を押さえたまま立ち上がり、仁科は高笑いをあげた。

「無味無臭ぅ！　無色透明ぃ！　威力絶大ぃ！　人じん狼ろう族ぞく自慢の鼻も、感知不能さぁぁ！」

　完全な静華の油断だった。あの目茶苦茶な動きは、攻撃のためのカモフラージュだったのだ。

「やっぱり、現役退くとカンが鈍るね……」

「さあぁ！　もう一発くらえよおおっ！」

　仁科が嬉き々きとして、腕を突き出した。

　その場は危険と踏み、静華は咄嗟に上に飛んだが──

　どがあっ。ほんの今までいた場所が、大きな爆圧で弾はじけ飛んだ。

　直撃こそ避さけたものの、爆風を浴びて、受け身もとれず地面に叩たたきつけられてしまった。

　仁科が言ったとおり、肉眼ではまるで見えず、匂においすら全く感じられなかった。

　必死に立ち上がるが、足がおぼつかずうまく立つことすらままならない。内臓へのダメージもあるらしく、喉のどの奥から血の泡が溢あふれてきた。

　あと一撃食らえば、たとえ直撃でなくとももう立ち上がることはできないだろう。

　仁に科しなの空気爆ばく弾だんは限りなく回かい避ひ困難な技だ。ならばどうするか。答えは一つ。

──撃うたれる前に決める！

　静しず華かは全身の力を振り絞り、一度大きく深呼吸して、無理やり呼吸を整えた。

「……ふふっ。カラスってのは、焼いても不味まずそうよね」

「はっ！　減らず口を叩たたくなぁ！」

　静華の言葉を一いつ蹴しゆうし、仁科は三度腕を突き出そうと身構えた。

　その瞬しゆん間かんを見逃さず、静華はカッと目を見開いた。刹せつ那な、仁科のすぐ背後で爆発が起こった。

「ぐおうあっ！」

　まともに背中に爆圧を浴び、仁科はたまらず倒れ臥ふした。

　仁科の背後でくすぶっていた微かすかな火の粉を操り、膨ぼう張ちようさせ、爆発させたのだ。

　物質を発火させたり火球を飛ばしたりするだけが、静華の能力ではない。視界内であれば、そこに存在する炎を自在に操ることもできるのだ。

　無防備に爆発を浴びた仁科は、倒れ臥したまま呻うめいている。

「まったく、お互いに油断してるんじゃ、世話ないわね」

　静華は目に自じ嘲ちようめいた色を浮かべると、天に向かって大きく首を反らし、

「ハウル・オブ・ヒート」

　厳おごそかに呟つぶやいた後、倒れ悶もだえる仁科に向け、裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こうをあげた。

　なにか攻こう撃げきが来ると察し、咄とつ嗟さに仁科は残った右の翼つばさで体を覆おおい、身構えた。しかしなにも起こらない。

「は、ははっ。どうした。なにも起こらないぞっ！」

　あざ笑う仁科だが、静華の攻撃はすでに完了している。

　この時点で、仁科はすでに敗北しているのだ。

　静華が咆哮をあげて後、約十秒後、

「うぐわっ!?　な、なんだ！　か、体が、熱いっ!?」

　全身を焼くような熱さが、突如仁科に襲おそいかかった。

「うっ……ぐっ……があああっ！」

　もがき苦しむ仁科を襲った突然の熱は、瞬またたく間にその温度を上げてゆく。

　やがて羽と肉が焼ける悪臭とともに、白い煙が仁科の体から立ちのぼり始めた。

　目には見えない熱気を浴び、仁科の足元のコンクリートも、ずぶずぶと音を立てて煮沸している。

「あたしが唯一名前を付けた技……ハウル・オブ・ヒート……咆哮で空気中の分子を爆発的に振動させ、発生した熱で目標の周囲を超高熱にした後──」

　ゆっくりと喋しやべる、静華の言葉の途中で、

「うるぎゃああああっ！」

　全身の至るところから発火が起こり、絶叫をあげて仁に科しなは炎に包まれた。

「──発火させる」

　静しず華かがその言葉を言い終えるとほぼ同時に、仁科の体は燃え尽き、灰となって真冬の空に散華した。

　仁科の最期を見届けた静華は、大きく息を吐き、

「やれやれ、今日はチビどもに晩飯作ってやれそうにないな……」

　力尽きたようにその場に倒れ、ゆっくりと目を閉じた。

　脇わき腹ばらから、容赦なく血が溢あふれ出る。

　薄うすれてゆく意識の中、自分の名を呼ぶ二つの声が、ひどくやかましく静華の耳に響ひびき渡った。




　薄暗い路地裏で、柚ゆず本もと真ま矢やは一人、膝ひざを抱え込んで座っていた。

　料理屋の裏口にあたる場所らしく、生ゴミが一杯に詰め込まれたポリバケツが、真矢のまわりに置いてある。

　繁はん華か街がいの夜だ。路地の向こうから聞こえてくる行き交う人々の雑踏が、真矢の耳にやかましく響き、ポリバケツから漂う悪臭が鼻をつく。

「姉さん……」

　目に涙を滲にじませた真矢は、膝を深く抱え込んでそこに顔を埋めた。
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　嗚お咽えつが漏れる。すすり泣きながら、真矢はずっと昔のことを思い出していた。

　両親が死に、四歳だった真矢は、寂しさから毎日のように庭の物置の中で泣いていた。今と同じように膝を抱えて。

　そんな時は、決まって姉である深み雪ゆきが自分を見つけて慰なぐさめてくれた。

　優しく頭を撫なでてくれた。それでも真矢が泣き止やまない時は、元気が出るようにと明るい歌を歌ってくれた。

「お姉ちゃんは、パパやママみたいにどこにも行かないよね？　僕を一人にしないよね？　ずっと一緒にいてくれるよね？」

　鼻をすすりながら、真矢が訊きくと、

「うん。真矢はたった一人の弟だもの。お姉ちゃんはどこにも行かない。ずっと真矢の側そばにいてあげる」

　深雪は必ず、優しい声でそう言ってくれた。

　真矢はずっとその言葉を信じ続けてきた。深雪だけを信じ続けてきた。

　なのに──

　深雪は、自分の側を離れ、自分の見知らぬ男と一緒に暮らすと言い出したのだ。

「ツキモリトウマ」

　それが深み雪ゆきを──真ま矢やにとっての最愛の人を奪った男の名だ。

　結婚の話を聞いた時、真矢は深雪が自分を裏切ったと感じた。けれどいずれこんな日が必ず来るということを、真矢は知っていた。

　自分は深雪にとっては弟でしかないのだ。深雪が他ほかの男と一緒になることで幸せになるのなら、それでいいのだと、真矢は自分を納得させようとした。

　しかし真矢の感情は、その理屈をすんなりとは受け入れてはくれなかった。

　そんな時、あの男が真矢の目の前に現れたのだ。

　真矢が自宅の庭で、夜風に当たりながら新月を仰いでいた時、御み堂どう巽たつみは、気配のかけらも感じさせずいつの間にか真矢の前に立っていた。

　突然のことに真矢が言葉を失っていると、御堂巽は赤い鞘さやに収まった一本の長剣を差し出し、こう言ったのだ。

「この剣をつかめ。それで姉はおまえのものだ」と──

　危険だ。逃げなければ。頭の中ではそう思ったはずなのに、なのに真矢はまるでなにかに操られたかのように、差し出された剣をつかみ取ってしまったのだ。

　そしてすべてが狂い始めた。

　あの剣を手にした時から、一体どれだけの時間がたったのか、分からない。

　思考が朧おぼろげだ。

　自分が自分でないような感覚が付きまとって離れない。

　なにかが心の中で蠢うごめいている。自分ではないなにか黒いものが。

　ただ剣を身につけていれば、気持ちが楽になる。意識が遠のきなにも感じなくなるのだ。しかし剣を手にする度に、心の中で蠢く黒いものが、確実に大きくなっている。

　逃げなければ。そう思うのに、剣を手放すと不安に押し潰つぶされそうになる。

　今も剣は、すぐ横に立て掛けてある。

　手放してから、ほんの二、三分もたっていないというのに、体が震ふるえてきた。

「助けて……助けてよ姉さん……怖いよ……僕が、僕でなくなっちゃうよ……」

　肩を抱いて身を震わせながら、真ま矢やは深み雪ゆきのことを思った。

　深雪の笑顔と優しい声を思い出し、昔歌ってくれた歌を震える声で口ずさんだ。

　それでも不安は消えなかった。

「助けて……助けて……」

　激しく震える手で、真矢は、壁かべに立て掛けられた剣に手を伸ばした。




　雲のない夜空には星と月とが鮮せん明めいに輝かがやき、冷えた空気が二人を包んでいる。

　人ひと気けのない夜道を、無言で歩いていた冬とう馬まと深雪。

「真矢……？」

　ふと、深雪が聞き覚えのない名前を呟つぶやいて、後ろを振り返った。

「どうしたの？」

　声をかけると、深雪は「いえ。気のせいみたいです」と向き直った。

「静しず華かさん……大丈夫でしょうか……」

「大丈夫だって。君が傷を塞ふさいでくれたし、それに姉さんはタフだから」

　不安そうな深雪を気遣い、冬馬は努めて明るい口調で言った。

　あの後、気絶していた静華の傷を、ホワイトウルフの女性だけが使える能力『ヒーリング』を使って深雪が必死に治ち療りようしてくれた。

　ヒーリングとは、相手の傷口をなめることによって、治ち癒ゆの力を送り込むという能力のことだ。精神を癒いやす『マインドヒール』という能力もある。

　しばらくして意識を取り戻した静華は、狼おおかみの姿のまま一人で帰って行った。送ろうかとも言ったのだが、「お前如ごときに心配されるほど落ちぶれちゃいないよ」と、拒否されてしまったのだ。

「まあ、あれだけ減らず口が叩たたけるんなら平気だろう」

　意地っ張りな姉の姿を思い出すと、どうしても苦笑いが浮かんでしまう。

「でも、静華さん、優しい方ですね」

「え？」

「だって、冬とう馬まさんのこと心配して、大学まで様子を見に来てくれていたんですもの」

　言われて冬馬は初めて気が付いた。確かに、静しず華かが現れたタイミングはあまりにも良すぎる。深み雪ゆきが言うとおり、冬馬を案じて見守っていてくれたと考えるのが自然だろう。

「……情けないよな……俺おれって……」

　立ち止まって呟つぶやくと、深雪が前に回り込み、「どうしてですか？」と冬馬の顔をのぞき込んだ。

「昨日は君に、今日は姉さんに……守ってもらってばっかりだ。もっと俺が……」

　冬馬の言葉を遮るように、深雪は人差し指を冬馬の口に当て、首を横に振った。

「そんな風に考えたら、ダメです」

「でも」

　もっと自分がしっかりしていれば、姉は傷つくこともなく、父も深雪を送り込んだりはしなかったはずだ。

　そう考えると、どうしても自分が惨みじめな男に思えてしまう。

　そんな冬馬の気持ちを見抜いたのか、深雪は労いたわるような、優しい声音で言った。

「静華さんもお義父とう様も、そしてわたしも、みんなあなたのことが大好きなんです。だから守りたいと思うんです。だからそのために傷ついたとしたって平気だと思えるんです。それに冬馬さん、前に言ったじゃないですか」

「え？」

「自分が悲しい顔をしていたら、天国のお義母かあ様が悲しむって。だから笑ってなきゃいけないんだって」

　深雪は微笑ほほえみ、両手で冬馬の頰ほおに優しく触れた。

「俺……いつそんなこと、君に……？」

「ずっと前です。十二年前……」

「？」

「分かりました。思い出させてあげます」

　深雪はそう言うと、両手を冬馬の頰から離し──。

　ごつっ。いきなり冬馬の額ひたいを、拳こぶしで殴りつけた。

「え、え、え!?」

　なにがなにやらさっぱり分からない冬馬は、額をさすりながら深雪を見た。すると深雪は、再び冬馬の頰を両手で押さえ、

「あんたあたしのことを守るって言ったんだからね。責任、ちゃんと取りなさいよ。男なんだから！」

　普段とは違う、いかにも気の強そうなかん高い声で言った。

　いきなりの深雪の変へん貌ぼうに、啞あ然ぜんと立ち尽くしてしまう冬馬。

「わたし、約束しました」

　そう言った深み雪ゆきの声は、いつもの優しい声音に戻っていた。

「冬とう馬まさんはわたしを好きになってくれるって。だからわたしも約束しました。わたしも冬馬さんを好きになるって」

「え……あ、ああーっ!?」

　そこまで言われて、冬馬はようやく思い出した。十二年前、誰だれかの葬式で、見知らぬ女の子とファーストキスをしたことを。

　思い出したというのは間違いかもしれない。記き憶おくにはちゃんと残っていた。ただ相手が深雪だとは、微み塵じんも思っていなかったのだ。

「で、で、でもっ、あ、あれはっ、子供がい、勢いで言ったことで……ま、まさか、あ、あれをほ、本気に……」

　頭がすっかり混乱してしまい、もう自分自身なにを言いたいのか、さっぱり分からなくなってしまった。

「言い訳は良くないです。わたし、ファーストキスも冬馬さんにあげちゃいました。だから、ちゃんと責任取ってもらわないと困ります」

「え、あ、あ……」

　言葉がさっぱり出ない上に、額からどんどん汗が吹き出してくる。

　そんな慌てふためく冬馬の顔を見ながら、深雪はくすくす笑い出した。

「心配しないで下さい。冗談ですから」

　冗談と言われ、一いつ瞬しゆん胸を撫なで下ろした冬馬だが、よく考えると実際深雪はこうして、自分の所に『いきなり奥様』としてやって来ているのだ。まったく冗談になどなっていないではないか。

　なにはともあれ落ち着こうと、冬馬は何度も深呼吸し、額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「でもわたし、あなたと初めて会ったあの時から、ずっと『つきもりとうま』という男の子のことが忘れられなかったんです。とても印象に残っていましたから……」

「……」

「そしてお義父とう様から、結婚の話を頂いて……」

　その話を聞くと、どうしても頭が痛くなってしまう。

　深雪が言うには、柚ゆず本もとの家は、深雪の両親のことで月つき森もりに世話になっており、無む下げに月森の誘いを断ることはできなかったのだという。

　それでは脅迫ではないかと、冬馬は父のことをますます軽けい蔑べつした。

「最初は、とりあえず会ってみて、冬馬さんのことが少しでも嫌だったら、すぐに出て行ってもいいって言われたんです。それに最初は不安でした。わたしの中の『つきもりとうま』は、いつまでもあの日の小さな男の子のままだったんです。わたしを守ると言ってくれた、あの日のまま……だから、今の冬とう馬まさんがどんな人かなんて、全然想像もつかなかった……けど……」

　深み雪ゆきは目を細めて、月を見上げた。

「机で眠るあなたの寝顔を見て、ああ昔のままなんだなって、思いました。優しい匂においのする人だなって、思いました。そしたら、不安なんて、どこかに吹き飛んじゃって」

　月夜を見上げる深雪の姿は、神秘的で美しかった。まるで月の女神がそのまま目の前に降りてきたような、そんな錯さつ覚かくさえ受けてしまう。

　ぼんやりと見とれている冬馬の前で、月の女神は顔一杯に微笑ほほえみを浮かべた。

「わたし、冬馬さんの優しい匂いが大好きです。あなたの匂いの側そばにずっといたいなって思います」

「深雪さん……」

　不思議な気持ちだった。深雪の顔を見ているだけで、胸が張り裂けそうな程にドキドキするのに、同時に、落ち着いた安らかな気持ちになれるのだ。

「お義父とうさまから、全部話は聞きました。お義母かあ様のことも。冬馬さんを狙ねらっている敵のことも……」

「……」

「それにお義父さまはおっしゃいました。冬馬さんの背負った運命は、とても重くてきっと一人じゃ背負いきれないから……だからわたしに、支えてあげて欲しいって……」

「ごめん……」

　冬馬は項うな垂だれ、消え入るような声で言った。それしか言葉が出て来なかった。

「謝あやまらないで……だって、わたしは今、心から思っているんですもの……冬馬さんの運命を分けて欲しいって……あなたが少しでも苦しまなくていいようにって……」

　深雪の言葉と声は、まるで春の太陽のように暖かく、冬馬の胸に染み込んできた。

「君の気持ちと言葉、ものすごく嬉うれしい……でもやっぱり、君を巻き込むわけにはいかない……」

　震ふるえる拳こぶしを握り締しめ、呻うめくように冬馬は言った。

「もし、君まで母さんのように……」

「それ以上、言わないで……」

　甘く、囁ささやくような深雪の声が、冬馬の言葉を遮り、そして柔らかな唇が冬馬の口をそっと塞ふさいだ。

　暖かい唇だった。自分の心に、深雪が直接触れたような、そんな気がした。

　どのくらいの時が流れたのだろう。五秒か、あるいは一分か、冬馬にはよく分からなかった。

　やがて深雪はゆっくりと唇を離し、「帰りましょう」と、いつものように微笑んだ。

「あ、ああ」

　冬とう馬まは頷うなずき、二人は並んで人ひと気けのない夜道を歩き出した。

　まだ唇には、深雪の唇の感触が鮮せん明めいに残っている。いつもなら真っ赤に赤面してしまう冬馬だが、なぜか今だけは、とても自然な気持ちでいられた。

「あの、冬馬さん……？」

　しばらく歩いたところで、深み雪ゆきが、

「腕を組んでもいいですか？」

　と、少しうつむき加減で、冬馬のジャンパーの袖そでを引っ張った。

「え、ああ……構わないよ」

　冬馬が答えると、深雪は嬉うれしそうに冬馬の腕に自分の腕をからめ、二人は再び並んで歩き出した。

──ん？　二人で同じ家に帰るってことは、彼女はまた家に泊まるってことだよな？

　ふと、そんな考えが浮かんだ。とたん、冬馬の顔は灼しやく熱ねつの色に染まった。

──想像するな想像するな想像するな。

　湧わき上がってくる雑念を振り払おうと、冬馬は必死に自分にマインドコントロールをかけた。

　そんな冬馬の思いを知ってか知らずか、

「ね、冬馬さん。帰ったら、あったかいおでん作りますから、いっぱい食べて下さいね。ちくわぶたくさん入れちゃいますから」

　深雪は楽しそうに冬馬の腕を引っ張り、自己マインドコントロール不完全状態の冬馬は、真っ赤な顔のままこくこくと何度も頷いた。

　腕を組んだまま歩く二人の頭上には、澄すみ切った満天の星空が、どこまでも果てしなく広がっていた。













　　　　第三章　そして、満ちる月







　重く冷たい空気が空間を支配していた。

　町外れにある廃棄されたラブホテルの地下駐ちゆう車しや場じよう。

　数年前に廃棄されたにもかかわらず、未いまだに電気が送られているらしく、生き残った電灯が地下を薄うすく照らしている。

　御み堂どう巽たつみは女を無造作に放り捨てると、口の端に流れる血を親指で拭ぬぐい取った。

『食事』は完了した。捨てられた女の首筋には、小さな二つの穴が開いている。

　女は繁はん華か街がいをうろついていた女子高生。軽く誘っただけでなんの抵抗もなくここまで付いてきた。

　体の奥底から、熱い力の流れが湧わき起こってくるのを感じる。魔ま力りよくはほぼ完全に回復したといっていいだろう。

「いよいよ明日か……明日には、すべてが終わる……」

　巽は、右の掌てのひらに小さな青白い光の球を作り出すと、それを握り潰つぶした。光は粒子となってあたりに飛び散った。

　十日前の前ぜん哨しよう戦せんはゲームとしては楽しめた。月つき森もり冬とう馬まの通う大学に人払いの術をかけ、仁に科しなと熊くま坂さかをけしかけた。

　仁科は月森の長女に倒され、同行した熊坂に至っては変身する間もなく倒されていた。

　未だ出番を与えていない真ま矢やだが、彼は確実に『完成』に近づきつつある。最強の手て駒ごまとして出番を与える時も、すぐにやって来るだろう。

　鷹たか秋あきにもはっぱをかけておいた。直情型のあの少年なら、きっと今夜にでも月森冬馬を再び襲しゆう撃げきするだろう。とはいえ鷹秋に勝ちを期待しているわけではない。

　予想されていた『院いん』からの刺客は、まったく送られてはこなかった。そうなれば、『院』の刺客との戦いのために用意した手下たちは、『剣』を与えてやった真矢を除き、皆月森のかませ犬としてしか使えない。真の復ふく讐しゆうは自らの手で成さねば意味がないのだ。

　巽は女の亡なき骸がらをそのままに、外へと足を運んだ。

　入り口の横手に、ひび割れた壁かべに腕を組んで寄りかかる真矢の姿があった。

　他ほかに人の気配はまったくない。凍いてつく風が、巽の頰ほおを凪なぐ。

「調子はどうだ。真矢？」

　声をかけると、それまで空を仰いでいた真矢は、無言で巽の方を一いち瞥べつして、再び空に視線を戻した。

　巽たつみは薄うすく笑った。

　真ま矢やの目の色が、巽の思うとおりに変化していたからだ。

　真矢の目の色は、血よりも深い緋ひ色いろに変化していた。

　与えてやった魔ま剣けん・緋ひ燕えんの力が、確実に真矢の心身に浸透している証あかしだ。

　今も真矢の腰に下げられている魔剣・緋燕は、かつて巽が禁忌の秘術を用い造り上げたものだ。

　緋燕に込められた魔力とは、使い手の心の中にある強い野望、願望を、力に変えるというものだ。

　野望や願望が強ければ強いほど、緋燕は使い手に力を与える。

　しかし使い手の精神が未熟、もしくは脆ぜい弱じやくであれば、使い手は自らの願望が生み出した緋燕の力に耐え切れず、自我を狂わされてしまう。

　本来巽は、この魔剣を自らの武器として造った。しかし巽の魔力に緋燕が耐え切れず、刀身にヒビが入り始めたために、巽はこの魔剣を自分の手で使うことを諦あきらめ、別の使い方をするようになった。

　自在に操ることができ、かつ強力な私兵を作る。それが緋燕の新たな使い道だった。

　十二年前相そう馬まと戦った時も、一人の人じん狼ろう族ぞくを緋燕の虜とりこにし、相馬にけしかけた。

　かつてと同じように、巽は、真矢を緋燕によって最強の私兵として仕立て上げようとしているのだ。

　戦士としての高い資質と、なんらかの強い願望を持ち、かつ脆もろい精神の持ち主であること。

　それが緋燕を与えるに最も好都合な条件だ。その条件をすべて満たしていたのが、真矢だった。

　巽が目をつけた真矢が、十二年前に緋燕を与えた男の息子だということは、皮肉な運命としか言いようがない。

「さっさと僕に出番を与えろよ。あんたがくれた剣が、人の肉を斬きりたいって喚わめいてる」

　夜空を仰いだまま、巽の方を向くことなく真矢が言った。

　先日までの機械的な口調ではない。自信と冷たい悪意に満ちた、確固とした意志を感じさせる口調だ。

　真矢は、『完成』したのだ。

「頼もしいな。が、ものには順序がある。今はまだ血に飢えておけ」

「ふん」

　つまらなそうに顔を歪ゆがめると、真矢は巽に背を向け、その場を去った。

　真矢の姿が見えなくなると、巽は軽く前髪をかき上げ、月の輝かがやく空へと目を移した。

「奈な津つ美み……明日だ。明日の満月に、相馬への復ふく讐しゆうを終わらせる。そして、俺おれもおまえの側そばへゆくよ……もう、寂しい思いはさせない……暖かく迎えてくれ」

　巽たつみは空を見上げたまま、穏おだやかな口調で姿なきかつての恋人に語りかけた。

「すべては明日。が、その前に……」

　夜のうちにもう一つ仕事がある。

　巽は、喉のどの奥で忍び笑いを漏らしながらマントを翻ひるがえし、その場から姿を消した。

　凍える夜空に輝かがやく金色の月は、真円を描きつつあった。




「満月は嫌いだな」

　ぼんやりと夜空を仰ぎながら、冬とう馬まはそんなことを考えていた。明日にはおそらく見事な満月を迎えるだろう。

　満月を見ると、どうしても十二年前のあの日の記き憶おくが甦よみがえってきてしまう。

　母の死の記憶──母を殺した記憶──。

　十二年たった今でも、思い出すと胸が激しく痛む。自分が嫌になり、この世のすべてが嫌になる。

「……さっさと帰ろう」

　白い息を一つ吐き、冬馬は再び家路を目指して歩き出した。

　空き地と空き家が続く、人ひと気けのない寂しい裏道だ。

　昨日で無事試験も終わり、今日からは試験休みで大学は行っていない。今は、深み雪ゆきに牛乳を買って来て欲しいと頼まれたので、コンビニに行って来た帰りだ。

「クリームシチュー作ってたんですけど、牛乳切らしてたのを忘れてたんです。でも今、煮込みで手が離せなくて……」

　そう言ってウサギ柄のエプロン姿でおじぎをする深雪の姿を思い出すと、自然と苦笑いが出てしまう。

　深雪との共同生活が始まって、十日が過ぎた。あれ以来、敵もなりを潜ひそめている。とはいえ危険な状態には変わりはない。しかし冬馬は、深雪に、もう自分から離れた方がいいとは言っていない。

　それは冬馬自身が、深雪に側そばにいて欲しいと思うようになっていたからだ。

　しかし、深雪のような美人に側にいてもらえるというのは、はたから見れば至極幸せに見えるだろうが、当事者である冬馬本人から言わせれば、いいことばかりではない。

「……きっと今夜も眠れないんだろうな……」

　思うと大きなあくびが出てきた。深雪と同居を始めてから、ずっと寝不足だ。

　同じ屋根の下に若い女性がいれば、冬馬も健全な二十歳の青年だ。よからぬことの一つや二つや三つや四つは考えてしまう。結果毎日もんもんとした夜を過ごしているのだ。

　夜中に屋根に昇って、遠とお吠ぼえしたくなる時もある。

　思い切って──とも考えたのだが、どうしてもできなかった。

「うーっ、俺おれって心底根性なしだよなあ」

　自分が情けなくなり、ため息が出てしまう。今朝けさもそのことで、兄・静しず馬まに言われてしまったのだ。

　話は今朝にさかのぼる。

　寝ね癖ぐせのついた髪をいじくりながら階段を降りていた冬とう馬まの耳に、キッチンから深み雪ゆきと誰だれかが談笑している声が聞こえてきた。

「あ、兄貴!?」

　慌ててキッチンへ向かうと、テーブルについて深雪と世間話で談笑しながらお茶を啜すすっている、兄・静馬の姿があった。

「あ、おはようございます冬馬さん。早く席についてくださいね。すぐに朝食お持ちしますから」

　冬馬の姿を見つけた深雪は、笑顔で挨あい拶さつを送るとすぐにキッチンに立った。

「やあ冬馬」

　静馬は笑顔ではたはたと手を振って、冬馬を迎えた。

「兄貴、なんでこんな朝早くにここに？」

　冬馬が問うと、静馬は笑顔のままおもむろに立ち上がり、つかつかと冬馬の許もとに歩み寄って──。

　ばちこっ。痛烈なデコピンを撃うち込んできたのだ。それも眉み間けんにではなくこめかみに。

「あうっ！」

　脳が揺さぶられるような痛みに、冬馬がうずくまって悶もだえていると、

「おまえはいつから私を兄貴呼ばわり出来る程出世したんです？　いつも言っているでしょう。姉様のように様付けで呼べとはいいません。しかしせめてさん付けで呼びなさいと」

　うずくまる冬馬の背中に、容赦のない蹴けりの嵐あらしが加えられた。

「あああっ！　ご、ごめん兄さんっ！」

　半泣きで謝あやまる冬馬だが、静馬の手、もとい足は止まらない。

　深雪に助けを請こおうとしたが、この暴行も兄弟の愛情表現の一つとでも思っているのか、深雪はくすくす笑いながらこちらを見ているだけだ。

　ややあってようやく解放された冬馬は、席につき、深雪が入れてくれたコーヒーを飲みながら、憮ぶ然ぜんと兄の顔を見た。

「で、結局、なにしに来たんだよ」

「なにって、深雪さんの手料理を食べにね。ちょうど朝ごはん時だと思って、出社前に寄ったわけです。通り道ですしね」

「ふーん……」

　冬馬は訝いぶかしむように兄を見た。この兄は、いつもにこにこしてはいるが、ひどく食えない男で、弟である冬とう馬まですらなにを考えているのかさっぱり分からない。

　静しず馬まはしきりに深み雪ゆきに向かって、料理を褒ほめている。対する深雪も褒められて嬉うれしいらしく、挙あげ句くの果てに、「よろしかったいつでもお食事に来てくださいね」とまで言い出す始末だ。

──冗談じゃない。

　冬馬が内心で舌を出していると、刺すような視線で静馬に睨にらみつけられてしまった。

　この急激な表情の変化が怖いのだ。

　冬馬が蛇に睨まれた蛙かえるのようになっていると、突然深雪が「あ、いけない、今日燃えるゴミの日でした！」と、慌てて出て行ってしまった。

　冬馬は静馬と二人っきりにされてしまった。妙な沈ちん黙もくが流れる。空気が冷たい。

「──で、彼女は処女でしたか？」

　がしゃん。唐突に沈黙を破った静馬の一言に、冬馬は景気よく椅い子すごと引っ繰くり返った。

「な、なっ、なあっ!?」

　なんとか起き上がった冬馬だが、何を言っていいのか分からず、無意味に口をぱくぱくさせてしまった。それを眺めていた静馬は、

「アホな金魚みたいですね」

　と、ひどく冷めた口調で言った。

「その調子じゃあまだみたいですね。いけませんよ、若い健康な男女が一つ屋根の下にいてなにもないってのは。さっさとやっちゃいなさい」

「お、大きなお世話だ！」

　顔を真っ赤にして怒鳴る冬馬だが、

「まったく生き真ま面じ目めというか、根性なしというか……あんな可愛かわいいお嬢じようさんと一緒にいられて、なにもしないってのは、むしろそっちの方が罪です」

　静馬にはまったくのれんに腕押しだ。

「ふむ。まあいいですけどね。とりあえず今日はこれで。深雪さんにまたごちそうになりに来ますと言っておいて下さい」

　静馬は平然とした顔のまま立ち上がると、椅子にかけてあった黒のロングコートを着込み、最後に一言、

「ちゃんと守れよ」

　そう言い残し、去って行った。背中を向けていたので表情は分からなかったが、いつもと雰囲気の違う口調がひどく印象に残っている。

「うーん」

　兄の最後の言葉を思い返しながら、冬馬は一人夜道で唸うなっていた。

──兄貴がああいうことを言うなんてなあ。

　二十年の付き合いをもってしても、静馬を理解することはできていない。人間を理解するというものは難しいものだと、冬とう馬まがうつむきながら哲学にふけっていると、地面に長い影が伸びているのが見えた。

　影をたどって顔を上げると、そこには、灰色のブレザーを着た青年が立っていた。

　しばらく前に襲おそってきて深み雪ゆきに倒された、たしか南なん原ばら鷹たか秋あきという高校生だ。

「久しぶりだな。月つき森もり冬馬」

　冬馬は応こたえず、じっと相手を凝ぎよう視しした。以前と風ふう貌ぼうは全く変わっていないが、雰囲気が違った。

　重く、冷たい風を纏まとっているような、そんな雰囲気だ。

「今日は逃がさねえ。わざわざあんた一人の時を狙ねらってやったんだ。今度は相手してもらうぜ」

　鷹秋は、低く落ち着いた声で言った。

「どうして俺おれを狙う？　君も御み堂どう巽たつみの仲間なのか？」

　冬馬が問うと、鷹秋は一いつ瞬しゆん眉まゆを動かし、うつむいた。歯を食いしばって、こみ上げてくるなにかをこらえているように見える。

　ややあって顔を上げた鷹秋の目には、恐ろしい程の『覚悟』が宿っていた。

「……もう俺には後がねえ。今日ここであんたを殺さねえと、睦むつ美みが殺される。だから、あんたとあんたの女には悪いが、ここで死んでもらわなきゃなんねえんだ！」

　言うと、鷹秋は冬馬に向かって突進してきた。

「あんたが変身できねえのは知ってる！　卑ひ怯きようと罵ののしってもらってもいい！　俺も殺されたって文句は言わねえ！　だからあんたも全力でこい！」

　走りながらも、鷹秋は咆ほう哮こうをあげた。

　すべての上着が吹き飛び、鷹秋は上半身を狼おおかみへと変へん貌ぼうさせた。くすんだ灰色の体毛に覆おおわれた灰色狼グレイウルフに──。

　冬馬は咄とつ嗟さに横っ跳びし、鷹秋が突き出した拳こぶしをかろうじて避さけた。しかし間髪入れずに横なぎの鈎かぎ爪づめが繰くり出される。

　冬馬は手に持っていたコンビニの袋で、その手を弾はじいた。袋と中の牛乳パックが引き裂かれ、白い液体が宙に四散した。

「ああ、せっかく買った牛乳が……」

　これではシチューが完成しないではないかと内心で思いながらも、冬馬は飛び散る牛乳を身をよじって避けた。

　冬馬の意志に関係なく、戦いは幕を開けてしまった。

　しかし、どうも相手は敵らしくない。相変わらず『悪意』は全く匂におわないのだ。

　感じるのは、深い悲しみと、言い表せない怒りと、そして自己嫌悪。その三つの感情だけは、人じん狼ろう族ぞくとしては鼻の悪い冬馬にもはっきりと感じ取れた。

──さっきの睦むつ美みって、女の子の名前なのか？　その子が助かるとかどうとか……。

　なにか事情があることは分かった。しかし、冬とう馬まが相談に乗ると言っても、相手は聞く耳を持つ雰囲気ではない。

「かといって、みすみす殺されるわけにはいかないんだ！」

　冬馬の脳裏を、深み雪ゆきの顔がよぎった。

「冬馬さん。鮭さけの入ったクリームシチューがお好きなんですってね。静しず馬まさんに聞きました。今夜作りますから、楽しみにしてて下さいね」

　夕方の買い物に行く前に、深雪が楽しそうに言った言葉だ。

　こんな緊きん迫ぱくした状況だというのに、なぜか深雪の顔と声を思い出すと、自然と笑みがこぼれてしまう。それが不思議だった。

──戦うんだ！

　冬馬は戦いを決意した。戦いは嫌いだ。しかし今の冬馬には、帰りを待っていてくれる人がいる。だから帰らねばならない。

「おおおっ！」

　気迫の声を上げた冬馬の両の瞳ひとみが、眩まばゆい金色の光を放った。




　戦いなどしたくはなかった。

　戦いそのものは嫌いではない。ただ戦意を持たない相手と戦うなど、鷹たか秋あきにとっては苦痛でしかない。

──この男を倒せば、あの女が悲しむよな。

　あの日以来、鷹秋はよく深雪のことを思い出していた。不思議と彼女のことを思い出すと、現実での様々な苦痛がやわらぐのだ。

　しかし、例え彼女を悲しませることだとしても、鷹秋はもう止まれないのだ。

　すべてはたった一人の妹のために。

「無用な者は必要ない。次に失敗すれば、代だい償しようはお前の妹の命で払ってもらう。病院の費用も馬ば鹿かになるまい？　ちょうどいいだろう、安楽死と言うやつさ」

　そう言って冷笑を浮かべた巽たつみの姿が、焼き付いて離れない。

　その姿を頭から振り払うように、鷹秋はただ闇やみ雲くもに鈎かぎ爪づめを振り回した。

「うおおおおおおっ！」

「おおおっ！」

　鷹秋の叫びに、月つき森もり冬馬の声が重なった。

　その目は金色に輝かがやいていた。

「なっ、変身するのか、ラグナウルフに!?」

　冬馬から異様なプレッシャーを感じ、鷹秋は飛びのいた。

　冬とう馬まの金色の瞳ひとみが、じっとこちらを凝ぎよう視ししている。その表情はひどく落ち着き、以前の平凡な青年といった雰囲気は微み塵じんもない。

「君が言ったとおり、俺おれは変身することができない。けど、戦えないわけじゃない」

　静かな口調で言い終えた瞬しゆん間かん、冬馬の姿がかき消えた。そしてまさに刹せつ那なの後、鷹たか秋あきの腹に鈍い衝しよう撃げきが走った。

　まるで鈍器を叩たたき込まれたような重い衝撃に、鷹秋は言葉も出せず、口の端から唾だ液えきを流してその場に立ち尽くした。

　冬馬の拳こぶしが入ったと気づくまで、数秒の間があった。

「ち……く……しょおおおっ！」

　自らを奮ふるい立たせるように吠ほえて、鷹秋は両手を頭上で組むと、冬馬の後頭部を目がけ腕を振り下ろした。

　しかしその一撃は空むなしく空を切り、逆に閃せん光こうのような速さで、下した顎あごを掌てのひらで跳ね上げられてしまった。鷹秋の体が宙に浮く。

　一瞬、意識が弾はじけた。

　信じられないことだった。変身した自分が、生身の相手にこうも歯が立たないとは。

　幼い頃ころから、ずっと下等な灰色狼おおかみと蔑さげすまれてきた。それが悔しかった。

　誰だれにも負けたくなかった。だから必死に自らを鍛きたえた。『院いん』に入り、多くの先せん輩ぱいたちと実戦さながらの修行を行ってきた。

　レッドウルフのように炎を操る能力もなければ、ホワイトウルフのように冷気を操ったり、人を助ける治ち癒ゆの能力も持っていなかった。それでも戦いでは誰にも負けたことはなかった。戦いこそが、鷹秋にとってはすべてだったのだ。

　その戦いに、鷹秋は敗れたのだ。

「がはあっ！」

　受け身もとれずに、鷹秋は無様に転がった。

──お、俺おれは、負けたのか……？

　全身の感覚がマヒし、意識がぼんやりしている。

　唯一目に映る月でさえ、焦点が合わずぼやけて見えるのだ。

　妙な虚無感があった。悔しさとも違う、胸に穴が開いたような感覚だ。

「む……つ……み……」

　無意識に、妹の名が口をついて出た。

　走馬灯のように、妹との思い出が次々と甦よみがえってきた。

　睦むつ美みはいつも無邪気だった。笑顔を絶やさない明るい少女だった。

　病院の白いベッドに横たわる睦美の姿が、走馬灯の最後の光景だった。

「そうだ……俺は負けられねえんだ……俺が睦美を守らねえで、誰があいつを守るってんだよっ！」

　鷹たか秋あきは立ち上がった。すべての力を振り絞って。

　冬とう馬まの目が、静かに鷹秋を見つめている。その目には、怒りも憎しみも悲しみもない。あるのはただ、深く強い決意のみだ。

「うおおおっ！」

　鷹秋は走った。ダメージを受けた内臓が悲鳴を上げているが、関係ない。

　ざしゅっ。鷹秋の鈎かぎ爪づめが冬馬の左肩に突き刺さった。しかし、鷹秋の左腕もまた、冬馬に捕らえられていた。

　ぼぎっ。鈍い音を立てて左腕が砕かれた。構わず鷹秋は鈎爪を食い込ませる。さらにこのまま一気に相手を押し倒すべく体重を乗せようとしたが、それよりも速く右腕を引き抜かれてしまった。

　冬馬の傷口から鮮せん血けつが吹き出し、鷹秋の目に入った。視界が真っ赤に染まる。

「なっ……しまっ……！」

　鷹秋が思うよりも速く、腹に一いち撃げきが叩たたき込まれた。突きか蹴けりか、鷹秋にはそれすら分からなかった。

　重く、熱い一撃だった。

「すまない……」

　最後に冬馬の声が耳元で聞こえ、鷹秋の意識は、ゆっくりと闇やみの中へと落ちて行った。




　体中の筋肉が軋きしみ、悲鳴をあげている。呼吸をすることすら辛つらい。

　冬馬は震ふるえる手で玄関を開けた。

「おかえりなさい。冬馬さ……」

　キッチンから、深み雪ゆきがエプロンで手を拭ふきながら出てきた。

　彼女は冬馬の姿を見るや否や、口元を両手で覆おおって息を飲んだ。

「冬馬さん！」

　深雪は慌てて駆かけ寄り、今にも倒れそうな冬馬の体を支えた。

　深雪を安心させようと無理に笑顔を作り、冬馬は牛乳に代わる肩の荷物をその場に降ろした。

　それは上半身裸の青年──鷹秋だ。

「その人はこの間の……冬馬さん、一体なにが……」

　困惑顔の深雪に、冬馬は鷹秋を二階の自分の部屋に連れて行って、介抱してやって欲しいと頼んだ。

「はい……でも、冬馬さんが……」

「俺おれは大丈夫……ちょっと疲れたただけだから、ソファーで休んでるよ」

　深雪は渋々承しよう諾だくして、小柄な体に鷹秋を担いで二階に上がって行った。

　途中ちらちらこちらを振り向く姿がおかしくて、冬とう馬まは思わず苦笑してしまった。

　深み雪ゆきを見送った冬馬は、鉛のように重い体を引きずって、なんとかリビングのソファーにたどり着いた。

　そこで気が抜けたのか、もう腕の一本も動かすことができなくなってしまった。

　鷹たか秋あきから受けた傷はそれほど大きなダメージではない。しかし、

「全力を出した反動がこんなに苦しいなんて、忘れてたな……」

　生身の限界を超える力で戦ってしまった反動が、冬馬の肉体を苦しめているのだ。

　自分自身でも、よもやあれほどの力が出せるとは思っていなかった。

「この痛み……あの時以来だな……」

　全身がばらばらになるようなこの痛みを、冬馬は過去に一度だけ経験したことがあった。　忘れえぬ記き憶おく。十二年前。

　意識が朦もう朧ろうとしてきた。つけっ放しのテレビの音がひどく耳障りに聞こえる。

「テレビ……消さないと……」

　意識を振り絞り、リモコンを取ろうと手を伸ばした冬馬だが、その手は空むなしくだらりと垂れ下がっただけだった。




「彼、大丈夫かしら……」

　脱いだエプロンをたたみながら階段を降りていた深雪は、一度上を振り返った。

　鷹秋の傷は、外観上は青ずんでいるだけだが、内臓へのダメージがひどい。

　しかし深雪のヒーリングの能力では、傷を塞ふさぐことしかできない。自然な回復を待つしかないのだ。

　鷹秋は今、冬馬のベッドで安らかな寝息を立てている。時折うなされるように「むつみ」という名を呼んでいたのが気掛かりだった。

「きっと、彼の大切な人なのね……」

　意識のない鷹秋から感じた匂においは、誰だれかを守ろうとする、強い決意の匂いだけだった。

　きっと冬馬もその匂いを感じたのだろう。だからこそ、鷹秋をここへ連れてきたに違いない。

「冬馬さん……」

　鷹秋も気になるが、やはり一番心配なのは冬馬だ。帰ってきた時のあの顔色はただごとではない。もしかすると、鷹秋よりも重傷かもしれない。

「冬馬さん？」

　リビングへ入った深雪の目に、ソファーでうなだれる冬馬の姿が飛び込んできた。

　鷹秋同様、意識を失って眠っている。

　肩が血まみれになっていたので、起こさぬようそっと服を脱がせてみると、傷はすでに塞がっていた。他ほかに外傷はないので、とりあえずは大丈夫だろう。

「ごめんなさい……冬とう馬まさん……」

　血が固まった肩を撫なでながら、深み雪ゆきは冬馬を一人で外出させたことを後悔していた。

　歯をがちがち鳴らして苦痛に呻うめく冬馬の顔は、痛々しくて見るにたえない。もし自分が側そばについていたら、こんな苦しそうな冬馬の顔を見ずにすんだかもしれないのだ。

　今回は無事に帰ってきてくれた。しかし、次も必ず無事とは限らない。

　この十日あまりの冬馬との共同生活は、深雪にとっては充実した日々だった。

　冬馬の、頭をかいて唸うなりながら勉強している姿も、自分の作った食事を一いつ生しよう懸けん命めいに食べてくれる姿も、深雪は好きだった。

　ここへ来て良かったと、この人に会えてよかったと、深雪は心の底から思える。

──死なせたくない……。

　深雪は洗面器とタオルを取ってきて、肩の血と全身に浮かんだ脂汗を拭ぬぐい取った。

　汗は拭っても拭ってもとめどなく滲にじみ出てくる。深雪はその都度拭った。

　体が冷えないようにと、エアコンも強くして、石油ストーブも出して部屋を暖めた。

　今の深雪にできることは、このくらいしかない。

「……あさん……」

　テーブル上の洗面器で、深雪がタオルを絞っていると、冬馬が消え入るような声で何かを呟つぶやいた。

　意識が戻ったのかと期待したが、冬馬の目は苦しそうにきつく閉じられたままだった。

「か……あさん……」

　冬馬は母を呼んでいた。その頰ほおを涙が伝わっているのに気づき、深雪はそっと指ですくい取った。

　その手を、無意識のまま冬馬が握り締しめた。

　冬馬の手は、深雪の手を強く握り締めて離そうとしない。

　握り締めたまま、何度も母を呼んでいる。

　深雪の脳裏に、相そう馬まから聞かされた十二年前の出来事が甦よみがえってきた。

　その時の夢を見ているに違いない。

　八歳の少年にとっては、あまりにも辛つらすぎる出来事だ。きっと今も冬馬の心には、深い傷痕が残されているのだろう。

「ごめんなさい……ごめんなさい、母様……」

　やがて冬馬は、意識を失ったまま嗚お咽えつを漏らし始めた。

　時折しゃくりあげるその泣き方は、まるで幼い子供そのものだ。

「泣かないで……冬馬さん……」

　不意に胸が締め付けられる思いがして、深雪は冬馬の頭を胸に抱き締めて、幼子を愛めでるように優しく頭を撫なでた。

「ずっとわたしが側そばにいますから……ね……」

　抱き締しめた胸に、冬とう馬まの心の痛みが伝わってくるような気がして、深み雪ゆきの目からも自然と涙が零こぼれた。

　その夜、深雪は一晩中冬馬を抱き締めて離さなかった。




　冬馬は夢を見ていた。十二年前の、あの日の夢だ。

　その日冬馬は、父と母に連れられ月つき森もりの本家を訪れていた。

　山の麓ふもとに作られた古い寺が、月森の本家だ。兄と姉は、かび臭い寺を嫌がり自宅で留守番をしている。

　深夜。どこからかくぐもった爆ばく発はつ音おんのようなものが響ひびき、冬馬は目を覚ました。

　安眠を妨害され、眠い目を擦こすっていた冬馬は、隣となりで寝ていたはずの母の姿がないことに気づき、母を探そうとふすまを開けて廊下に出た。

　吹き付ける強風に窓ががたがたと揺れている。

　真冬の刺すような冷気に、パジャマしか着ていない幼い冬馬は、肩を抱いて身を震ふるわせた。

「母様……どこ……？」

　一刻も早く母を見つけて、暖かい布団に戻りたかった。

　小学校に入った頃ころから、姉に母と一緒に寝るのをやめろと言われていたので、母と寝るのは本当に久しぶりだ。

　母を独り占めできたような気がして、冬馬は嬉うれしかった。だから今夜は、一いつ時ときも母と離れたくはなかったのだ。

　再び外から鈍い音が響いてきた。おそらく境けい内だいの方だろう。

　境内に出た冬馬は、そこで異様な光景を見た。

　三人の人物がいた。一人は夜着姿で肩から血を流している母・詩し織おり。

　もう一人は見たことのない、黒いマントを身につけた若い男。手に剣を持っている。

　最後の一人は、金色の体毛に包まれた人型の狼おおかみ。

　金色の狼は、左腕と右足を失っており、おびただしい出血が大地に血の海を作り出していた。

「母様！」

　慌てて母に駆かけ寄ろうとした冬馬を、金色の狼男が「来るな！」と制した。その声は紛れもなく、父・相そう馬まの声だった。

「父様!?　父様なの!?」

　声をあげた冬馬の目の前に、黒マントの男がまるで瞬しゆん間かん移動をしたように現れた。

　男も脇わき腹ばらに大きな傷を負っていた。

　男は血のあふれ出ている傷口を押さえながらも、口の端を吊つり上げ、背筋が凍るような冷たい残虐な笑みを浮かべている。

　男は冬とう馬まの頭上に剣を振り上げ、

「死ねよ」

　ぽつりと抑揚のない声で呟つぶやき、冬馬の脳天を目がけて剣を振り下ろした。

　白刃が眼前に迫り、母の「やめてえっ！」という悲痛な叫びが冬馬の鼓膜を震ふるわせた。

　白刃の向こうに満月が見えた。深い夜の闇やみの中、満月はくっきりと黄金色の輝かがやきを放っていた。

──僕……殺されるんだ……。

　死を覚悟した一いつ瞬しゆん、そこで冬馬の意識は真っ白に弾はじけた。

「がああああああっ！」

　誰だれかが血に飢えた獣けもののような咆ほう哮こうをあげた。それは冬馬自身のあげた叫びだった。

　体の奥底から、なにかが沸き上がってくるような感覚があった。

　そのなにかが冬馬の体を支配し、そして目の前の男を殺せと命令した。

　いや、目の前の男だけではない。そのなにかは、すべてを壊こわせと、すべてを殺せと命令してきたのだ。

　それがなにかは、冬馬にはすぐに理解できた。それは冬馬自身であり、そして夜空に輝く満月だ。

　冬馬は操られるままに、短い腕を力任せに振り回した。その腕から目には見えない力のようなものが迸ほとばしり、男を吹き飛ばした。

　男は無様に地に伏し、呻うめき声をあげている。

「ぐるぅぅぅぅぅ……」

　冬馬の口から低い唸うなり声が漏れた。

　とどめをささなければならない。そうすれば、きっと気持ち良くなれる。そんな気がした。

　軽く指先に力を込めると、そこから鋭するどい刃──鈎かぎ爪づめが伸びて、月の光を照り返して剣けん吞のんな輝きを放った。

　冬馬がゆっくりと倒れ臥ふす男に歩み寄り、鈎爪を振り上げた時、誰かが冬馬を後ろから抱き締しめた。

　振り向くことなく、冬馬はそれが母であることを認識できた。

　母は必死に、やめてとか、もういいのよとか叫んでいる。

「邪じや魔ましないでよ」

　母の腕を振りほどき、振り返った冬馬は、ひどく冷めた口調で言った。

「冬馬……」

　母は泣いていた。泣きながら再び冬馬を強く抱き締めた。

　鬱うつ陶とうしかった。あの男を殺す邪魔をされることが、たまらなく不快に思えた。

　だから冬馬は、指先に伸びた鈎爪で母の胸を刺した。

　そこにはなんのためらいもなかった。邪じや魔まだから排除するという、当たり前な感覚があるだけだ。

　母の暖かい血が、鈎かぎ爪づめを伝わって冬とう馬まの指先を濡ぬらしてゆく。

「とう……ま……」

　母は震ふるえる両手を冬馬の頰ほおに当て、涙ぐんだ目で微笑ほほえんだ。優しく暖かい瞳ひとみが、じっと冬馬を見つめている。

　その瞳に映る自分の姿を見て、冬馬は愕がく然ぜんとなった。

　自分ではない、狼おおかみの顔がそこにあった。

　牙きばを剝むき出し、口元を残虐に歪ゆがめている。笑っているのだ。

　しかし、その狼が紛れもなく自分であることを、冬馬は自然に理解することができた。

　頰を押さえる母の手に、不意に力が込められた。

「……………………………ね」

　消え入るようなか細い声で、母が何かを言ったが、冬馬には聞き取ることができなかった。

　やがて母はもう一度微笑むと、ゆっくりと冬馬に体をあずけるように崩れ落ちた。

　急速に温ぬくもりを失ってゆく母の体を抱き締しめながら、冬馬はぼんやりと、空に浮かぶ金色の満月を見つめていた。

　そこから先のことは、よく覚えていない。
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　カーテンの透き間から、白い朝日が差し込んでくる。

「母様あっ！」

　乾かん燥そうした部屋の中、冬とう馬まは自分の叫びで目を覚ました。

　十二年前の夢を見たのは久しぶりだった。ここ数年見ることがなく安心していた夢だ。

　夢から覚めた時、いつも頭が激しく痛む。

　自分は母を殺した。それも笑いながら。それは紛れもない事実だ。

　夢の中では、いつも自分は淡々と母を殺している。なのに目が覚めると、激しい悲しみと、後悔と、自分を許せない怒りが沸き上がってくる。

　その差異がいつも冬馬を苦しませる。心が蝕むしばまれてゆくような、耐え難い恐怖がある。

　息苦しくて、体の震ふるえが止まらない。

「冬馬……さん……」

　耳元で声がした。一いつ瞬しゆん冬馬には、声の主が誰だれか分からなかった。

　首を巡らせ、冬馬はようやく自分が深み雪ゆきの胸に抱き締しめられていることに気が付いた。

　細い両腕で冬馬の頭を抱き締めたまま、深雪は眠っていた。目元が赤く腫はれている。もしかしたら泣いていたのかもしれない。

「また心配かけたんだな……俺おれは……」

　腕を外そうと手をかけると、まるで拒否するかのように深雪の腕に力が込められ、冬馬は深雪の胸元に顔を埋める形になった。

　服を通して、深雪の体温、柔らかい胸の感触、そして甘い香りが伝わってくる。

　深雪に包まれていると、不思議と体の震えが収まってゆく。

　母に抱き付いて眠っていた時の感じによく似ている。暖かくて安心できる、そんな感覚だ。

「女の人の胸に抱き締められて、母親のこと思い出すなんて、俺ってマザコンなのかな……」

　そんなことを考えながらも、もうしばらくこのままでいようと、冬馬は再び目を閉じた。このまま眠ってしまったとしても、きっともう悪夢を見ることはない。そんな気がした。




　時はさかのぼり、午前三時。ある場所で火災が起こっていた。

　南なん原ばら睦むつ美みが入院する総合病院の一室で、突如原因不明の爆ばく発はつが起こったのだ。

　病院中が騒そう然ぜんとなり、消防車や救急車のサイレンが、深夜の街を騒さわがしくかき乱していた。

　燃え上がる炎が、夜明け前の月夜を茜あかね色いろに照らしている。

　そんな中、月つき森もり静しず馬まは、病院の屋上からざわめく地上を見下ろしていた。

　彼の腕には、寝間着姿の一人の少女が抱えられている。

　南原睦美。彼女の兄である南原鷹たか秋あきを戦線から離脱させるための手段として、静馬はこの少女を保ほ護ごしにきたのだ。悪い言い方をすれば、人質だ。

　彼女を連れ出すため、静しず馬まが病室に忍び込んだ時、窓の向こうの別棟の屋上から、真っ赤な炎の球がこちらに迫ってくるのが見えた。なんとかギリギリで逃れることができたが、あとほんの僅わずかでも静馬の到着が遅ければ、南なん原ばら睦むつ美みは間違いなく亡き者となっていただろう。

　静馬の腕の中で、少女の胸は規則正しく上下している。

「植物状態とは……まだ中学生だというのに……」

　少女とその兄が哀れに思え、静馬は目を伏せた。

　御み堂どう巽たつみが、この少女を盾に南原鷹たか秋あきを従わせているのは間違いない。

──『院いん』にいる体内治ち療りようの能力を持つホワイトウルフを何人か集めれば、助けられるか。

　考え、静馬が病院を去ろうとした時、

「……なるほど、相そう馬まの長男か」

　不意に背後から声がした。

　振り向いた静馬の前に立っていたのは、白いスーツの上に黒いマントを纏まとった男。静馬には、それが御堂巽であることが一目で分かった。

「御大自ら女の子一人の抹殺のために出てくるとは、案外働き者ですね。それとも余程暇でしたか？」

　静馬の皮肉には答えず、巽は冷笑を見せた。
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「暇でしたら、私と遊んではもらえませんか。その方がてっとり早くていいでしょう？」

「冷静な顔をしているわりには、意外と好戦的だな」

「よく言われます」

　静馬が笑顔で言うと、巽もまた前髪を撫なでつけながら、「父親そっくりだ」と楽しそうに笑い出した。

　静馬は笑顔を崩さぬまま、じっと相手の気配を窺うかがった。今のところ戦おうという気配は感じ取れないが、油断はできない。

　こちらには睦美という足手まといがいる。戦えば相当に不利になる。

　できればこのまま引いてもらいたいというのが、正直な気持ちだ。

　しかし──。

「ふふっ。本来ならば今晩の予定だったが、いたいけな少女を抱えているとなっては、見逃すわけにはいかないかな？」

　静馬の心を読んだかのように、巽は言った。

「普通逆だと思いますけどね……」

「戦いたいと言ったのは、おまえの方だろう？　俺おれは他人の誘いは断らない主義なんだ」

「ご立派です」

　静馬はほぞをかんだ。隠密行動と思い、一人で来たのが失敗だった。

　せめて一人でも味方がいれば、睦美を任せ、存分に戦うことができただろう。

「さて、『院いん』屈指の銀ぎん狼ろうの力、とくと見せてもらう。期待を裏切るなよ」

　巽たつみは嘲ちよう笑しよう混じりの笑みを浮かべながら、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

　巽の全身から、目には見えない力が立ちのぼり、無風だったはずの夜空に強い突風が吹き付けた。

　術を使ったわけではない。巽の魔ま力りよくが強すぎるために、空間そのものが反応を起こしたのだ。

　静しず馬まは睦むつ美みを足元に横たえると、メガネをしまってコートを脱ぎ去り、咆ほう哮こうをあげて上半身を銀色の狼おおかみへと変えた。

　息を吸い込みながら、姿勢を低くして身構える。

　相手が術を唱える前に速さ勝負で鈎かぎ爪づめを叩たたき込む。そう考えた静馬だが、相手は不死身の吸血鬼だ。

　常人なら致命打になる傷を与えられたとしても、吸血鬼相手にそれは期待できない。

　それに睦美がいるのだ。戦いを長引かせれば、巻き込んでしまう恐れも大きくなる。

──ならば……。

　最大攻こう撃げきを先制で食らわせ、無力化させた後、身を刻み付けてやるしかない。

　胸の前で両腕を交差させると、静馬は気迫のこもった吸気とともに、全身に力を漲みなぎらせた。

　静馬の銀色の体毛が青白く輝かがやき、ばちばちと火花が散った。

　その火花に当てられたように、静馬の周囲の空間に歪ゆがみが生じ始める。

　巽たつみの強大な魔ま力りよくに大気が反応を起こしたように、静しず馬まの放つ力が空間を歪ゆがめるという現象を引き起こしたのだ。

　普通、雷らい撃げきや炎を操るといった能力は、女性の人じん狼ろう族ぞくの方が優れている。

　だがそれは、あくまでも先天的な能力差であって、後天的な修練や経験によって特殊能力を強力なものにすることは可能なのだ。

　空間すら歪める力を持つ静馬を、巽は身じろぎ一つせずに眺めている。

「余裕ですね」

　その言葉にも返事をすることなく、自由に撃うってこいと言わんばかりに、巽は両腕を広げてみせた。

「ならばその余裕ごとあなたを滅ぼさせてもらいますよ」

──弟たちを守るために。

　その一言を心の中で付け加えると、交差させていた両腕を突き出し、

「雷らい華か夢む想そう・蒼そう龍りゆう！」

　真冬の大気を震ふるわせるように、静馬は声を響ひびかせた。

　静馬の全身を覆おおっていた青白い光が、一いつ瞬しゆん数十倍に膨ふくれ上がり、突き出された両腕から、青白い光が爆ばく発はつ的てきに吹き出し、巽に向かって迸ほとばしった。

　さながら蒼あおい龍が、牙きばを剝むいて突き進むかのように。

　蒼い龍が撒まき散らす『力』の波動が、巽の纏まとう黒いマントを激しく揺らす。

　忍び笑いでもしたのか、微かすかに目を細めて薄うすい笑みを口元に滲にじませた巽は、なびくマントを左手で跳ね上げると、右手を差し出し、その掌てのひらで蒼い龍を受け止めた。

　どおっ。牙を剝く蒼い龍と巽の掌が触れ合った瞬間、鈍い爆音が響き、同時に巽の足元のコンクリートにびしびしと亀き裂れつが走った。

　蒼い龍は、巽を牙の奥に飲み込もうと激しく攻め立てる。

　だが──

「そんな牙で俺おれは嚙かみ砕けんよ」

　巽が右手をすくい上げるように上に向けたとたん、蒼い龍はその手に進む道を示されたかのように、上空へと向かって昇って行った。

　蒼い龍は、まるで花火のように真冬の空に大輪の華を咲かせると、消えた。

「たまや、とでも叫んだ方が風情があるかな？」

　夜空を仰ぎ、巽が言う。

　青白い燐りん光こうが、流星群のように地上に向かって降り注いでゆく。

　その光景を、静馬はただほうけたように眺めていた。

　今の蒼い龍は、静馬の技の中では最強の威力を誇る。それが片腕一本であしらわれてしまったのだ。

「戦いの最中にほうけるなと、相そう馬まに教わらなかったのか？」

「──！」

　巽たつみの声。静しず馬まがハッとなり、身構え直そうとしたその時、静馬の身の回りに四本の手が現れた。

　突如虚空に出現したその四つの手は、女の手のように白く、か細い。

　その手が、静馬の右肩と左ひだり脇わき腹ばら。そして右のふくらはぎ、左の太ももを、撫なでるような手つきでつかんだ。

　戦せん慄りつを覚えるよりも速く、四つの白い手が、それぞれつかんだ静馬の肉を握り潰つぶした。

　湿り気を帯びたぐちゃっという音がして、肉片と血が飛び散った。

「ぐあああっ！」

　夜空に向けて苦痛の悲鳴をあげる静馬。その静馬の露あらわになった喉のど元もとを、再び手が鷲わし摑づかみにした。

　だが今度の手は、虚空に浮かぶ白い手ではなかった。

　いつの間にか近づいてきた御み堂どう巽の手が、静馬の喉をつかんだのだ。

　巽は軽々と静馬の体を宙に持ち上げる。

「う……ぐ……」

　呻うめきながら視線を下ろした静馬は、巽の目を間近で見た。

　血のような赤黒い瞳ひとみ。その瞳の奥に、静馬は『憎悪』という名の炎を見た気がした。

「落ちろ」

　まるで空き缶でも捨てるように、巽は静馬を屋上から放り投げた。

　抗あらがうこともできず、静馬はそのまま裏庭の花か壇だんに落とされてしまった。

　辛うじて受け身はとったが、それでもダメージは大きい。背中を打った衝しよう撃げきで呼吸ができず、立ち上がることすらままならない。

　憎々しげに屋上を見上げた静馬の目に、屋上からなにか白い物が落ちてくるのが見えた。

　それは睦むつ美みだった。

「くう……っ！」

　軋きしむ体を押しやり、静馬は辛うじて左手で睦美を抱きとめた。

「笑いながら敵を殺せると有名なわりには、随分甘いじゃないか」

　なにかが舞い降りる音。そして背後からの声は、静馬のすぐ耳元で聞こえた。




「お、おかわりっ！」

　南なん原ばら鷹たか秋あきは、口のまわりをシチューで真っ白にしながら、深み雪ゆきに空の皿を差し出した。もう何杯目のおかわりかは分からない。

　深雪がにこにこしながら皿にシチューを盛って差し出すと、鷹秋は再び馬車馬のような勢いで食べ始めた。

　一晩寝ただけで、体力は完全回復したらしい。

「いいな……元気で……」

　一方の冬とう馬まは、もう体の痛みこそはないものの、どうも食欲が湧わかない。

「でも、良かったですね」

　冬馬の隣となりの席に着き、深み雪ゆきが微笑ほほえみかけてきた。

　冬馬は頷うなずき、鷹たか秋あきを見た。

　今しがた目を覚ました鷹秋から、事情は聞かせてもらった。

　ひどく沈痛な面持ちで妹・睦むつ美みのことを語っていた鷹秋だったが、深雪が『院いん』には体内治ち療りようの能力を持った者もいることを話すと、

「ほ、本当か!?　睦美は助かるのか!?　助けてくれるのか!?」

　と、急に表情を輝かがやかせて元気になり、それまで手をつけようとしなかった朝食をがっつき始めたのだ。鷹秋曰いわく、さっさと腹ごしらえして妹を迎えに行きたいのだそうだ。

「でも、俺おれはヨゴレ者だぜ。そんな奴やつの妹を、『院』が看みてくれるのかよ」

　不安を口にした鷹秋だったが、そこは冬馬が必ずなんとかすると約束した。

『院』では高い地位を持つ月つき森もりの者の頼みであれば、きっと断られることもないだろう。

「本当にすまなかった！」

　食事を終えた鷹秋は、床に額ひたいを擦こすり付けて土下座をすると、冬馬たちに向かって今までのことを謝しや罪ざいした。

「もういいよ。済んだことだし」

　冬馬が言っても頭を上げようとしない鷹秋。その目の前に深雪が腰を下ろし、

「そうですよ。大切な妹さんを守ろうと必死だったあなたを、責められる人なんているわけないじゃないですか」

　肩に手を置いて、いつものように女神の如ごとく微笑んだ。

　冬馬も深雪と同じ気持ちだ。鷹秋に対する恨みの気持ちはない。ただ、そんな彼を利用して自分を襲おそわせた、御み堂どう巽たつみという男が許せなかった。

　しかし、御堂巽とは一体何者なのか。冬馬は御堂巽について、ほとんどなにも知らない。静しず華かに聞いたところでも、父・相そう馬まに恨みを持つ妖よう術じゆつ士しということしか分からなかった。

　一体父との間にどんな因いん縁ねんがあるのか。それは静華も静しず馬まも知らないという。父にいくら聞いても、のらりくらりとはぐらかされただけだったらしい。しかし、御堂巽が十二年前の母の死の原因になった男だということは事実だ。

　冬馬にとっては、恨みつのる相手だ。

「じゃあすまねえ。悪いけど、睦美をこっちに連れてこさせてもらうぜ」

　立ち上がった鷹秋は、嬉うれしそうに冬馬が貸した服とジャンパーを着込み、さっさと出て行ってしまった。

　御み堂どう巽たつみについて色々聞きたいことはあるのだが、後でもいいかと冬とう馬まが考えていると、

「おいっ！」

　玄関から鷹たか秋あきの声がした。

　深み雪ゆきと顔を見合わせ、玄関へ向かった冬馬の目に、信じられない光景が飛び込んできた。

　鷹秋が血に染まった寝間着姿の少女を抱え、その足元に上半身裸の若い男が倒れている。

　兄・静しず馬まだった。

　倒れ臥ふす静馬の全身は血みどろになっていた。それもそのはずだ。静馬は左腕を根元から失っていたのだ。

　惨むごたらしいその姿に、深雪は短く悲鳴をあげ、

「に、兄さんっ！」

　駆かけ寄って抱え起こした冬馬は、そのひどい有り様に言葉を失った。

　下腹にも大きな傷があり、そこから血がとめどなく溢あふれているのだ。

　かろうじて息こそしているものの、致命傷とおぼしき傷をいくつも負っている。

「冬馬さん、早くお部屋へ！　わたしが治ち療りようします！」

　深雪に言われるとおり、冬馬はリビングのソファーに静馬を横たえ、深雪に治療を任せた。

　鷹秋が抱えていた少女──睦むつ美みには、幸い怪け我がはなかった。彼女の寝間着を濡ぬらしている血は静馬のものなのだろう。

　睦美は客間に寝かされてた。

　冬馬と鷹秋はキッチンのテーブルに着き、深雪の治療が終わるのを待っていた。

「あんたの兄貴が、睦美を助け出してくれたんだな……すまねえ」

　冬馬の顔色を窺うかがいながら鷹秋が言ったが、耳には入らなかった。




「くそっ」

　苛いら立だちを押さえ切れない冬馬は、テーブルをドンと叩たたき、時計を見た。

　深雪が治療を始めてから、既に五時間が過ぎている。

　あれだけの傷だ。深雪の能力をもってしても、助からないかもしれない。しかし、今の冬馬にできることはなにもない。深雪を信じて待つしかないのだ。

　冬馬は一言も発せず、また鷹秋も黙だまっていた。

　さらに三時間程の時間が流れる。

　冬馬にとっては拷問とも呼べる、長い長い時間だった。

　ようやく深雪がやってきて、とりあえず大きな傷だけは塞ふさいだと言った。しかし出血がひどいので危険な状態だという。それに深雪の能力では失われた四肢を再生させることもできない。

「『院いん』に報告して、睦美さんと一緒に治療をお願いしましょう」

　深雪の提案に冬とう馬まは頷うなずき、『院いん』に連絡を取り、話をつけた。

　鷹たか秋あきの処遇については後回しにし、とりあえず睦むつ美みもろとも預かってくれることとなった。直じきに迎えが来るはずだ。

　連絡をつけた冬馬は、静しず馬まの様子を見るべくリビングへと入った。

　すると、いつの間に目を覚ましたのか、静馬が包帯だらけの体を引きずるようにして、ソファーから立ち上がろうとしていた。

「兄さん！　なにやってるんだ！」

　慌てて駆かけ寄り、寝かしつけようとした冬馬だが、静馬は青白い顔を苦痛に歪ゆがめながら、「姉様が危ない」と言って、冬馬を押しのけようとした。

「え……姉様が？」

　今にも倒れ込みそうな静馬の体を支えながら、冬馬が眉まゆをひそめると、

「奴やつは……御み堂どう巽たつみは言った。私と姉様を初めに狙ねらい、冬馬……おまえを最後に狙うと……」

　静馬はかすれた声でそう言って、力なく咳せき込んだ。喋しやべることすら辛つらい状態なのだ。

「姉様一人の力では……奴は倒せない……もし、家を直接狙われたら……」

　静馬のその言葉が、冬馬の背筋に冷たいものを走らせた。

　静しず華かには二人の子供がいるのだ。

　最悪の状態が、冬馬の脳裏をよぎった。

「分かったよ。けど、姉様の所には俺おれが行く。今の兄さんじゃ無理だよ」

「半人前が、言うようになりました……ね……」

　静馬は薄うすく笑うと、再び咳き込んでがくっと項うな垂だれた。気を失ったのだ。

「兄さん……」

　静馬をソファーに横たえた冬馬は、歯は嚙がみしながら深み雪ゆきと鷹秋のいるキッチンに戻った。

　冬馬に気を使ったのだろう。深雪も鷹秋もなにも言わなかった。

「深雪さん。治ち療りようありがとう。迎えの人が来るまで、兄さんのこと、よろしく頼むよ」

　言って冬馬がコートを羽は織おり出すと、

「出掛けられるんですか？」

　深雪が訝いぶかしげに尋ねた。

「姉さんの所に行く。兄さんが言ったんだ。次に狙われるのは姉さんだって」

「なら、わたしも一緒に行きます！」

「君には兄さんのことを頼みたいんだ」

「でも……」

　食い下がろうとする深雪だが、冬馬は断固として同行を認めなかった。

　静馬の容体は予断を許さない状況だし、なにより自分と一緒にいることは、やはり危険なのだ。少しでも離れていた方がいい。

「分かった。俺おれが一緒に行くぜ。あんたたちには恩があるからな」

　黙だまって二人のやり取りを見ていた鷹たか秋あきが、突然言い出した。

「悪いが断られたって、勝手についていくぜ」

　不敵な笑みを見せる鷹秋。

　一いつ瞬しゆん迷った冬とう馬まだが、鷹秋には聞きたいこともいくつかある。それに本人も言ったとおり、断っても無駄だと思い、了承した。

「だからあんたは、ここに残ってろよ」

　鷹秋が、深み雪ゆきの肩をぽんぽんと叩たたいた。

　冬馬と鷹秋の二人に残れと言われ、深雪は顔一杯に不安を浮かべながら、渋々頷うなずいた。

「急ごう」

　冬馬と鷹秋。二人が家を出た時には、時刻はもう午後六時を回り、太陽が沈んだ雲一つない空には、金色の満月がくっきりと浮かんでいた。

　静しず華かの家は駅から近い。帰宅ラッシュのこの時間なら、バイクを使うよりも電車を使った方が速い。

　忌ま忌ましい満月を一いち瞥べつすると、冬馬は駆かけ出した。

　冬馬のすぐ後ろを、鷹秋がついて来る。

　今にも雪が降り出しそうな程、空気は凍えていた。




　駅前の大通りを、息つく間もなく車が往来している。

　静華の住む街は、冬馬の住んでいる所から二駅離れた所にある。

　静華は夫の社宅で、夫と二人の子供たちと四人暮らしをしている。冬馬と鷹秋は、たった今、駅前にたどり着いたところだ。

「あそこの交差点を真っすぐ進んで商店街を抜ければ、姉さんの住んでる団地だ」

　信号待ちをしていた二人は、イライラと行き交う車を眺めていた。

「なあ。さっきの話、本当なのか」

「ああ。柚ゆず本もと真ま矢や──あんたの彼女の弟が、御み堂どう巽たつみの手下になってる」

　冬馬は「そうか」と、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で頭をかいた。

　深雪に、最近行方ゆくえ不明になっている弟がいることは聞いていたが、まさか御堂巽の手下になっていたとは夢にも思わなかった。

　鷹秋が深雪に気を使い、自分にだけそのことを教えてくれたのはありがたかった。

　深雪が知れば、悲しむに違いない。

「でも、どうして深雪さんの弟が……？」

「はっきりとは言えねえけど、もしかしたら……」

　鷹秋が神妙な顔で言いかけたその時、ばちっという静電気が弾はじけるような音が響ひびき、周囲から一切の音が消えた。

「なんだ!?」

　冬とう馬まと鷹たか秋あきは顔を見合わせ、そして周囲の状況を見て絶句した。

　街から人々が消えていた。激しく行き交っていた車も、一台もない。

　建物や街がい路ろ樹じゆはそのまま残っている。

　異常な闇やみと静寂だけが、その空間を支配しているようだった。

　我が目を疑う二人。鷹秋は何度もごしごしと目を擦こすっている。

「これは一体……」

「御み堂どう巽たつみの術さ」

　誰だれともなく呟つぶやいた冬馬の問いに、答えが返ってきた。

　いつの間にか、冬馬と鷹秋の立つ道路の反対側に、一人の少年が立っていた。

　腰まである栗くり色いろの長髪を結った少年。

　薄うすい笑みを浮かべているその少年の腰には、赤い鞘さやに収められた剣が下げられている。

「ここは、御堂巽が現実空間から切り離して創つくった全くの別空間さ。街並みも満月も、全部奴やつが創ったオブジェだよ」

　左手の親指で空を指し示しながら、少年は、冬馬に冷然とした緋ひ色いろの目を向けてきた。

　少年の緋色の目と目が合った瞬しゆん間かん、冬馬は吐き気を覚え、口を手で押さえた。

　冬馬に吐き気をもよおさせたのは、少年の全身から醸かもし出されている、深い悪意だ。

「もしかして、彼が……？」

「ああ。あいつが真ま矢やだ」

　頷うなずく鷹秋。

──やっぱり深み雪ゆきさんを連れてこなくて良かったな。

　冬馬が思っていると、横手の鷹秋がちっと舌打ちした。

「前と随分雰囲気が違いやがる。気をつけた方がいいぜ」

　ちらりと目をやると、鷹秋の額ひたいには脂汗が滲にじみ出ていた。

　鷹秋の緊きん張ちようの理由は、冬馬にも分かる。

　真矢から感じる異様な気配は、冬馬の背筋にも冷たい汗を流させていた。

「柚ゆず本もと真矢君だね？　君がいなくなってお姉さんが心配してる。それに俺おれたちは急いでるんだ。そこをどいてくれないか？」

　無駄だと思いつつ言ってみた冬馬だが、真矢は鼻で笑って一いつ蹴しゆうした。

「急ぐ必要なんてないさ。月つき森もり冬馬。お前はここで僕に殺されるんだからな」

「なんで君が御堂巽の手下なんだ！」

　問いつつ冬馬は、きっと真矢も鷹秋のようにやむをえない事情があって御堂巽に協力しているに違いないと考えた。

　しかし真ま矢やの返答は、予想だにしないものだった。

「おまえが僕から姉さんを奪ったからだよ。だから殺すのさ。姉さんを守るために」

「……！」

「細切れにしてやる」

　ペロリと舌なめずりし、真矢は鞘さやから剣を抜き放ち、天に掲げた。

　露あらわになった白い刀身が、ぎらりと輝かがやく。

「うおおおおおっ！」

　そして真矢は、剣を天に掲げたまま、細みの体からは想像もつかないような野太い声を張りあげた。

　着ていた薄うす手での白いハーフコートが弾はじけ飛び、真矢の上半身が真っ白な狼おおかみへと変へん貌ぼうした。

　汚れのない純白の体毛と緋ひ色いろの目とが、夜の闇やみの中鮮せん明めいに浮かび上がって見える。

　緋色の目は、さらにその濃こさを増している。

「戦うしかないのか……？」

　深み雪ゆきの弟を傷つけたくはない。だが、真矢の目の色は尋常ではない。戦いは避さけられそうもない。
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　冬とう馬まが歯は嚙がみしていると、

「甘い気持ちは捨てた方がいいぜ。誰だれかを守りたいって思うんなら、その思いを貫き通すことだけを考えてな」

　鷹たか秋あきがジャンパーを脱ぎ捨て、指をぼきぼきと鳴らしながら、真剣な声で言った。

「でなきゃ、誰だれも守れねえぜ」

「……そうだな」

　血まみれで倒れる静しず馬まと、深み雪ゆきの不安に満ちた顔が脳裏をよぎる。

　一度深呼吸して、冬とう馬まは二つの拳こぶしをきつく握り締しめた。

「先手必勝！　左右から行くぜ！」

　鷹秋の手が、冬馬の肩を軽く叩たたいた。

　それが戦せん闘とう開始の合図となった。

　冬馬は真ま矢やの左手に、そして鷹秋は右手に回り込むために、二人は地を蹴けった。

　走り込みながら、鷹秋は上半身を狼に変えている。

「おまえは邪じや魔まだよ」

　鷹秋の方に緋ひ色いろの目を向けた真矢は、口元を大きく歪ゆがめて、剣を地面に突き立てた。

　ざあっ。刹せつ那な、走る鷹秋の正面、後方、左右の地面から、人の形をした真っ赤な塊が沸き上がってきた。

「なんだ、こいつらはっ!?」

　口も鼻も目もなにもない、のっぺりとした深紅の塊。それらは、鷹秋の体にもたれかかるようにしがみついてきた。

「『人形』たちと遊んでなよ」

「ちっ！　このっ……離せ！　離しやがれってんだ！」

　必死にもがく鷹秋だが、真矢が人形と呼んだ深紅の塊たちは、鷹秋を押さえ付けて離そうとしない。

「鷹秋君！」

「おまえの相手は僕だ！」

　真矢は地面に突き立てていた剣を引き抜き、再上段に振りかぶると、足を止めた冬馬目がけ、その剣を振り下ろした。

　どおっ。振り下ろした剣から、人一人を丸ごと飲み込んでしまいそうな巨大な青白い光の球のようなものが生まれ、真っ正面から冬馬に襲おそいかかってきた。

　避よけることはできず、辛うじて両腕を交差させて守りの姿勢を取ったが、爆ばく風ふうのような衝しよう撃げきに、冬馬は体ごと吹っ飛ばされてしまった。

　ゆうに五メートルは吹っ飛ばされた冬馬は、自動販売機に背中からまともにぶつかった。

「……っ！」

　背中を強く打ったせいで、一いつ瞬しゆん呼吸が止まる。悲鳴すらあげられない。

　歯を食いしばりながらなんとか立ち上がろうとした冬馬は、地面についた自分の手が、地面ごと凍りついているのに気づいた。

　凍りついていたのは手だけではなかった。肩も足も、全身の至るところが凍りついていたのだ。

──あの青い球、冷気の塊だったのか！

　冬とう馬まの考えは当たっていた。その証拠に、あたりには目に見える白い冷気が漂っているのだ。

　必死に立ち上がろうとしたが、氷によって地面に縛しばり付けられた手足はびくともしない。

「あの程度がよけられない上に、振りほどくこともできないのかよ」

　苛いら立だちをはらんだ声で言った真ま矢やは、舌打ちしながら、手に持った剣の先端を軽くコツンと地面にぶつけた。

　とたん、冬馬の手足を凍りつかせていた氷が、パリンと音を立てて砕け散った。

「さっさと立てよ。簡単になんか殺してやらないんだからな」

──嬲なぶりものにするつもりか……。

　肩の氷の破片を払いながら冬馬が立ち上がると、真矢は「ふん」と鼻を鳴らして、

「次はこいつを食らえよ」

　左手を冬馬に向けて突き出した。

　真矢の正面の空気がキラキラと輝かがやき、そこに二メートル近い長さのツララが十数本出現した。氷の槍やり、とでも呼ぶべきものだ。

　それらがいっせいに冬馬に向けて飛来してきた。

　以前に深み雪ゆきが、鷹たか秋あきに向けて氷の飛礫つぶてを撃うったことがあったが、あれとは規模があまりに違う。痛いで済む攻こう撃げきではない。

　速度がそれ程ではないのが幸いだった。

　冬馬は横っ跳びで、氷の槍の襲しゆう来らいを避よけた。

　ぐん。しかし氷の槍は、軌道を変えて再び冬馬に向かってくる。

　横っ跳びのせいで体勢が悪い。もうかわすことはできない。

「このっ！」

　咄とつ嗟さに両腕を振るって、冬馬は手刀で氷の槍を叩たたき割った。

　だが、すべてを叩き割ることはできず、数本が足や脇わき腹ばらや頰ほおをかすめた。

　鮮せん血けつが凍いてつく空気の中に舞う。

　じんわりと血が滲にじむ脇腹を押さえながら、冬馬は真矢に視線を向けた。

　しかし、今し方まで真矢が立っていた場所に、彼の姿はなかった。

「……!?」

「僕はここだよ」

　すぐ背後で、甘ったるい少年の声が囁ささやいた。

「くっ！」

　振り向いたその瞬しゆん間かん、左の太ももに熱い衝しよう撃げきが走った。

　真ま矢やの剣が、冬とう馬まの太ももを刺し貫いたのだ。

　吊つり上がり歪ゆがんだ緋ひ色いろの目と、冬馬の目が、すぐ間近で互いを見据え合う。

「これがラグナウルフの力か？　全然弱いじゃないか。こんな、こんな奴やつに……っ」

　ぞぶっ。呆あきれたような物言いをして、真矢は剣を一度深く押し込むと、一気に引き抜いた。

「ぐあああっ……ああ……っ」

　耐え難い痛みに冬馬は倒れ込み、疼うずく傷口を押さえてのたうった。

「痛いか？　苦しいか？　けどそんなものじゃあないんだぞ。姉さんを奪われた僕の苦しみはなあ！」

　痛みに喘あえぐ冬馬の額ひたいに剣先を突き付けて、真矢はグルグルと喉のどを鳴らす。

　その口の端から垂れた唾だ液えきが、ポタポタとアスファルトに染み込んだ。




「なにやられまくってんだ！　あの野郎！」

　倒れ込んでもがく冬馬を横目にしながら、鷹たか秋あきは怒っていた。

　自分を倒した程の男が、ああも一方的にやられているのは腹が立つ。

　しかも冬馬は攻こう撃げきらしい攻撃を全くしていないのだ。

「お人よしも大概にしろだ！」

　やはり深み雪ゆきの弟ということが引っ掛かって、手出しができないでいるのだ。

　真矢の攻撃が厄介なのは分かるが、冬馬の実力なら攻め込むことはできたはずだ。

「まとわりつくんじゃねえ！　うざってえんだよ、てめえらっ！」

　腹の底から怒鳴り、鷹秋は渾こん身しんの力を込めて、しがみついてくる四体の深紅の『人形』たちを振りほどいた。

「消えちまえ！」

　鈎かぎ爪づめで、蹴けりで、鷹秋は、人形たちを攻撃した。

　相手の動きを封じるだけが人形の力なのか、人形たちは鷹秋の攻撃を避よけようともせず、まともに食らった。

　一撃を浴びた人形たちは、赤い液体になって崩れ、アスファルトに染み込み、消えた。

「あのイカレクソガキ、ぶん殴って目ぇ覚まさせてやる！」

　両方の拳こぶしを腹の前でガツンとぶつけ合うと、鷹秋は真矢目がけて突っ込んだ。

　気づいた真矢が、三本の氷の槍やりをこちらに向けて放ってきたが、鷹秋は腕一本でそれらを砕き散らした。

「んな棒切れで俺おれを殺せると思うな！」

「邪じや魔まをするな！　邪魔をするなら、お前から先にバラしてやってもいいんだぞ！」

　冬馬に剣を突き付けたまま、真矢が鷹秋に牙きばを剝むき出して見せる。

「上等だ！　やれるもんならやってみやがれ！　このシスコン変態野郎！」

　真ま矢やの前で足を止め、鷹たか秋あきは怒鳴った。

「もう一度言ってみろ！」

「何度でも言ってやる！　てめえは、『守る』って言葉の意味も知らねえ、どうしようもねえ、甘ったれのシスコンのクソガキだって言ったんだよ！」

　鷹秋の罵ば声せいに、真矢の両目がまるでフクロウのように大きく見開かれた。

「殺す殺す殺す殺スッ！」

　怒った真矢の緋ひ色いろの目が、鈍く輝かがやいた。ギリギリと歯を食いしばり、それまでポタポタと垂れていた唾だ液えきが、だらだらと溢あふれるように変わった。

「鷹秋君、やめるんだ！　君のかなう相手じゃあ……」

　うずくまったままの冬とう馬まが言いかけたが、鷹秋は声を荒げて遮った。

「うるせえ！　俺おれはこいつにだけは絶対に負けねえ！　てめえはさっさと姉さんの所へ行け！」

「けど……」

「心配すんな。殺しも殺されもしねえよ。あんたの彼女の弟は、俺がひっぱたいて目ぇ覚まさせてやる！　どうせあんたじゃこいつは殴れねえんだろう」

　鷹秋の言葉の後、少しの間沈ちん黙もくした冬馬だが、

「分かった。ここは任せる。けど約束だ。絶対に殺しも殺されもしないでくれ。真矢君が死んでも君が死んでも、深み雪ゆきさんが悲しむ。それに、君には睦むつ美みちゃんがいることを忘れないでくれよ」

　ポケットから取り出したハンカチで、傷口をギュッと縛しばり付けて立ち上がると、その足をひきずりながら走り出した。

「ああ。忘れるもんか」

　鷹秋は独白し、剣を突き付ける真矢に向けて、右の鈎かぎ爪づめを突き付け返した。

「あいつは追わせねえぞ！」

　真矢は唸うなりながらよだれを流し続けるだけで、鷹秋の声には無反応だ。

──完全に正気失ってやがるな。

　と、真矢の持つ剣の刀身が、突然、真っ赤に変色した。

──やっぱり、その剣をどうにかしねえといけねえみたいだな。

　赤く変色した剣から感じる、吐き気がするような邪悪な波動が、鷹秋の灰色の体毛をざわめかせている。

　だが鷹秋に恐怖はない。負けるという気も、まるでしない。

　鷹秋には許せないのだ。守るという言葉の意味を、分かりもしないで使う者が。

　姉を守ると言いつつ、真矢がやっていることは、姉を悲しませているだけだ。

「誰だれかを守るってことは、その人を泣かせねえことだ！　笑顔を守ることだ！　そんなことも分からねえ奴やつに、誰かを好きだの愛してるだの言う資格なんかねえんだよ！」

　吠ほえながら鷹たか秋あきは、妹・睦むつ美みのことを思い出していた。

　鷹秋は妹の笑顔を守れず、一度失ってしまった。だからこそ痛いほど知っているのだ。

　大切と思う者の、笑顔の価値を。

「守るって言葉の意味、俺おれがこいつで教えてやる！」

　突き付けていた鈎かぎ爪づめを収めた鷹秋は、代わりに拳こぶしをギュッと握り締しめた。




　深紅の刃やいばが躍おどる。

　魔ま剣けん・緋ひ燕えんを振るう度に、目の前の男の灰色の体毛が、血で赤く染まってゆく。

　だが、何度となく斬きりつけているはずなのに、男──鷹秋は倒れない。

　傷だらけになりながらも、鷹秋の動きは全く鈍らないのだ。

　気合の声をあげながら、向かってくる。

「どうした!?　そんなへっぴり腰じゃあ、豆腐だって斬れやしねえぞ！」

　突き出した刃を身をよじって避よけつつ、鷹秋が繰くり出してきた蹴けりが、真ま矢やの左ひだり脇わき腹ばらに入った。

　だが、真矢には痛くも痒かゆくもない。

　逆に鷹秋の胸板に蹴けりを叩たたき込み、間合いを取ると、真矢は冷気の塊を球状にして鷹秋に叩きつけた。

　だが鷹秋は、裂れつ帛ぱくの雄お叫たけびをあげてその球体を両腕で受け止めると、粉々に押し潰つぶしてしまった。

　冷気によって、鷹秋の腕の内側と胸元が白く凍りついたが、彼にひるむ様子はない。

　闘とう志しに満ちた目で突っ込んでくる。

──もういい！

　真矢は心の中で、鷹秋と、そして自分自身に向けて言った。

──もうやめてくれ！

　だが真矢の心の中での叫びは、鷹秋には届かない。そして、自分の体を抑えることもできない。

「ジャアッ！」

　狂気じみた声をあげ、左手に冷気を集中させると、真矢はそこに一本の長く鋭するどい氷の剣を創つくり出した。

　冷たい輝かがやきを放つ氷の剣を左手に、そして魔剣・緋燕を右手に構え、真矢は鷹秋を迎え撃うった。

──僕は、こんなことがしたいわけじゃないんだ！

（すべておまえが望んだことだ）

　頭の中で、自分ではない誰だれかの声がした。

（姉が愛いとしいのだろう？　姉を奪った月つき森もり冬とう馬まが憎いのだろう？）

──そうだ！　僕は姉さんが好きだ！　月森冬馬が憎い！　でもっ！

（俺おれは力を与えてやっただけだ。恨むなら緋ひ燕えんの魔ま力りよくに耐えられなかった、自分の脆ぜい弱じやくな心を恨むがいい）

　冷えきった口調で、頭の中の声──御み堂どう巽たつみの声はそう言った。

「くらえ！」

　鷹たか秋あきが右の拳こぶしを振り上げ、迫る。

　真ま矢やの体は意志とは無関係に動き、鷹秋が拳を突き出すよりも速く、左手に持った氷の剣で、鷹秋の右腕の付け根を貫いた。

　吹き出した返り血が、真矢の白い体毛に張り付く。

　さらに右手の魔剣・緋燕で、鷹秋の首を斬きり落とそうと斬ざん撃げきを見舞った。

　だが首筋ギリギリの所で、鷹秋の左腕が緋燕の刃やいばを受け止めた。

　肉を切り裂き、緋燕の刃は鷹秋の骨に食い込む。

　緋燕は鋼こう鉄てつすらたやすく斬り裂く力を持っている。しかし、鷹秋の腕を斬り飛ばすことはできなかった。

　鷹秋の腕に深く食い込んだまま、緋燕はびくともしなくなった。

「があああっ！　抜けろ！　抜けろおっ！」

　狂ったように喚わめきながら、真矢は緋燕を引き抜こうと、何度も腕に力を込めた。しかし、抜けない。

「もう逃げられねえぜ」

　鷹秋がニッと白い牙きばを見せた。

「予定変更だ。てめえは、拳じゃなくてこっちで目ぇ覚まさせてやる」

　言って鷹秋は、大きく胸を反そらし、目一杯に頭を持ち上げた。

　恐怖を感じ、真矢は逃れようとした。だが剣が抜けず、逃げられない。

「アホかてめえは。その剣離せばいい話じゃねえか」

「ぐがあああっ！」

　真矢は、緋燕の柄つかをつかむ手に力を込め、左手の氷の剣をさらに押し込んだ。

　刃は、鷹秋の腕の付け根深くに食い込み、びちびちと血ち飛沫しぶきが飛び散った。

　だが、鷹秋を止めることはできなかった。

「うおおおおおっ！」

　空間中に響ひびくような雄お叫たけびをあげて、鷹秋が繰くり出してきた頭突きが、真矢の額ひたいに炸さく裂れつした。

　どごおっ。爆ばく発はつ音おんにも似た重く鈍い音が真矢の耳じ朶だを打ち、意識が真っ白に弾はじけた。

「あ……が……」

　ゆっくりと後ろに倒れてゆく真ま矢や。

　魔ま剣けん・緋ひ燕えんを握り締しめていたその手からも力が抜け、真矢は緋燕を手放した。




　ばちっ。あの静電気が弾はじけるような音が聞こえたのは、冬とう馬まが足を引きずりながら、人の姿の全くない商店街の中を走っていた時だった。

「きゃあっ！」

　いきなり冬馬の目の前に、二人組みのセーラー服の女子学生が現れて、悲鳴をあげた。

　その二人だけではない。

　学校帰りの学生や、会社帰りのサラリーマン。買い物途中の主婦などが、パッと冬馬の周囲に現れたのだ。

「御み堂どう巽たつみの術が解けたんだ……」

　本来あるべき夜の商店街の風景が、冬馬の前に広がっていた。

　この場所は、先程真矢に襲おそわれた場所を真っすぐ進んだ所にある商店街だ。ここを通り抜ければ、静しず華かの団地はすぐだ。

　空を見上げると、ひらひらと真っ白い雪が頰ほおに舞い降りてきた。

「勝負がついた……のか？」

　鷹たか秋あきと真矢。二人の安否が気になったが、冬馬は鷹秋の言葉を信じることにした。

　ぜえぜえと乱れた息で、再び走り出す。

──姉さん、どうか、どうか間に合ってくれっ！

　血まみれの冬馬の姿に、人々は驚おどろきの目を向けて道を開けてゆく。

　湧わき上がってくる不安と、傷の痛み。その二つと戦いながら走る冬馬を、満ちた月が静かに見下ろしていた。













　　　　第四章　二人の光







「ここでいいです！」

　道路の真ん中にタクシーを止めさせると、冬とう馬まは転がるように外へ飛び出した。

　雪は強さを増し本降りになっていた。

　街から少し外れた山の麓ふもと。月つき森もりの本家である寺へ行くには、ここからは歩いていかなければならない。本家と言っても、冬馬の曾そう祖そ父ふが亡くなって以来住む者は誰だれもおらず、冬馬もここを訪れるのは十二年ぶりだ。

　目に入った雪を乱暴に拭ぬぐいながら、冬馬は長い坂道を駆かけ足で昇り始めた。長い坂道の先にはさらに長い階段があり、寺までは、二、三キロはある。

　真ま矢やとの戦いで負った傷が、熱を持って疼うずく。が、今の冬馬には、痛みに屈している時間などありはしなかった。

　冬馬は、あの後、急ぎ静しず華かの団地へと向かった。

　途中、団地前の広場に人だかりができていた。

　まさかと思い、ざわめく人々をかき分けて覗のぞくと、そこには大きな血だまりができており、そこに二人の子供が気を失って倒れていた。静華の双子の子供、秋あき斗とと美み冬ふゆだった。

　二人とも無傷で無事だったものの、静華の姿はなく、代わりに『匂におい』が残っていた。

　子供たちだけでも守らなければ、という静華の強い思い。それが匂いとなって、その場に残っていたのだ。

　匂いはもう一つあった。それは、静華のように強い思念が残したものではなく、術を使い意図的に残されたものだった。

『月森の本家に来い』

　匂いは、そうメッセージを残していた。

　胸をかきむしりたくなるような怒りに震ふるえながらも、冬馬は救急車に乗せられてゆく子供たちを背に、月森の本家を目指した。

　罠わなであることは明白だ。しかし、静華が生きているかもしれないという一いち縷るの望みにすがって、ここまでやって来たのだ。

　血まみれの冬馬が、乗車拒否されずにタクシーを拾えたのは奇跡だった。

　乗り込むと同時に、目的地も言わぬまま運転手に財布ごと渡したのが、あるいは功を奏したのかもしれない。

「御み堂どう……巽たつみ……っ」

　呻うめくように、冬とう馬まの口からその名が漏れた。

　冬馬の顔は真っ赤に火照っている。冬の冷気も雪も、その熱を冷ますことはできない。

「一体、姉さんがなにをした？　兄さんがなにをした？　なんで、家族を奪おうとする!?」

　父との間になにがあったにせよ、自分たちには無関係なはずだ。

「貴様のせいで、貴様のせいで俺おれは母さんを殺したんだぞ！」

　心の中で燃えていた真っ赤な怒りの炎は、徐々に黒い憎悪の炎へと変わり、

「殺してやる……ぶっ殺してやるっ！」

　やがて、激しくも冷たい殺意へと変へん貌ぼうしていった。

　目を吊つり上げ、奥歯をぎりぎりと嚙かみ締しめる冬馬の顔は、鬼とも獣けものとも呼べる程に険しい。

「ちくしょうっ！」

　真っ白な息を吐きつけて、冬馬はただひたすらに走った。




　したたり落ちる血が、降り積もった雪の上に赤い絨じゆう毯たんを広げてゆく。

　その様を、御み堂どう巽たつみは目を細めて眺めていた。

　境けい内だいに植えられた一番大きな桜の幹に、静しず華かが磔はりつけにされている。

　静華の両の掌てのひらには、短剣が深々と突き立てられている。

　意識があるのかないのか、静華は力なく項うな垂だれたまま、時折白い息を吐く以外には動かない。

「くっくっくっ」

　本堂へ上がる階段に腰掛けた姿勢で、巽は忍び笑いを漏らした。

「まったく、二人ともたいしたものだったよ……」

　焼かれた前髪をいじりながら、巽は静しず馬ま、静華との戦いに思いを巡らせていた。

　静馬は手早く重傷を負わせたにもかかわらず、結局止とどめを刺せなかった。鷹たか秋あきの妹とともに逃げきられてしまったのだ。一いつ瞬しゆんの判断力に優れる男だった。

　一方の静華は、子供は殺すつもりでいたのに、手を出すことができず、あげくにこちらが手傷を負わされるはめとなった。

　さすがに相そう馬まの血を引いているだけのことはある、と巽は感心していた。

「残るもう一人……ラグナウルフの小僧が来るのが楽しみだな」

　十二年前を思い出し、「あの小僧が一番相馬に似ている」と巽は、さらに三十年前にまで、記き憶おくを逆行させた。

「同じだ。初めての変身……そして理性を失い、破は壊かい衝しよう動どうに駆かられての暴走……」

「そして、私は奈な津つ美みさんを殺した」

　巽の独り言の続きを、紡ぐ者がいた。

　階段を背に、相馬が立っていた。手に、黒い鞘さやに収まった大剣を携えている。

　磔にされた静華に一度目をやり、相馬は堅く目を閉じた。

「おまえが先に来たか」

　マントに積もった雪を払い、巽たつみは立ち上がった。

「何をしに来た？」

「私は子供たちを守らねばならん」

　相そう馬まは顔を上げ、静かな、しかし強い眼まな差ざしを巽に向けた。

「勝てるとでも思っているのか」

　巽の問いには答えず、相馬は大剣を抜き、鞘さやを放り捨てた。

　正眼に構えられた刀身が、青白い輝かがやきを放つ。

「聖せい剣けん・雷らい精せいか」

　巽の知識の中にその剣はあった。使用者の精神力を削り、雷を操るとされる武具。『院いん』に奉納され、封印されていた代物だ。

「よくこの場所が分かったな。娘の家に行ったのか？」

「いや。おまえならば、ここを決着の場所に選ぶだろうと思ったまでだ。詩し織おりと奈な津つ美みさんが死んだこの場所をな……」

　相馬の目には、深い悲しみの色があった。まるで愛する者を理不尽に奪われたかのような、被害者の顔をしている。

　巽にはそれが許せなかった。

「静しず華かを返してもらうぞ」

「ふざけるなよ」

　巽の全身から、熱をはらんだ黒い蒸気が立ちのぼり、舞い降りてきた雪を次々に蒸発させた。

　憎むべき男が目の前にいる。

　憎しみ──それは巽にとって、魔ま力りよくを高めるための最も強い想おもいだ。

　この三十年、憎しみだけを糧かてに巽は生きてきた。妖よう術じゆつの奥義を極めるために、幾多の死線をくぐり抜け、新たな秘術を求め世界中を放浪した。

　常人には、肉体的にも精神的にも耐えることはできないであろう苛か酷こくな道程であり、生き方であった。

　そして、巽の人生の終着点が、今この時、この場所なのだ。

　かび臭い空気、古びた寺、そして夜空に輝く金色の満月。それらはまるでここだけ時が止まったかのように変わっていない。

　十二年前、そして三十年前のままだ。

　すべてはここから始まった。相馬や奈津美と出会ったのも、この場所だった。

　振り返ってみれば、相馬と兄弟のように過ごした日々も、奈津美と愛し合ったことも、すべては夢のように思える。

　長い長い旅路だった。

　そして、復ふく讐しゆうは今夜完成される。いや、完成させる。そして、なにもかもが終わる。

　憎しみから、解き放たれる時が来たのだ。

「ふっ……ふふっ……」

　体が熱くなってゆくのを感じて、自然と笑いが漏れる。

「ゆくぞ……御み堂どう巽たつみ」

　笑う巽の前で、相そう馬まがゆっくりと、聖せい剣けん・雷らい精せいを振りかぶった。




「冷え込むと思ったら、案あんの定じよう降ってきやがった。寒いったらありゃしねえぜ。なあ？」

　鼻水をすすりながら、鷹たか秋あきは横手で膝ひざを抱えてうずくまっている真ま矢やに声をかけた。

　真矢は無言だ。

　二人の前を通り過ぎる人々が、こちらを注目してゆく。

　この真冬の、しかも雪がちらつく寒空の下、上半身裸の青年二人が歩道でしゃがみ込んでいれば、目立って当然だ。しかも、鷹秋は傷だらけの満まん身しん創そう痍いなのだ。

「人がせっかく、剣の呪のろいぶち破ってやったんだ。ちったあ愛想よくしろ」

　鷹秋が真矢の頭を軽く小突くと、真矢は、「無愛想は生まれつきなんだ」と、そっぽを向いた。

「可愛かわいげのねえ奴やつだな」

　呆あきれ顔でため息をついた鷹秋は、疼うずく右の腕の付け根を左手で押さえた。冷たい夜風がひどくしみる。鷹秋が顔をしかめていると、

「すまなかった」

　そっぽを向いたまま、真矢が詫わびた。

「気にすんな。ま、今度同じことやったら、次は遠えん慮りよなくぶっ殺すけどな」

　鷹秋がけらけら笑うと、真矢も鷹秋の方を向き、小さく笑った。

　剣の影えい響きようを受けていた時のあの狂気じみた笑みを除けば、鷹秋が見た最初の笑顔だ。

「効いたよ。あんたの一発。頭の芯しんが、まだガンガンいってる」

「へへっ。俺おれの石頭は最終兵器だからな」

「そういえば、あの剣はどうしたんだ？」

「ああ、あの剣な。へし折って、空き缶専用のゴミ箱に突っ込んだ」

　真矢を気絶させた鷹秋は、魔ま剣けんを手近な壁かべに立て掛けて、踏み折ったのだ。

　頑丈で折れないかとも思ったが、案外脆もろかった。

　手に取った瞬しゆん間かん、心の中に黒いものが流れ込んできたが、気合いで弾はじき飛ばした。

　真矢は目を丸くして鷹秋の顔を見ている。

「で、姉さん大好きの真矢君は、これからどうするつもりだ？」

　鷹秋が訊きくと、真矢の目に、鋭するどい光が宿った。

「御み堂どう巽たつみを倒す。月つき森もり冬とう馬まに協力するのは御免だけど、このままじゃ引き下がれない」

「月森が憎いのは、変わらないわけだ」

　鷹たか秋あきが大声で笑うと、真ま矢やは「当たり前だ」と、不機嫌顔になった。

「ま、それでいいんじゃねえか。俺おれも行くぜ。きっちりケジメつけねえとな」

「そんな体で戦えるのか？」

「でかい傷だけ塞ふさいでもらうさ。あの人にな」

　傷の痛みに顔を引きつらせながら立ち上がった鷹秋は、あご先で、こちらに向かって走ってくる一人の女性を指し示した。

　白いダッフルコートと、大きなリボンが、夜の闇やみをバックに目立っている。

　反対側の歩道でこちらの姿を見つけた女性は、必死の顔で大きく手を振ると、赤信号に耐えられなかったのか歩道橋を渡り始めた。

「姉さん……」

　その女性──深み雪ゆきの姿を見るなり、真矢の表情が曇くもった。唇を嚙かんで、辛つらそうな顔をしている。

「心配すんな。おまえの暴走のことは黙だまっててやる。その代わり、二度と姉さん泣かせるようなバカな真似まねすんじゃねえぞ」

「分かってる」

　真矢の顔は変わらずの不機嫌顔だったが、その目には、強い決意が輝かがやいていた。




　雪が雷らい精せいの刀身に触れ、ジュッという音を立てて消えた。

　相そう馬まは汗ばむ手で、柄つかを握り直した。

『院いん』の本山に出向き、何人もの地位ある者たちから許可を得て、ようやく譲ゆずり受けてきた剣だ。相馬が知りうる範はん囲いでは、この剣が最強だ。

『院』に御堂巽に手を出すなと通告したのも相馬だ。いかに『院』に腕の立つ者がいたとしても、御堂巽と戦えば無駄に命を落とすだけだということを、相馬は誰だれよりも知っていた。

　なによりこの相手は、相馬自身が決着をつけねばならない相手なのだ。御堂巽の憎しみを浴びる者は、自分一人でなくてはならない。

　なんとしても巽を止めねばならないと、この三十年間、相馬はずっと思い続けてきた。

　しかし、なにもできなかった。

　十二年前の戦いでは妻を失い、息子の心に深い傷を残してしまった。そして今は、娘が目の前で傷つけられている。

「俺は父親として、いや人として失格だ。この命などどうなってもいい。だが、子供たちだけは死なせはしない！」

「来いよ。貴様にそんなセリフを吐く資格がないことを、思い知らせてやる！」

　巽たつみは鋭するどい動作をもって胸の前で印を組み、相そう馬まはその巽目がけ、雷らい精せいを振り下ろした。

　刀身から青白い雷が迸ほとばしり、巽に絡み付いた。しかし、

「無駄だ！」

　巽の放った言葉とともに、雷はバチッと音を立て、弾はじけて消えてしまった。

「話にならんな。これでは肩凝こりもとれん」

　薄うすら笑いを浮かべる巽。その巽の全身から立ち上っていた黒い蒸気が、四羽の黒い鷹たかへと姿を変え、相馬に飛びかかった。

　咄とつ嗟さに雷精を振るい、二羽の鷹を切断した相馬だが、残る二羽に右肩と左足に食いつかれてしまった。

　ぶしゅっ。鋭い嘴くちばしに肉を食いちぎられ、相馬は唸うなった。

　その嘴に相馬の肉を携えた鷹は、霞かすみとなって消えた。

　相馬の傷からしたたる血が、雪上に広がってゆく。

　苦痛に歯を食いしばりながらも、雷精を振るって連続で雷を放った相馬だが、先程と同じく、雷は空むなしく弾け散っただけだった。

「その程度の雷で俺おれをどうにかできると思ったのか？　だとすれば、貴様は救いようのない阿あ呆ほうだな」

　あざ笑う巽の指先から、幾条もの黒い光が迸り、相馬の四肢や脇わき腹ばらをかすめて過ぎた。

　鮮せん血けつが宙に舞う。明らかに直ちよく撃げきを故意に避さけている。嬲なぶり物にするつもりなのだ。

「阿呆でも構わんさ」

　落ちそうになる雷精を懸けん命めいに握り締しめ、相馬は巽に気迫のこもった視線をぶつけた。

　巽は肩を不自然に震ふるわせ、憎悪と狂気にとりつかれた視線を、相馬にぶつけ返してきた。

　聖剣・雷精と巽の間に、魔ま力りよくのうねりが生じ、大気がそれに呼応した。びょうびょうと強い風が吹きすさび、辺りは吹雪ふぶきへと変わった。

　とたん、びしっと小さな壊かい音おんを上げて、雷精の刃やいばに幾つかの小さなヒビが走った。巽の発する魔力に剣が耐えられなくなったのだ。

[image: ]

「……」

「例え聖剣の名を持つ武器であろうとも、使い手が阿呆では意味がないな」

　高笑いをあげる巽。その笑い声とともに、彼の全身から放たれる魔力はさらに高まり、大気に続き大地までもが小さく震え出した。

　雷精のヒビも、びしびしと刀身全体に広がってゆく。

「相馬よ。俺は止まらない。もう、止まれないんだよ」

「止めてみせるさ」

　雷精の柄つかを持つ手を僅わずかに緩ゆるめ、相馬は薄く笑った。

「なぜ笑う！」

「勝機が見えたからさ」

　渾こん身しんの力で柄つかを握り直し、剣を最上段に振りかぶった相そう馬まは、

「巽たつみよ！　これが雷らい精せいの本当の力だ！」

　高らかな声をあげて、雷精を地上に叩たたきつけた。

　聖剣の刀身は、まるでガラス細工が壊こわれるようにもろくも砕け散り、砕けた破片は、白い光となって夜の闇やみに溶け消えた。

「なんの真似まねだ！」

　巽が鋭するどい声をあげた、その直後、

　カッ。暗雲に覆おおわれていた空が一いつ瞬しゆん青い輝かがやきを放ち、雲間を裂いて一条の雷光が巽の頭上に降り注いだ。

「ぐおおおおっ！　相馬あっ！」

　御み堂どう巽の姿と、彼のあげた絶叫を飲み込み、雷光は爆ばく音おんを轟とどろかして大地を揺らした。

　聖剣・雷精の刀身は、雷精本来の魔ま力りよくを封じるための封印だったのだ。しかし、その封印は強固で並の力では破ることができない。相馬はそれを巽に壊させ、雷精のすべての力を引き出し、巽にぶつけたのだ。

「くっ！」

　地上に跳ね返った雷光と衝しよう撃げきに弾はじき飛ばされ、相馬は木に背中を打ち付けた。

「親父おやじっ！」

　背後で冬とう馬まの声が響ひびいたのは、ちょうどその時だった。




　気が滅入る程の長い石段を上り切った冬馬の目に、爆ばく発はつ的てきな光が襲おそいかかってきた。

　目が焼かれんばかりの光に、冬馬は両腕で目を覆おおった。

　光はすぐに収まり、目を開けた冬馬は、そこに驚おどろくべき光景を見た。

　本堂は半はん壊かいしており、並木状に植えられていた桜の木も、半数はへし折れていた。

　両手に短剣を刺された静しず華かが地面に倒れ臥ふし、冬馬のすぐ近くの木には、相そう馬まが寄りかかるように倒れている。二人ともぐったりしたまま、動く気配がない。

「親父っ！」

　父に駆かけ寄る冬馬。父は呻うめきながら目を開き、「私はいい。静華を」と冬馬を促した。

　冬馬は、言われたとおりに静華に駆け寄り、抱え起こすと、両手から短剣を抜き捨てた。

「くそっ……」

　血の気を失い蒼そう白はくな姉の顔に、冬馬は唇を嚙かみ締しめて目を伏せた。息はあるが重傷だ。

「冬馬か……」

　重い息を吐いて、静華が薄うすく目を開いた。

「秋あき斗とと美み冬ふゆは……」

「大丈夫。無傷だったよ」

　冬馬が答えると、静華は「そうか……」と安心したように、再び目を閉じた。

　静華も人の親なのだ。我が身よりも子供たちを案ずる姿が、痛々しかった。

「許さない……」

『許す必要などない』

　絞り出すような声で言った冬馬の頭の中で、自分ではないなにかが、そう言った。

　同時に、心の奥底からなにかが突き上がってくる。

　それが熱となって冬馬の身をわななかせる。

　残っている桜の木の下に静華を横たえると、冬馬はもう一人この場にいるはずの男を探して、周囲を見回した。

　冬馬は見たのだ。あの凄すさまじい雷に撃うたれる直前に、御み堂どう巽たつみが、赤い光の壁かべを自らのまわりに作り出していたのを。

　しかし当の巽の姿は見えない。

「出てこい！　死んでないのは分かってるんだぞ！」

　虚空に向け、冬馬は有らん限りの声で吠ほえた。

　姿は見えずとも、胸が悪くなるような悪意は消えてはいないのだ。

　不意に、冬馬の前方の空間が軋きしみをあげ、青白い光とともに御堂巽が姿を現した。

「ほう。随分と鼻が利くな」

　怒りに歪ゆがむ冬とう馬まの顔を見て、巽たつみはスッと目を細めた。

　マントはボロボロになっているものの、体に負傷は見られない。

「信じられん。あの雷光を受けて無傷だったというのか？」

　冬馬の背後で、相そう馬まが木に手をつきながら、呆ぼう然ぜんと立ち上がった。

「俺おれは嬉うれしいよ。あんたは俺の手で殺さなきゃあ気がすまないからな」

　先程までの怒りの表情を一変させ、冬馬は無表情な顔と声で言い放った。

「殺してやるよ。ぶっ殺してやる」

　さも嬉しそうに笑い、ぼきぼきと指を鳴らす冬馬を見て、「一体どうしたのだ冬馬!?」と相馬が必死に呼びかけたが、冬馬には聞こえていない。

　今、冬馬の目に見えているのは、御み堂どう巽ただ一人だ。

　心と体の奥底から、何か得体の知れない力が湧わき上がってくる。

　それは力だ。

　十二年前のあの日と、同じ感覚。

　その力が声となって、「怒れ、憎め、殺せ、壊こわせ」と冬馬の脳に呼びかけてくるのだ。

　声に抗あらがおうという気は起きない。

「死んじまえよ」

　声に従うままに、冬馬は左手を巽に向けた。その広げられた掌てのひらの中心に、淡い金色の光の点が生まれる。

「なんの真似まねだ」

　ただならぬ気配を感じたのか、巽は身構え、小さく術を唱え始めた。

『力を解き放て』

　湧き上がる声とともに、左手を熱い力が駆かけ抜ける。

「はあっ！」

　その力を、冬馬は巽目がけて解き放った。

　ごうっ。解き放たれた力は金色の光の奔ほん流りゆうとなり、

「この力!?」

　両腕を交差させて身構えた巽を飲み込み、弾はじけた。山中に広がった光は、まるで山に太陽が落ちてきたと錯さつ覚かくしてしまう程に、強烈だった。

「そうだ。これが俺の力だ」

　爽そう快かいな気分だった。ずっと溜たまっていたなにかを吐き出したような感覚だ。

　なんで今まで忘れていたのだろうと、冬馬は不思議な気持ちだった。

　自分には力があった。今も、そして十二年前も。あんな妖よう術じゆつ士しの一人や二人、敵ではなかったはずだ。

　母だって死なずにすんだはずなのだ。

「くうっ」

　両腕で光を振り払い、中から巽たつみが姿を現した。傷こそ見えないが、呼吸がひどく荒い。冬とう馬まの光を防ぐのに、相当強力な防ぼう御ぎよ壁へきを張ったのだろう。

　胸に手を当て、必死に呼吸を整えようとしているその姿は、ひどく滑こつ稽けいに見えた。

　憎々しげな視線をこちらに向けてきたが、その行為すら惨みじめに思え、冬馬は鼻で笑い飛ばした。

「良かったよ。あの程度で死なれたんじゃあつまらないからな。あんたは嬲なぶり殺しにしてやるって決めたんだ」

「ふっ……ふふっ……」

　なにがおかしいのか、巽は額ひたいを押さえて笑い出した。侮ぶ蔑べつ、哀れみ、余裕、そんなものを感じさせる笑みだ。

「いい目だ。怒りと憎悪に満ちて……いや、怒りはないな。憎悪だけか……ふむ、それも違うな」

　巽は腕を組み、「たんなる破は壊かい衝しよう動どうか」とせせら笑った。

「違う！　俺おれは貴様が許せないんだよ！」

　唾つばを撒まき散らして怒鳴りつけた冬馬に向け、巽は「なぜだ？」と臆おく面めんもなく言った。

「おまえの母を殺したのは、お前じゃないか」

　巽のその一言が、冬馬の胸の一番深くに突き刺さった。

「逆恨みはいけないと、母様に教えてもらわなかったのかな？」

「ぐっ……」

　奥歯をぎりぎりと嚙かみ締しめて、冬馬は怒りに全身を震ふるわせた。血が逆流し、体中が燃えるように熱くなってゆく。

「我が子に殺されるとは、思えば詩し織おりも可哀かわい想そうな女だったな。いや、それとも本望だったかな？」

「言うな、巽！」

　相そう馬まの制止も聞き入れず、巽は続けた。

「本望ということもないか。夫が過去に犯した罪と、息子に流れるラグナウルフの血によって殺されたのだからな」

　巽はマントを翻ひるがえし、「悪いのは全部おまえらだ」と高笑いをあげた。

「詩織はおまえたちを恨んでいるかもしれないな？」

「黙だまれえっ！」

　嚙み締めた唇の端から血を流し、目を真っ赤に充血させて、冬馬が怒鳴った。

　母が自分を恨んでいるかもしれない──巽に言われるまでもなく、冬馬はずっとそう思い続けてきた。

　母はいつも笑顔を絶やさない優しい人だった。その母がもし、この世ではない世界で、憎しみに顔を歪ゆがめていたとしたら──御み堂どう巽たつみと同じように、憎悪の黒い炎にとりつかれていたとしたら──それは冬とう馬まにとって、悲しみや苦痛を通り越し、もはや恐怖だ。

　その恐怖を振り払うかのように、冬馬は巽目がけ、光を撃うとうとした。

　しかし、光は出なかった。

　今の今まで体中に漲みなぎっていた力が、[image: 噓]うそのように消え失うせている。

「な、なんでだよ!?　なんで撃てないんだよっ！」

　何度となく光を撃とうと試みたが、やはり光は出ない。

　焦りが、冬馬の額ひたいに脂汗を滲にじませる。

　満月を背に、巽がゆっくり近づいてくる。

　一歩を踏み出し靴が雪にめり込む度に、冬馬は身を震ふるわせ、後ずさった。

　冬馬は、巽に母の姿を重ねていた。似ても似つかず、性別さえ違うはずなのに、そう見えてしまうのだ。

「く、来るな！」

　冬馬が叫んだと同時に、巽の姿は一いつ瞬しゆんかき消え、刹せつ那な、冬馬の眼前に現れた。

「ひっ！」

　まるで金かな縛しばりにあったように、冬馬は身動きができなかった。全身から血の気が失せ、口の中がからからに渇いている。

「母に恨まれ、憎まれた哀れな子よ。今、俺おれが楽にしてやる」

　巽の人差し指が冬馬の眉み間けんに軽く触れ、次の瞬間、冬馬の視界は真っ黒に変わった。




　寒くて暑い。不思議な感覚だった。背筋が凍るようで震ふるえが止まらないのに、皮ひ膚ふに異常な湿気が纏まとわわり付き、吐く息が生ぬるい。

　そこにはなにもなかった。

　なにも見えず、一切の音も聞こえない。

　冬馬は今、ただ完全な『黒』だけが支配する虚無の世界にいた。

　視力が失われたのか、ここに存在しているのが闇やみだけなのか、冬馬にはそれすら分からなかった。

　必死に辺りを手探りしてみたが、触れる物はなにもない。

『闇』と『無』は、人の心を蝕むしばむ。

　冬馬は、自分が発狂してしまうのではないかという恐怖にとりつかれた。

「い、嫌だっ！　ここは嫌だっ！　ここから出してくれえっ！」

　両手で頭を抱え、走り回る冬馬だが、応こたえる者も、出口も存在しない。

「嫌だああああっ！」

　冬とう馬まが半狂乱で叫びをあげたその時、

（冬馬）

　背後で人の声がした。

　冬馬は喜び勇んで振り向いた。誰だれでもいい。人が恋しかった。

　そこに、母がいた。

　優しい穏おだやかな笑顔で、冬馬を抱き締しめようと、両腕を広げている。

　母の胸に飛び込み、冬馬は泣きじゃくった。その背中を、母が優しく包んでくれた。

（泣かなくていいのよ。冬馬……）

　そう言った母の声音は、暖かく優しい。

　ずっとこのままでいたい。冬馬は願った。このままこうやって、母に抱かれていれば、もう辛つらいことはなにもないのだ。

　傷つくことも、傷つけることもない。誰かに恨まれることも、恨む必要もない。

「母様……」

　赤子のように母の胸に甘える冬馬。しかし突然、冬馬を抱き締めていた母の腕に、異常な力が込められた。

　背骨が折れるような、否、胴がちぎれんばかりの力だ。

　苦痛に呻うめきながら、冬馬は母の顔を見た。そして言葉を失った。

　母の顔は変へん貌ぼうしていた。今までの穏やかな様子は微み塵じんもない。柳りゆう眉びと目め尻じりを吊つり上げ、歯を剝むき出しにした、悪鬼の形相だ。

（どうして私を殺したの!?　あんなにあなたを愛していたのに！）

　まるで老女のようにしわがれた母の声には、強烈な憎悪があった。

「あっ……あっ……」

　胴を締め付ける腕にさらなる力が込められ、冬馬は喘あえいだ。喘ぎながら嗚お咽えつを漏らした。

　ぼきぼきと骨が軋きしみ、内臓が圧迫される。

（どうして裏切ったの!?　殺したの!?）

　冬馬には答えることができなかった。ただ、なにかに救いを求め、虚空に向かって懸けん命めいに手を伸ばした。

　ぐしゃっ。なにかが潰つぶれるような音がして、冬馬の意識はそこで途切れた。




　どしゃっ。巽たつみが額ひたいから指を離すと同時に、冬馬の体は無造作に雪の上に倒れた。

「冬馬！」

　駆かけ寄りたい相そう馬まだが、怪け我がのせいで思うように足が動かない。

「なにをしたのだ、巽！」

　相そう馬まの問いに、巽たつみは抑揚のない淡々とした声で「心を壊こわした」と言った。

「軽い幻術だが、こいつの心は耐えられなかったのだ。怒りと憎しみと悲しみ、そして母を殺あやめたという自己の罪にな」

「くそっ！」

　雪の上に膝ひざをつき、相馬は両の拳こぶしを地面に何度も叩たたきつけた。

　息子が心を壊されようとしていたのに、足の怪け我がで動きがとれない相馬には、それを阻止することができなかった。

　無力な自分が憎いと、相馬は地面を叩き続けた。拳が破れ、血が流れたが、心の痛みが強すぎて、傷の痛みなど感じない。

「どうだ相馬。家族が目の前でぼろぼろにされるというのは？」

　言いながら、巽は倒れ臥ふす冬とう馬まを足で蹴け飛とばした。

　ごろんと転がり、仰向けになった冬馬の目は、虚うつろに見開かれたまま、ただ空に浮かぶ満月だけを映し出していた。

　今の冬馬は、糸の切れた操り人形だ。心という名の糸を切られた、哀れな操り人形。

「どんなに怒ろうと、憎もうと、俺おれを倒すことはできない。俺はこの三十年間、ずっと怒り、憎しみ続けてきたんだからな」

　巽の声は静かだった。

　吹雪ふぶきがいつの間にか止やんでいる。ただ冷たい凍しみるような風だけが、残っている。

　巽は冬馬を見下ろしたまま、そして相馬は項うな垂だれたまま、二人はしばしの間、一言も発しはしなかった。

　無気質な静寂が流れ、一切の風が止んだ。

「これが、おまえの望んだ復ふく讐しゆうか」

　沈ちん黙もくを破り、顔を上げて相馬は言った。

　巽は静かに満月を仰ぎ、

「俺にもよく分からん」

　と意外な答えを返した。

　その横顔には、哀切と憂うれいがあった。その表情がなにを意味するのか、相馬には分からなかった。ただその顔は、相馬が知っている三十年前の巽の顔だ。

　再び訪れた静寂。

「冬馬さん！」

　二度目の静寂を破ったのは、一人の女の悲痛な叫びだった。




　目の前に見える光景は、余りにも絶望的なものだった。

　倒れ臥す静しず華か。うずくまっている相馬。そして、虚うつろな目を見開いたまま倒れている冬馬。

　皆が血を流していた。

「くそっ、遅かったのか！」

　深み雪ゆきの背後で、鷹たか秋あきが口惜しげに言い捨てた。

　真ま矢やはなにも言わずに、その惨状を見つめている。

　鷹秋と真矢の二人は、それぞれ上半身を灰色と白の狼おおかみに変えていた。

　冬とう馬まが家を出ていった後、しばらくしてやって来た『院いん』の人間に静しず馬まと睦むつ美みを預け、深雪は急ぎ静しず華かの家に向かった。途中、鷹秋たちと出会った。

　その場には、なぜか行方ゆくえ不明になっているはずの真矢がいた。

　なぜ、真矢が鷹秋と一緒にいたのかは分からなかったが、真矢は、「姉さんに力を貸すよ」と協力を申し出てくれた。

　行方不明の事情説明などは、すべて後回しにすることにして、深雪は真矢の申し出を受け入れた。

　鷹秋は当然同行すると言い、大きな肩の傷だけ、深雪が治ち療りようした。

　そして深雪たちは、静華の家で巽たつみの残したメッセージを感知し、ここへやって来たのだ。

　しかし、遅かった。

「冬馬さん！」

　冬馬の前に立つ巽になど目もくれず、深雪は冬馬に駆かけ寄った。

　真矢が「危ないよ姉さん！」と制止の声をあげたが、深雪の耳には入らなかった。

　抱き抱えた冬馬の体は暖かかった。ただ、そこには一切の生気というものが感じられず、まるで人形のようだった。

　力いっぱいに抱き締しめ、深雪は何度も冬馬の名を呼んだ。しかし、無気質な呼吸音があるだけで、言葉は返ってこない。

　深雪のすぐ横では、巽が冷然とその様を見下ろしている。

「なんで……こんなことをするんです……」

　呻うめき声に近い声で、深雪は言った。

　目に一杯の涙を滲にじませ、懸けん命めいに巽を睨にらみつけたが、余りにも冷ややかな巽の目は、深雪の怒りも悲しみも、すべてを受け流しているようだった。

「人を憎んで、傷つけて、それで一体誰だれが救われるんですか!?　こんなことをしたって……誰も……」

　涙に吞のまれ、深雪は最後まで言いきることができなかった。

「そうだな。お前のいうとおり、こんなことをしても、奈な津つ美みは喜ばないだろう」

　冷ややかな目を崩さず言った巽は、深雪にというより、自分自身に言っているようだった。そして「あいつは優しい女だったからな」と付け加えた。

「それでも俺おれは止まれなかった。憎まねば、生きてゆくことができなかった」

　そこで巽たつみの冷ややかな目が崩れ、その目は悲哀に満ちたものへと変わった。

「いや、生に執着などない。……俺おれは……逢あうのが怖かったんだ」

　独白するように呟つぶやいた後、巽は急に忍び笑いを漏らし始めた。

　巽の言葉の意味が分からず、深み雪ゆきは訝いぶかしんで眉まゆを寄せた。

「……さあ、その男を救いたいのなら、かかって来い。俺を倒せ」

　忍び笑いを収めた巽の指が、深雪の頰ほおに流れる涙を拭ぬぐう。

　その顔は、穏おだやかで優しい。

　巽の指が頰に触れた瞬しゆん間かん、深雪は、巽が本当にとりつかれているのは、憎しみではなく、悲しみなのではないかという気がした。

　余りにも悲しみが深すぎるために、それを憎しみに変えなければ、自我を保ってはいられなかったのではないか。

「姉さん、離れて！」

　唐突に真ま矢やが吠ほえた。鈎かぎ爪づめを構え、巽に向かって突っ込んでくる。

　深雪は冬とう馬まをかばうように覆おおいかぶさり、雪の上に転がった。

　一方の巽は、向かってくる真矢に対して身構えようともせず、ただ無表情に立っている。

「姉さんには指一本も触れさせないぞ！」

　一気に懐ふところに飛び込む真矢。月光を照り返し輝かがやく鈎爪が、巽の顔面を狙ねらう。

　しかし、真矢の鈎爪は、巽の左手一本でいとも軽く払われてしまった。

「俺がくれてやった緋ひ燕えんはどうした？」

「あんな剣はもう、僕には必要ない！」

　真矢は飛びのき、間合いを取ると、巽に向けて両手を突き出し、狼おおかみの咆ほう哮こうをあげた。

　真矢の正面に五本の氷の槍やりが現れる。氷の槍は、巽の体を串くし刺ざしにしようと、空を裂いて牙きばを剝むく。

　が、氷の槍は、巽に触れるか否かのギリギリのところで、一本残さず瞬しゆん時じに蒸発してしまった。

　白い蒸気が、夜風に溶ける。

「人の贈おくり物を粗末にするとは、無礼な奴やつだな。礼れい儀ぎを教えてやる」

　巽の表情が、瞬時に残虐な悪鬼のそれへと変へん貌ぼうした。

「真矢、逃げて！」

　異常な殺気を覚え、叫んだ深雪だったが、真矢が身を引くよりも早く、

「どいてろ」

　真矢のすぐ目の前で、肉眼ではとらえられない、魔ま力りよくの塊が爆ばく発はつした。

「うわあっ！」

　炸さく裂れつした白い閃せん光こうと衝しよう撃げき波はに弾はじき飛ばされ、真矢は本堂の瓦が礫れきの山の上に吹っ飛ばされた。

「ううっ……」

　鈍く呻うめき、懸けん命めいに身を起こそうとする真ま矢やだが、上体を半分起こしたところで、血を吐いて倒れてしまった。

「真矢あっ！」

　冬とう馬まを抱き締しめたまま、深み雪ゆきは弟の名を叫んだ。しかし返事はない。ここからでは生きているのかさえ分からない。

　駆かけ出したい衝しよう動どうにかられた深雪だが、腕の中の冬馬を捨てることはできなかった。

　今ここで冬馬を離せば、それが永遠の別れになるような、そんな予感がするのだ。

　深雪が嚙かみ切れるほどに強く唇を嚙み締しめていると、鷹たか秋あきが「おいっ！」と呼びかけてきた。

「俺おれが御み堂どうを食い止める！　だからあんたは、その間に月つき森もりの目を覚まさせろ！」

「で、でもっ！」

　敵は、静しず華かや冬馬ですら勝てなかった相手なのだ。まともに戦うのは危険すぎると言おうとしたが、それよりも早く、鷹秋は、雄お叫たけびをあげながら巽たつみへの突とつ撃げきを敢行していた。

「あいつらは俺と睦むつ美みの恩人なんだ！　てめえなんかにゃ殺させねえっ！」

　真矢同様、鷹秋は正面から巽に鈎かぎ爪づめを振りかざして突っ込んでゆく。

「若いくせに浪花なにわ節ぶしの好きな奴やつだ」

　緩ゆるやかな動作で両腕を広げる巽。まるで好きに攻撃しろと言わんばかりだ。

「ぜあっ！」

　気迫の乗った一撃を繰くり出した鷹秋だが、巽は軽く首を捻ひねっただけで、その一撃を避さけてしまった。

「まだまだあっ！」

　間髪入れず、鷹秋は鈎爪と蹴けりを嵐あらしの如ごとく連打で放った。

　だが、その攻撃はかすりもしない。すべての攻撃は紙一重で避けられてしまう。

　巽は、鷹秋などにはまるで興きよう味みがないと言った顔で、反撃すらしようとしない。

　鷹秋の猛攻をかわしながら、巽がふと、こちらに視線を向けてきた。

　その視線の意味が深雪には分からなかった。ただ鷹秋が言うとおり、今のうちに冬馬の意識を戻さなければならないと、深雪は胸のあたりをギュッと握り締めた。

　かなわぬと知っていて、鷹秋は戦いを挑んでいるのだ。

　ホワイトウルフである深雪には、他者の精神を癒いやす『マインドヒール』の能力がある。

　しかし、なぜ冬馬がこのような抜け殻の状態にされてしまったのか。それが分からなければ治ち癒ゆのしようがないし、それに『マインドヒール』も、本来なら、錯さく乱らんした精神を落ち着かせるといった程度の効力しかない。冬馬を無事に回復させられる可能性はかなり低い。

　駄目で元々というつもりで、冬馬の額ひたいに手を当て、力を送り込んでみたが、効果はなかった。

「母だ」

　諦あきらめずに深み雪ゆきがもう一度マインドヒールを施そうとしていると、横に相そう馬まがやって来て、そう言った。怒りと憎しみに心を押し潰つぶされ、さらに母を殺してしまったという心の傷をえぐられ、心を壊こわされてしまったのだという。

　相馬の呼吸は荒かった。足からの出血がひどい。這はうようにしてここまでやって来たのだろう。顔には明らかな憔しよう悴すいがあった。でもそれは、体の傷よりも、目の前で息子が心を壊されたという衝しよう撃げきの方が大きいに違いない。

「ごめんなさい……冬とう馬まさん」

　やりきれない痛みが、深雪の胸をえぐった。

　深雪は、冬馬が過去の心の傷に苦しむ姿を見たことがあった。あっただけに、苦しい。

　二度と側そばを離れまいと誓ったはずなのに、また、自分の目に映らないところで、冬馬は傷ついてしまったのだ。

「絶対に……助けてみせる」

　ギュッと堅く目を閉じて、深雪は意を決した。

　しばしの間を置いて目を開いた深雪は、静かに、しかし深く、息を吸い込んだ。その様を見ていた相馬が、「一体なにをするつもりだ、深雪くん!?」と蒼そう白はくな顔をした。

　深雪はあえて答えなかった。答えずとも、相馬は知っているはずだ。

『死の奇跡』──それがこれから深雪が使おうとしている能力の名だ。ホワイトウルフの中でも、この能力を有している者は、ほとんど存在しない。

『死の奇跡』とは、文字どおり、使用者の命と引き換えに、望む者を蘇そ生せいさせる力のことだ。肉体的な死だけでなく、精神的な死を蘇生させることもできる。

　深雪は決意したのだ。冬馬のために命を捨てることを。

「やめるんだ！　深雪くん！」

　相馬が必死に止めようとしたが、深雪は黙だまって首を振った。

　さらになにかを言おうとした相馬だが、深雪の目に決して変えられぬ決意を感じ取ったのか、歯を食いしばって、言葉を飲み込んだ。

　深雪は、礼の変わりに一度微笑ほほえみ、そして夜空を仰いだ。

　雪を降らせていた厚い雲はいずこかに消え去り、透き通るような空に、星と満月とが、精一杯の輝かがやきを放っていた。

「お願い、わたしに力を貸して……」

　深雪は月に祈った。そして、

「帰って来て……冬馬さん」

　万感の思いを込め、冬馬の唇に、唇を重ねた。

　紫色の冷えきった唇。

　その唇に温ぬくもりを取り戻す為に、深雪は、自らの力のすべてを、冬馬の心に送り込んだ。

　二人の体が、純白の光に包まれた。




「うわっ！　ごめんなさい！」

　危うくぶつかりそうになった松まつ葉ば杖づえの患者に頭を下げて、冬とう馬まは再び走り出した。

　目指すのは三〇三号室。そこで冬馬にとって一番大切な人が、否、大切な人たちが自分を待っているのだ。

　しかし今日は都合が悪かった。朝から大量に急患が運ばれてきたのだ。私情で見捨てることもできず、結局、一世一代の遅刻となってしまった。大慌てで出てきたので、今も白衣のままだ。

　途中今度は看かん護ご婦ふとぶつかりそうになり、「病院の中では走らないで下さい！」と怒鳴られたが、冬馬の顔を見るなり、その顔なじみの看護婦は、「あっ、月つき森もりさん。生まれましたよ、元気な男の子です！」と笑顔で言ってくれた。

「はい、ありがとうございます！」

　さらに走り、ようやく病室の入り口にたどり着いた冬馬は、ドアの前で額ひたいに滲にじむ汗をごしごしと袖そでで拭ぬぐい、胸に手を当てて無理やり呼吸を整えた。

　この薄うすいドアの向こうに、新しい家族が待っているのだ。

　高鳴る胸を押さえ、冬馬はドアを開けた。

　ドアを開けたとたん、けたたましい泣き声が聞こえるのでは、という期待と不安があったが、中は寂しい程に静かだった。

　淡いピンクのベッドの上に、深み雪ゆきがいた。その腕には、白い産着に包まれた、小さな命が抱かれている。

　冬馬が口を開こうとすると、深雪が口元に指を当てて、「しーっ」とそれを制した。

「寝てますから、小声で話しましょう」

　言葉どおり小声で言った深雪に、冬馬も頷うなずいて了解した。

「ごめん、立ち会えなくて」

　冬馬が謝あやまると、深雪は首を横に振り、「いいんです。動物たちの命を守る、大切なお仕事ですもの」と言ってくれた。

「ありがとう」

　冬馬は、理解ある妻に心から感かん謝しやし、

「ありがとう」

　もう一度同じ言葉を繰くり返した。二度目のありがとうは、母子ともに無事に出産を乗り越えてくれたことへの、感謝の言葉だ。

　深雪は頷き、そして笑顔を見せてくれた。それは偉業を成し遂げた、誇らしげな、そして優しい笑顔だった。

　髪がほつれ、頰ほおもこけて、濃こい疲労の跡を残してはいたが、冬とう馬まは今まで見た中で、最高に素敵な笑顔だと感じた。

「ほら、お父さんが来てくれましたよ」

　柔らかい声音で我が子に語りかけ、「抱いてあげて」と深み雪ゆきは冬馬に、赤ん坊を差し出した。

「ええっと、首がすわってないから、気をつけないといけないんだよな」

　犬猫の赤子は何度も取り上げたことがあるが、やはり我が子となれば、緊きん張ちようしてしまう。冬馬は怪しい手つきで、その小さな命を受け取った。

　信じられないくらいに軽い。少しでも力を加えただけで、簡単に壊こわれてしまいそうだった。

「うわ、呼吸してる。心臓も動いてる」

　そんな当たり前のことに感動し、冬馬は目頭が熱くなる思いがした。

「嬉うれしそうな顔してます」

　我が子を抱く夫を見て、深雪が言った。

「え、俺おれ？　それともこの子？」

「二人ともです。あなたもその子も」

「へえ」

　言われて顔を見てみたが、まるでサルのようで、冬馬には赤子の表情までは分からなかった。しかし、産みの母が自信ありげに言っているのだから、きっとそうなのだろう。

　冬馬は深雪に赤ん坊を返した。これ以上抱いているのは、少し怖い。手を滑らせて落としたりしたら、大変だ。

　母の腕の中で、赤ん坊は安らかな寝息をたてている。

　出産を終えてまだ間もないというのに、我が子を抱く深雪の顔は、もうすっかり母親のそれになっていた。

　感慨深げにその姿を見つめていると、深雪が、「きっとわたしたちもこうして生まれてきたんですね」と言った。

「え？　ああ、そうなんだろうね」

　きっと母も、こうして自分を抱き締しめてくれたに違いない。そう思うと、気恥ずかしいようであり、また嬉しかった。

　人の親になって初めて、冬馬は本当の親の愛を知ったような気がする。そして同時に、自分をこの世に送り出してくれた母に、心から感かん謝しやした。

「わたし、きっとなにがあっても、この子を愛し続けると思います」

　我が子の額ひたいの産うぶ毛げを撫なでつけながら、深雪が言った。どういう意味で言ったのかよく分からなかったが、きっと深雪なら、そうすることだろう。

「あなたは、もし自分がこの子に殺されたとしたら、この子を恨みますか？」

　唐突にそんなことを聞かれ、冬馬は眉まゆ根ねを寄せた。さっぱり意図が分からないが、深雪の顔は真剣だった。

「さあ、多分恨まないんじゃないかな。恨まないっていうか、恨めないと思う」

　しばしあごに手を当て、真剣に考えた結果、そういう答えが出た。理屈抜きでそういう答えが出てきたのだから、考えたというのは間違いかもしれない。

　今こうして実際に子供を腕に抱いて、そして子供を抱く深み雪ゆきの姿を見て思うことは、ただ、この子に幸せになって欲しいということだけだ。

　深雪がずっと側そばで微笑ほほえみ、そしてこの子が誰だれよりも幸せであることが、冬とう馬まにとって、なににも代えられない幸せになるだろう。

　冬馬の答えに満足したのか、深雪は嬉うれしそうに微笑んだ。

　その次の瞬しゆん間かん、視界が暗転した。

　まるで暗幕が降りたかのように、なにもかもが真っ暗になったのだ。

「ここは!?」

　わけが分からず、冬馬は周囲を見渡した。しかし、見えるのは闇やみばかりで、他ほかにはなにもない。

「俺おれは、一体……」

　ひどく記き憶おくが朧おぼろげだ。ここがどこなのか、そしてほんの今まで自分がどこにいたのか、なにをしていたのか、それすら分からない。

　ただ、不思議と心は暖かかった。大きな幸せに包まれていたような、そんな気がする。

（冬馬さん）

　冬馬が額ひたいに手を当てて、記憶を呼び覚まそうとしていると、聞き覚えのある声に呼ばれた。

　深雪が、闇の中に佇たたずんでいた。




　不思議な感覚があった。

　深雪はいつものように穏おだやかに微笑んでいる。しかし、そこには言いようのない寂しさを纏まとっているように思えた。

　澄すんだ瞳ひとみが、じっと冬馬を見つめている。

　なにか声をかけなければ。そう思うのに、なぜかなにも言葉が出てこない。

　なにかにかき乱されるように、胸がざわざわしている。

　戸惑う冬馬を見つめたまま、深雪が口を開いた。しかし声はない。間違いなくなにかを言ったのだが、この世界そのものに音が存在しないのか、言葉は意味を成さなかった。

　しかし、一いつ瞬しゆん遅れて、深雪の声は冬馬の心に直接響ひびいてきた。

（思い出して、冬馬さん）

　その声は、雪の降る音に似ていた。

　静かな夜に、大地に降る雪が、しんしんと奏でる音のように、静かで、そして暖かい声だった。

（お義母かあ様はあなたを恨んでなんかいない。思い出して、お義母様の最期の言葉を）

　深み雪ゆきの姿が、真っ白な光に包まれた。光はゆっくりと広がり、闇やみだけが支配するこの空間を、『白』に染め上げた。

「母さんの……母様の最期の言葉……」

　白い光の中、深雪の言葉を嚙かみ締しめ、冬とう馬まは十二年前のあの日に、思いを巡らせようとした。とたん、頭の奥がずきずきと痛み始めた。まるで誰だれかが、思い出すことを拒絶しているように。

　それは言うまでもなく、冬馬自身だった。

　怖いのだ。思い出すことが。もし、母の最期の言葉が、恨みの言葉だとしたら──。

（怖がらないで）

　深雪の腕が、包み込むように冬馬を抱き締しめた。

（わたしがこうやって、抱き締めていますから……あなたは一人じゃないから……）

　囁ささやくような深雪の声が心に響ひびき、やがてその声は、春の日差しが名残なごり雪ゆきを溶かしてゆくように、冬馬の心の中にある不安や恐怖を溶かしていった。

「うん」

　幼子のように頷うなずき、冬馬は目を閉じた。そして、心の中で母を呼んだ。

　時という無限の川の中を、冬馬の意識はゆるやかに逆流していった。

　そして、その流れの先に、母がいた。

　十二年前──冬馬の鈎かぎ爪づめに貫かれ、胸を血に染めた母。

　涙を流しながら冬馬の頰ほおを押さえ、母は最後に、消え入るような声で言った。

（冬馬……あなたの力は、人を傷つけるための力じゃないの。愛する人を、あなたが心から大切に思う人たちを、守るための力なの。そのために神様が与えてくれた、大切な力なの。だから、その力でみんなを守りなさい……そして──）

　目を閉じた冬馬の頰を、一筋の涙が伝わった。

（──幸せになってね）

　それが、母の最期の言葉だった。

「ああ……」

　冬馬はゆっくりと目を開いた。

　母は自分を愛していてくれた。最期の一いつ瞬しゆんまで。ただ、自分の幸せだけを願っていてくれた。

　どうして信じることができなかったのだろう。冬馬は自分が情けなかった。

「でも……」

　心にあった、大きななにかが消えたような気がする。

　十二年の間、ずっと冬馬の心を縛しばりつけていた、目には見えない鎖くさりが、今、断ち切られたのだ。

「ありがとう」

　深み雪ゆきの背中に手を回し、冬とう馬まは感かん謝しやの言葉を述べた。

　深雪がいたから、深雪が勇気を与えてくれたから、冬馬は悪夢を振り切ることができたのだ。

「君には、いつも助けてもらってばかり……」

　言いかけ、冬馬ははっと息を飲んだ。

　深雪の体に、異変が起きていた。

　深雪の体が、端々から徐々に塵ちりにかわっているのだ。

「深雪さん!?」

　まさか、という思いが、冬馬の心臓を鷲わし摑づかみにした。

（お別れ……です……）

　その一言で、冬馬は悟った。深雪が自分を救うために一体なにをしたのか。

「だめだ！」

　徐々に、しかし確実に崩れてゆく深雪の両肩を、冬馬は力いっぱいに強く摑んだ。

「死んじゃだめだ！　俺おれなんかのために君が死ぬなんて、そんなの……っ！」

　顔中を涙に濡ぬらしながら、必死に訴える冬馬。

　少し困ったように微笑ほほえんだ深雪の目にも、涙が滲にじんでいる。

（わたしも、ずっとあなたの側そばにいたかった……あなたの優しい匂においの側に……）
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　崩れ、すでに半ばまで失われつつある深み雪ゆきの両手が、冬とう馬まの頰ほおに触れた。

（ごめんなさい冬馬さん。わたし、奥さんらしいこと、なにもできませんでした）

　涙に濡ぬれた深雪の瞳ひとみが、澄すんだ水面のように揺れている。そこに冬馬が映っていた。

（もっとわたしの作った料理を食べて欲しかった……お洗せん濯たくもしてあげたかった……お部屋を綺き麗れいにお掃除して……徹てつ夜やで勉強するあなたにお夜食を作って……）

　歯を食いしばって言った深雪の目から、ぽろぽろと涙の雫しずくがこぼれ落ちた。その涙もまた、塵ちりになって消えてしまった。

（一緒にいろんなものを見て、いろんなことを感じて、嬉うれしいことも、悲しいことも、二人で分け合っていきたかった……）

「深雪さん、死なないでくれ！　消えないでくれ！　深雪っ！」

　冬馬は必死に深雪の名を叫んだ。声がかすれる程に、何度も何度も。

　しかし、その叫びも無駄とばかりに、頰に触れていた深雪の手と、冬馬がつかんでいた深雪の肩がぼろっと崩れ、冬馬の手は空むなしく空を握り締しめた。

「俺おれはまだ君になにも言ってない！　なに一つ言ってないんだ！」

　無我夢中で泣き叫ぶ冬馬の頰に、深雪が最後の口づけをした。

（幸せになってくださいね。冬馬さん）

　囁ささやくような声で言い残し、深雪の体は、光の粒子となって、消えた。

「──！」

　冬馬は声にならない叫びをあげた。自分でも、なにを叫んだのか分からない。

　ただ、冬馬があげたその叫びは、白い空間そのものすべてを、激しく震しん撼かんさせた。

　空間中に、縦じゆう横おう無む尽じんの亀き裂れつが走ってゆく。

　崩ほう壊かいしてゆく空間の中で、冬馬は、ただひたすらに叫び続けた。




　月が見えた。白と金色が混じり合ったような、不思議な満月だ。

　次に夜空と星が見えた。

　息を吸い込むと、冷たい空気が肺を冷やして、冬馬は自分があるべき世界に帰って来たことを知った。

　頰がひどく冷たいのは、流した涙が冷えたせいだろう。

　腕の中に深雪がいた。

　冬馬の胸に押し当てられている深雪の胸は、動くことがなく、服を通して感じる体温は、もはや失われている。

　冬馬は、深雪を抱く右腕に少し力を込め、そして、左手で彼女の前髪を撫なでつけた。

　深雪の表情は、ひどく穏おだやかだった。まるでうたた寝でもしているように、死というものをまるで感じさせない。

　軽く肩でも叩たたけば、すぐに目を覚ますのではないかと思える程、自然な死顔だった。

「なんでだろう。悲しくないな」

　腕の中に、物言わぬ深み雪ゆきを抱いているというのに、冬とう馬ま自身、驚おどろく程に、気持ちが落ち着いていた。

　あの白い空間の中で、悲しみのすべてを吐き出してしまったのだろうか。

──違う。俺おれは知ってるからだ。今、俺がなにをしなければいけないのかを。

　深雪の体をそっと横たえ、冬馬は立ち上がった。

　体の傷はすべて消えていた。疲労も痛みもなにも感じない。

「決着、つけなくちゃな」

　今、冬馬が為すべきこと、それはこの戦いを終わらせることだ。

「冬馬！」

　不安げな声で叫んだ相そう馬まに、軽く笑みを見せて、冬馬は歩き出した。

「ほう。帰ってきたか」

　冬馬の視線の先に、御み堂どう巽たつみはいた。彼の足元には、鷹たか秋あきが倒れ臥ふしている。鷹秋の下には血の海が広がってはいるものの、呼吸音はしっかりと聞こえているので、死んではいない。

　冬馬自身驚く程、嗅きゆう覚かくや聴覚が鋭えい敏びんになっていた。鷹秋、真ま矢や、静しず華か、相馬、そして巽。五つの呼吸音、そして心臓の音が、はっきりと聞こえるのだ。耳を澄すませば、遠くの街の音も聞こえるかもしれない。

　深雪を除いて、死者が出ていないのが救いだった。これ以上この戦いで命を落とす者が出るのは、冬馬にとって耐え難いことだ。なにより、深雪が悲しんでしまう。

「その目……心の闇やみを払ったか」

「ああ。自分でも不思議なくらい、心が静かなんだ」

　胸に手を当て、冬馬は言った。

　巽と対たい峙じした時に心を支配していたあの怒りも憎しみも、今はもう、冬の風に溶けたように、消え失うせていた。

　それはきっと、心の中に深雪がいるからだ。彼女の心と魂は、今も冬馬の中で、魂を暖め続けていてくれるのだ。

「ならばもう一度、俺に挑んで来い。月つき森もり冬馬。今のおまえならば、真なる全力を出せるはずだ。黄おう金ごん狼おおかみラグナウルフの力をな」

　巽の射い貫ぬくような視線が、冬馬に叩たたきつけられた。抑揚のない声と表情なのに、視線だけが氷の矢のように鋭するどい。

──ラグナウルフの力。

　それは冬馬にとって、この十二年間忌むべきものでしかなかった。

　静華が言っていた。なぜ冬馬が変身できないのか。それは、冬馬自身が変身することを無意識に恐れているからだと。誰だれかを傷つけることを、恐れているからだと。

　そのとおりだった。冬とう馬まはずっと恐れ、そして目をそらして逃げ続けてきたのだ。

　自分自身の力から。自分の力は悲ひ劇げきしか生まないと、そう思い続けてきた。

　しかし、今は違う。

──悲劇を生むのは力じゃない。それを振るう人の心なんだ。弱い心が、悲劇を生んでしまうんだ。

　母が教えてくれた。力は、大切な人たちを守るためにあるのだと。

　そして、深み雪ゆきが与えてくれた。怒りや憎しみに負けない、強い心を。

──俺おれはもう負けない。どんな力にも、自分自身の弱い心にも。

　冬馬は今、生まれて初めて『力が欲しい』と、心の底から願った。

　皆を守る為に。悲しみを止める為に。

　そしてなにより、自分を救ってくれた、たった一人の女性の為に。

「満月よ。俺に力を貸してくれ！」

　右手を高らかに満月に掲げ、冬馬は咆ほう哮こうをあげた。

　それは魂の咆哮だった。心と体と、そして命のすべてで、冬馬は吠ほえたのだ。

　カッ。冬馬の全身から、金色の光が吹き出し、大気が震ふるえた。風もないのに、髪がばさばさとなびき、逆立つ。

　吹き出した光は冬馬の体を包み込み、その光の中で、冬馬の姿は徐々に変化していった。

　まるでガラスが割れるように光は砕け散り、冬馬は変身を完了させた。

　彼のその体毛は、満月の光を照り返し、神々しい輝かがやきを放っている。

　黄おう金ごん狼おおかみラグナウルフ──。

　十二年の時を経て、その伝説の姿が今、この地に再降したのだ。




　相そう馬まは奇跡を見た気がした。

　金色の輝きを放つ息子の目は、穏おだやかで優しい。

「詩し織おり……」

　その目に、相馬は亡くなった妻の目を重ねずにはいられなかった。

　初めての変身で狂気を抑えられず、相馬は、従姉いとこであり親友の恋人であった人をこの手にかけてしまった。

　相馬は心に深い傷を負い、そして自棄に陥り、自分を見失った。それを救ってくれたのが、詩織だった。

　いつも側そばで優しく微笑ほほえみ、自分を支えてくれた妻。

　冬馬の目は、詩織そのものだった。そして同時に、深雪にも似ていた。

　相馬が深雪を冬馬の結婚相手として選んだのは、深雪の目に詩織を感じたからだ。

　冬とう馬まが負っていた心の傷を、癒いやしてくれるのではないかという期待があったからだ。

「詩し織おりが私を救ってくれたように、彼女が、冬馬を救ってくれた」

　相そう馬まの目から涙が溢あふれてきた。

　言葉では言い尽くせない程の感かん謝しやと謝罪の気持ちがあるのに、結局なに一つ言えなかった。詩織にも、深み雪ゆきにも。

　詩織を守れず、また、深雪もこの戦いに巻き込んで死なせてしまった。

「私は……私は……本当に、なに一つできない……人を傷つけることしかできない……」

　歯を食いしばってこらえようとしたが、だめだった。この十二年間、ずっとこらえていたものが一気に溢れてくるように、相馬の涙は止まらなかった。




　朧おぼろげな意識で目を開けた鷹たか秋あきは、そこに金色の光を見た。

　暖かく、そして強い光だ。

「月つき森もりか……」

　視界がぼやけて焦点も定まらず、はっきりとは見えないが、その強い光が月森冬馬であることだけは、はっきりと認識できた。

　立ち上がって力になりたいと思ったが、四肢を黒い光の槍やりで貫かれているので、しばらくは立つこともできそうにない。

　惨敗もいいところだった。あまりに歯が立たなすぎて、悔しさすら感じない。

「あいつに任せときゃ、大丈夫だな……」

　きっと次に目を覚ました時には、すべてが終わっているはずだ。あの金色の光なら、きっと望んだ結末を導みちびいてくれるに違いない。

　ひどく安心した気持ちで、鷹秋は目を閉じた。




　風が戻った。

　髪とマントをなびかせて、巽たつみは笑っていた。喜びと憂うれいが混ざりあったような笑みだ。

「ようやく、ようやくこの時が来た」

　両腕を広げた巽の口から、忍び笑いが漏れ始めた。やがてその笑いは高笑いへと変わり、夜の闇やみを引き裂くように、果てしなく響ひびき渡っていった。

　その声に呼応するように、ごうっと大気がうねりを上げ、突風が吹きつけた。

　その風に体毛を撫なでつけられながらも、冬馬は一歩も引かず、じっと巽を凝ぎよう視しした。

　深雪が教えてくれた。

　御み堂どう巽は哀れな男だと。悲しみを憎しみに変えなければ生きてゆけなかった、哀れな男だと。

　そのことが、今の冬馬には痛いほどに理解できた。

　御堂巽の『匂におい』。それは、憎悪と狂気にとりつかれた匂いではない。

　自らの心を、狂気と絶望という名のナイフで切り刻むことしかできなかった男の、悲しい匂においだ。

　この復ふく讐しゆう劇げきが、なんの意味もないことを一番知っているのは、巽たつみ自身に他ほかならない。

　知っていて尚なお、巽は終わらせることができないでいる。終わらせる術すべを知らないのだ。

「終わらせよう。誰だれもがそう望んでる」

　冬とう馬まが決意した瞬しゆん間かん、風が止やみ、

「死ね！　ラグナウルフ！　その金色の体毛を、真っ赤に染めてやる！」

　突如、巽のまわりに無数の青黒い光の球が生まれ、それが冬とう馬ま目がけて襲おそいかかってきた。上下左右から大気を裂いて迫ってくる。

　しかし、冬馬は慌てることなく、両方の拳こぶしで、飛来する光の球をすべて弾はじき飛ばした。

　光の球は、冬馬の拳に触れた瞬間、ほんの一瞬金色に輝かがやき、音もなく消滅した。

　多少手が痺しびれたが、何の問題もない。しかし、

──このままじゃ反はん撃げきできないな。

　巽の足元には、鷹たか秋あきが倒れている。迂う闊かつに攻めれば巻き込みかねない。

　歯は嚙がみする冬馬。その心を見透かしたのか、巽が残虐な笑みを見せた。

──まずい！

　焦り、咄とつ嗟さに身構えた冬馬だが、巽の放った言葉は意外なものだった。

「ここではまわりを気にして、存分に戦えまい。いい場所に案内してやる」

　巽はそう言って、胸の前で印を組み、術を唱え始めた。

　鷹秋を盾に攻撃されると踏んでいた冬馬は、一瞬驚おどろいたが、場所が変わるというのは、こちらにとっても有り難かった。

　バチッと、静電気が弾けるような音がして、周囲の景色が変わった。

　その光景に、冬馬は大きく目を見開いた。




　血の匂いがする。生臭い、嫌な匂いだ。

　冬馬と巽が立っているのは、真っ赤な空間だった。二人以外には、誰もなにも存在していない。ただ、『赤』だけがどこまでも広がっている不気味な空間。

　血よりも濃こいその『赤』に、冬馬は悪寒を覚えた。空間そのものに、言いようのないプレッシャーを感じるのだ。

　胃が締しめ付けられるような感じがして、吐き気がした。

　一方の巽は、両腕を大きく広げ、恍こう惚こつとした表情で笑っている。

　もしかしたらこの空間そのものが、巽の心を具現化したものなのかもしれない。

──先手を取って決める！

　吐き気をこらえながら、冬馬は意識を鈎かぎ爪づめに集中させた。その鈎爪が光を放ち、ばちばちと金色の火花を散らす。

　巽たつみ目がけ鈎かぎ爪づめを振るうと、鈎爪から光が迸ほとばしり、巽を直ちよく撃げきした。

「どうだ！」

　しかし、直撃のはずなのに、光は音もなく弾はじけて四散しただけだった。

　巽はまるで何事もなかったかのように、恍こう惚こつとした表情を崩さず、あらぬ虚空を見つめている。と──。

「ヒャハハハハッ！」

　次の瞬しゆん間かん、一変して狂気じみた笑い声をあげて、巽が冬とう馬まに向かって腕を突き出してきた。刹せつ那な、鈍い衝しよう撃げき波はに打ちのめされ、冬馬は弾き飛ばされた。

「くそっ！」

　必死に体勢を立て直そうとした冬馬だが、

「ぶっ潰つぶれろよ」

　巽が広げた掌てのひらをギュッと閉じた瞬間、八方から冬馬を押し潰そうと、強烈な圧力が襲おそいかかってきた。

「うあああっ！」

　体がバラバラになりそうな激痛に、冬馬は苦く悶もんの声をあげた。筋肉と骨が軋きしみをあげている。

「この程度で負けてたまるかあっ！」

　力を振り絞り、冬馬は全身から金色の光を放って、その重圧を弾き飛ばした。しかし、やったと思ったのもつかの間、すぐにまた重圧に取り込まれてしまった。しかも、先程よりも遥はるかに強烈な重圧だ。

「ちく……しょうっ！」

　負けまいと歯を食いしばると、涙が出てきた。

　まさか巽の心で吹き荒れている暗い嵐あらしが、これ程とは思いもしなかった。

　三十年という長い年月の間で培われてきた、巽の負の心は、冬馬の想像を遥かに越えていたのだ。

「負けられない……俺おれは負けられないんだっ！」

　ここで負ければ、深み雪ゆきの想おもいがすべて無駄になってしまうのだ。死ぬことよりも、そのことの方が怖かった。

　唐突に、重圧が消えた。

　痛みに顔を歪ゆがめながら巽を見やると、巽は、楽しそうに右手の人差し指を振りながら、鼻歌を歌っていた。

　その人差し指の先に、小さな赤い火が灯ともっているのが見えた。

　不吉な気配を感じて、冬馬は反撃に出ようとしたが、それよりも早く、巽は右手をピストルのように構え、こちらに向かって火の灯った人差し指を突き付けて、

「ばん」

　子供が遊ぶように、引き金を引く真似まねをした。

　次の瞬しゆん間かん、冬とう馬まの全身を、紅ぐ蓮れんの炎が包み込んだ。

「ぐあああああっ！」

　絶叫をあげて、冬馬はもがいた。体の芯しんから焼き尽くされるような、異常な熱だ。

　しかし、その地獄の苦しみも、長くは続かなかった。意識が真っ白に弾はじけ、なにも感じなくなったのだ。

　体中からスッと力が抜け、心と体が、急に楽になった。

──俺おれは死んだのか。

　自問してみたが、答えは出ない。

　その時、耳元でざわめきが聞こえた。最初なにかは分からなかったが、よく耳をすませてみると、それは人の声だった。

　たくさんの人の声。

（モウオワラセテクレ）

（アイタイヨナツミ）

（ダレモキズツケタクナインダ）

（モウイヤナンダ）

（ソウマヲクルシメタクナイ）

（タスケテナツミ）

（タスケテダレカ）

（タスケテ）

（タスケテ）

（タスケテ）

「この声は……！」

　たくさんの人間の声ではない。たった一人の男の声が、同時に聞こえたのだ。

　それは御み堂どう巽たつみの声にほかならなかった。

　冬馬は悟った。

「この空間は、御堂巽の心が具現化したものなんかじゃない。御堂巽の心、そのものなんだ」

　空間を隔離する術だとばかり思っていたが、それとは完全に性質の違うものだ。

　冬馬は、巽の心の中に引きずり込まれていたのだ。

「振り払うんだ！」

　冬馬は吠ほえた。

　と、薄うすれかかっていた意識が覚かく醒せいし、炎を通した遥はるか前方に、巽の姿が見えた。

　体を焼く熱さが戻ってきたが、「耐えられる！」と冬馬は歯を食いしばり、拳こぶしを握り締しめ、懸けん命めいに苦痛と戦った。

「ここは心の世界なんだ！　心を強く持てば、決して負けない！」

　そして今自分なら勝てるはずだ、と、冬とう馬まは確信した。

　御み堂どう巽たつみの憎悪と狂気は、想像を絶する程に強大だ。しかし同時に、ガラスよりも脆もろいものなのだ。

　それになにより──。

「俺おれは一人じゃない！　俺の側そばには、彼女がいてくれるんだ！」

　すべての理屈を捨て、冬馬は無心となった。

　無心となり、からっぽの意識で深み雪ゆきのことだけを思った。

（冬馬さん）

　声が聞こえた。心の底で。

（二人で一緒に、あの人を苦しみから解放してあげましょう。そして、帰りましょう。みんなの所へ）

　心の底で聞こえるその声に、冬馬は強く頷うなずいた。

　力が体中を駆かけ巡ってゆく。二人分の熱い力だ。

　両腕を振るい、冬馬は全身を包んでいた紅ぐ蓮れんの炎を吹き散らした。

「ゆくぞ！　御堂巽！」

　高らかに吠ほえた冬馬の体が、眩まばゆい金色の光を放ち始めた。光はぐんぐんと膨ふくれ上がり、やがて、白い光へと変わった。

「な、なんだっ！　あの光は!?」

　その光に照らされた巽が、両手で頭を抱えて、狂ったように激しく振り始めた。

　脅えているのだ。光に。

「く、来るなあっ！　溶ける！　俺が溶けちまうっ！」

　恐怖に顔をひきつらせた巽の顔には、幾つもの深いしわが刻まれていた。

　力のすべてを身に纏まとい、冬馬は巽目がけて飛ひ[image: 翔]しようした。

　赤や黒、無数の光の球が飛んで来たが、そんなものはもはや敵ではない。光の球は、冬馬に触れることすらできず、次々に弾はじけて消えた。

「来るなあああああっ！」

　巽が絶叫をあげながら赤い防ぼう御ぎよ壁へきを作り出した。しかし、それも最後のあがきにすぎない。

「おおおっ！」

　雄お叫たけびとともに突き出された冬馬の拳こぶしは、巽の防御壁を粉々に粉砕して、そのまま、巽の胸に突き刺さった。

　そこから、どす黒い血がまるで濁だく流りゆうのように吹き出し、冬馬の体に降り注いだ。

　しかしその血は、冬馬の体が放つ光に焼かれ、一いつ瞬しゆんにして蒸発した。

　突き刺した腕に、力と想おもいのすべてを込めて、冬とう馬まは咆ほう哮こうをあげた。

「あんたの求めているものは、復ふく讐しゆうなんかじゃない！　自分で自分を傷つけても、誰だれも救われない！　吐き出すんだ！　すべての憎しみを！」

　その咆哮は、深紅の世界すべてを揺さぶり、そして、冬馬の腕から吹き出した光が、深紅の世界全体に広がっていった。

　白と金。二つの混じり合った光が、深紅の世界を光の世界につくりかえてゆく。

　金色の光は、純粋な破は壊かいの力であり、そして純白の光は、浄化の力だ。

　巽たつみより生まれた、強大な魔ま力りよくと強大な憎悪。この世界を支配するその二つの力を、冬馬の光は同時に打ち砕き、そして清めたのだ。

　巽の震ふるえる両手が、冬馬の腕をギュッと握り締しめた。赤子よりも弱々しい力で。

　その頰ほおを、涙が伝っていた。

　涙を流しながら、なにかを言おうと口を動かした巽だったが、声にはならなかった。それでも、冬馬にははっきりと聞こえた。巽の最後の言葉が。

「やっと逢あえる」と──。

　それが御み堂どう巽の、最後の言葉だった。

　そして巽の体は、光に溶けるようにゆっくりと消えていった。眩まばゆい塵ちりとなって。




[image: ]

　地上から光が吹き上がり、そこに光の柱を作り出した。

　境けい内だいの中央に生まれたその光の柱は、まるで地上と月を繫つなぐ橋のようだ。

　光の柱はすぐに消え、飛び散った粒子が中空に舞った。

　その姿は、さながら季節外れの蛍のようだ。光の蛍たちは、まるでなにかから解き放たれたかのように、自由に空を踊っている。

　光の柱の消えたその後に、一人の青年が立っていた。

　光の蛍たちが、青年──月つき森もり冬とう馬まの横顔を、くっきりと照らし出している。

　大きく息を吐き出し、冬馬は振り返った。その視線の先には、深み雪ゆきの姿がある。

「冬馬」

　冬馬が静かに深雪を見つめていると、後方から、相そう馬まの声がした。その横には、意識を取り戻した静しず華かの姿もある。

「親父おやじ……姉様……」

　冬馬は、二人に、戦いが終わったことを告げた。

「終わったよ。御み堂どう巽たつみは、もういない」

　それだけを伝え、冬馬は、二人に背を向け、深雪の許もとへと向かった。

　相馬は沈痛な面持ちで一度「そうか」と頷うなずいただけで、なにも聞き返そうとはせず、ただ、じっと目を伏せていた。巽の死を悼んでいるのか、それは分からなかった。きっと様々な複雑な思いがあるのだろう。

　静華も一言、無表情に「ご苦労だった。よくやった」と言っただけだ。

　いつもどおり無愛想な姉の姿に、冬馬は安心感を覚えた。

　深雪の前に来た冬馬は、身を降ろし、そっと彼女の冷たい体を抱き起こした。

「やっぱり……軽いな……」

　大学の階段で、初めて彼女を抱いた時のことを思い出し、冬馬は苦笑した。

　深雪と出会ってから、まだほんの十日ばかりの時しかたっていない。しかし、冬馬の中での深雪の存在は、かけがえのない大きなものになっていた。

　しかし冬馬は、その想おもいを一度も彼女に伝えたことはなかった。支えられ、励まされ、助けられてきただけだ。

「男は好きな女を守らなきゃいけないんだ」

　随分昔に観みていた、テレビドラマに出てきた台詞せりふだ。そのドラマの内容はよく覚えていないが、この台詞と、もう一つの台詞だけは、なぜかはっきりと記き憶おくに残っている。

「愛の告白は、男からするもんだ」

　それが印象に残っている、もう一つの台詞だ。

　今にして思えば、どちらもくさくて恥ずかしい台詞だ。しかし、

「くさくても恥ずかしくてもいい。俺おれは君に、自分の気持ちを伝えたい。そして、ずっと守ってゆきたい」

　深み雪ゆきの頰ほおと、頰にかかった髪に触れながら、冬とう馬まは言った。

「俺おれの力は、大切な人を守るためにある」

　母が残してくれた最後の言葉を再び思い起こしながら、冬馬は、左手の親指を軽く深雪の唇に押し当てた。

　その指に伝わる感触は冷たい。命という名の熱を失った、冷たい唇だ。

「俺からキスするのは、初めてだけど」

　冬馬は目を閉じ、冷たい深雪の唇に、優しく唇を重ねた。

──還かえって来てくれ。

　ただそれだけを願い、冬馬は自らの力のすべてを、深雪に与えるべく解き放った。

　冬馬の体が淡い光に包まれ、その光からたくさんの光の蛍たちが生まれ、宙に踊った。

　その光の一粒一粒が、冬馬の力と祈りとが作り出した、命の結晶なのだ。

　冬馬は誰だれに教えられることなく知っていた。

　自分の力を引き換えにすれば、深雪を甦よみがえらせることができるはずだ、と。

　月夜を踊った光の蛍たちは、次々に深雪の体に舞い降り、そして彼女の中に染み込むようにして、消えていった。

　深雪だけではない。相そう馬まや静しず華か、そして鷹たか秋あきたちにも光の蛍は降り注ぎ、彼らの傷を癒いやした。

「暖かい光だな……」

　光の蛍の一つを指先に載せ、静華が柔らかい表情で呟つぶやいた。

「信じられん……ラグナウルフにこんな能力があったというのか……」

　相馬は驚おどろきを隠せないという顔で、冬馬を見つめている。その相馬の肩を叩たたく者がいた。

「違うんじゃないですか。これはきっと冬馬自身の力ですよ」

　相馬の肩を叩いたのは、静しず馬まだった。黒いロングコートの片方の裾すそが、風に乗って揺れている。左腕の再生も終わらぬうちに、駆かけつけてきたのだ。

「だが、死者を甦らせる程の力を使えば、冬馬はもう二度と……」

「ええ。けど、冬馬にとっては、願ったり叶かなったりかもしれませんよ」

　静馬が笑うと、相馬もまた「そうだな。その方が詩し織おりも喜ぶだろう」と、目を閉じて笑った。

　目を覚ました鷹秋と真ま矢やも、冬馬たちの方を見つめている。

　皆が、冬馬と深雪を見守っていた。

──還って来てくれ。みんなが君を待ってる。

　冬馬が、心の中で祈るように呟いた時、

　トクン。小さな鼓動が、一度、冬馬の耳じ朶だを打った。

──君は幸せになってくれって言ったけど、俺の幸せは、君が側そばにいてくれることなんだ。だから……。

　トクン。トクン。トクン。小さく、しかし正確に、深み雪ゆきの心臓が脈を打ち始めた。

　重ねた唇にも徐々に温ぬくもりが戻ってゆく。

　そして、唇を離した冬とう馬まの目に映ったのは、穏おだやかに眠る、深雪の寝顔だった。その頰ほおは、ほんのりと桜色に染まっている。

　奇跡は起きたのだ。ラグナウルフとしての、すべての力と引き換えに。

　それは『死の奇跡』などではない。正真正銘の『奇跡』であった。

──目覚めたら、「おはようございます、冬馬さん」って笑って欲しいな。

　明日の朝の、深雪の笑顔を思い浮かべながら、冬馬の意識はゆっくりと薄うすれていった。




　輝かがやく月の下、光の蛍たちが、眠る二人を包み込んでいた。













　　　　エピローグ







　瞼まぶたの向こうから染み込んでくる白い光に、冬とう馬まは「うーん」と唸うなって顔をしかめた。

　せわしくスズメたちが鳴いている。いつもの朝の訪れだ。

「まだ起きたくないなあ」

　一度薄うす目めを開けた冬馬だが、まどろみがたまらなく気持ちよくて、ムニャムニャと目を閉じた。

（起きて下さい。冬馬さん）

　耳元で甘い声が囁ささやいた。そのくすぐったさに、冬馬はへらへらとしまりのない顔で笑った。

　再び薄く目を開けると、真っ白い朝日を浴びながら微笑ほほえんでいる深み雪ゆきの顔が見えた。

「深雪さんだあ……」

　深雪の絹のような髪が、朝日にキラキラと輝かがやいている。その髪に触れたくて、冬馬が手を差し伸べると、

「血迷うな。愚か者」

　どすっ。

「はぐっ！」

　腹に痛烈なひじ打ちが落ちてきた。半眠状態だった冬とう馬まは、一発で目覚めた。

　目を剝むいて跳び起きると、ベッドの横に、こめかみをひくつかせながらタバコをふかしている静しず華かの姿があった。

「ね、姉さん？　なんでここに？」

　冬馬が問うと、

　じゅうっ。おもむろに、タバコの火を右手の甲に押し付けられ、

「うあぢゃあああっ！」

　冬馬は、家中に響ひびくような絶叫をあげた。

「こ、根性焼きはあんまりだ……」

　目に涙を滲にじませながら、見事焦げた手の甲にふーふー息を吹きかけていると、

「起きぬけから寝ぼける奴やつが悪い」

　静華は憮ぶ然ぜんとした口調で言って、タバコを口に運んだ。

──起きぬけにぼけるから、寝ぼけるって言うんじゃないのか？

　などと思った冬馬だが、そんなことを言ったら今度は額ひたいにタバコを押し付けられてしまうので、黙だまっていることにした。

「で、姉様、なんでここに？」

「おまえがいつまでも起きてこないから、様子を見にきてやったんだ。感かん謝しやしろ」

「え……？」

　冬馬が眉まゆ根ねを寄せると、静華が、「おまえは四日も眠りっぱなしだったんだよ」と教えてくれた。

「四日も……」

　額に手を当てながら、冬馬は記き憶おくを整理した。

　御み堂どう巽たつみとの戦いに終止符を打って、深み雪ゆきを甦よみがえらせたところまでは覚えている。が、それが冬馬の記憶の最後だった。

　あごを触ってみると不ぶ精しよう髭ひげが中途半端に伸びていた。四日眠り続けたというのは、本当らしい。

「そうだ！　深雪さんは!?」

　深雪のことを思い出し、冬馬ははっとなった。深雪が息を吹き返したことは覚えているが、目覚めるのを見たわけではない。

　無事に目覚めたかどうかが気掛かりだ。

　静華に訊きくと、「深雪ちゃんなら下にいるよ」という答えが返ってきた。

　話によれば、深雪は翌日には目覚め、それからはこの家にとどまり、静華と一緒に冬馬の看病をしてくれていたという。

「そうか。良かった……」

　冬とう馬まが安あん堵どの息をつくと、

「一人で安心するな。元気に朝飯食う姿見せてさっさと彼女を安心させてやりな。あの娘こだってずっとおまえの心配してたんだよ」

　静しず華かに、「ふーっ」とタバコの煙を吹きかけられた。

「ああ。そうするよ」

　咳せき込みながらベッドを降りた冬馬は、いまいちおぼつかない足取りで部屋を出た。

　四日も眠り続けたせいで、体がなまりきっているようだ。

　階段を降りてゆくと、みそ汁のいい匂においがした。

　深み雪ゆきが作ったみそ汁の匂いに間違いない。もう匂いもすっかり覚えてしまった。

　深雪と過ごした十日余りの日々。冬馬の朝は、いつもこの匂いから始まった。

　朝目覚めると笑顔でおはようの挨あい拶さつをしてくれる人と、暖かいみそ汁がある。それが、なににも代えられない幸せなことだということを、冬馬は深雪に教えられたのだ。

「おはよう」

　キッチンへ入り、笑顔で言った冬馬だったが、返ってきたのは静寂だけだった。

「あれ……？」

　キッチンに深雪の姿はなかった。

　コンロの上にはナベに入ったみそ汁が。そしてテーブルの上には、納豆に焼き魚といった、純和風の料理が並んでいる。

　コーヒーカップの載った下皿には、角砂糖が四つ並べてある。

　いつも深雪が座っていたイスには、ウサギ柄のエプロンがたたんで引っかけてある。

　いましがたまで、深雪がいた証拠だ。

「深雪さん……ゴミ捨てにでも行ったのかな……？」

　首を捻ひねった冬馬は、テーブルの上に白い封筒を一つ見つけた。

　手にとってみると、封筒には『冬馬さんへ』と書いてあった。深雪の字だ。

「……？」

　訝いぶかしみつつ中を開けると、中には二枚の紙切れが入っていた。

　その一枚を広げ、冬馬は絶句した。

　それは離婚届だった。

　食い入るように見ると、そこには深雪のサインが書かれ、印いん鑑かんが押されていた。

「なんだよ、これ!?」

　冬馬は、乱暴な手つきで丁寧に二つ折されたもう一つの紙を広げた。

　もう一枚は、深雪からの手紙だった。

　その内容に、冬とう馬まは愕がく然ぜんとなった。そして憤いきどおりを覚えた。

　席につき、手紙と離婚届を置いた冬馬は、テーブルをドンと叩たたいて唇を嚙かんだ。

　深み雪ゆきの手紙には、こう記されていた。

『ごめんなさい。冬馬さん。

　お義父とう様から聞きました。わたしを生き返らせるために、冬馬さんがラグナウルフとしての力を失ってしまったと。

　大切な血を絶やさない為に選ばれたわたしが、結果としてその血を絶やさせることになってしまいました。

　もうわたしには、妻でいる資格はありません。

　本当ならば、面と向かってあなたに謝あやまらなければならないのですが、その勇気が、わたしにはありません。

　会えばきっと辛つらくなってしまうから。

　どうか、このまま去ることをお許し下さい。

　あなたと過ごした時間。短い間だったけれど、本当に楽しかった。

　立派な獣じゆう医いさんになって下さいね。

　朝ごはんは毎朝しっかり食べて下さいね。

　本当にごめんなさい。さようなら。




　追伸　真ま矢やから話を聞きました。弟に代わって謝らせて下さい。ご迷惑をおかけしました』

「なんで、なんでそういう風に考えちゃうんだよ!?」

　悔しくて歯は痒がゆくてしょうがない。

　深雪は大きな勘違いをしている。

「こんな見損ない方、やめてくれよ……」

　腹立たしいやら情けないやらで、冬馬が頭を抱えていると、

「ん？　深雪ちゃんは？」

　静しず華かがキッチンへ入ってきた。

　冬馬は無言で、深雪の書いた手紙を静華に渡した。

　手紙に目を通した静華は、

「どうりで、ずっとなにか思い詰めてるような顔してると思ったら……」

　小さく息を吐いた。

「ま。しょうがないな。全部おまえのせいだ」

　静華は冬馬に手紙を返した。

「なんで、あの娘こがこんな風に考えるのか、おまえには分かるか？」

「……分からないよ」

　冬とう馬まは拗すねたように答えた。

　深み雪ゆきは、自分を救うために命を捨ててくれた。そして自分も、彼女の意志に報いるために命いのち懸がけで戦った。

　心と心が、通じ合ったはずだった。なのに深雪には、自分の気持ちは伝わってはいなかったのだ。

「分からないなら教えてやるよ。言葉にしなくちゃ伝わらないこともある。それだけの話だよ」

　テーブルの脇わきに置いてあった新聞を手に取ると、静しず華かはそれで冬馬の頭を軽く叩たたいた。

　しばし、呆ぼう然ぜんとしていた冬馬だったが、

──言葉にしなくちゃ伝わらない……。

　静華の言葉を頭の中で反はん芻すうして、自分を振り返ってみた。

　思い返してみれば、自分は、深雪に対して、彼女が喜ぶような言葉をかけたことがあっただろうか。

　普段の深雪はいつも笑顔だった。だから冬馬自身、そういったことに関しては、まるで無む頓とん着じやくになっていた。

　いつごろから、深雪を『いきなり奥様』から、一人の女性として想おもうようになったのか、冬馬自身にもよく分からない。

　が、その想いを言葉として彼女に伝えたことは、彼女が意識を失っていた時以外にはない。

「俺おれって、とんでもないバカだったのかもしれないな……」

「いまごろ気づくあたりが、バカな証拠だな」

　冬馬が呟つぶやくと、容赦のない言葉が静華から飛んできた。

　反論の余地はない。

「正直に伝えればいいんだよね。俺の気持ちを……」

「どのみちおまえの頭じゃ、浮いたセリフなんて思いつきやしないだろ？」

「まあね」

　苦笑いが漏れる。確かに、浮いたセリフなんて言おうものなら、舌を嚙かんでしまうだろう。

「俺、彼女の所に行くよ」

　決意を胸に立ち上がった冬馬は、その手で離婚届をぐしゃっと握り潰つぶした。

「車まわしといてやるよ。一分で着替えてきな。今ならすぐに追いつけるだろ」

　ポケットから車のキーを取り出し、指でクルクルまわしつつ静華も席を立った。

「ありがとう姉様。けど、追いつかなくていいよ。先に行きたい所があるから」

「どういうことだ？」

　眉まゆをひそめる静華。

　冬馬は小さく笑っただけで、答えなかった。




「すっごく美味おいしいです！　静しず馬まさんって、お菓子作り上手なんですね！」

　白いベッドの上で、静馬の焼いたアップルパイを頰ほお張ばりながら、睦むつ美みは無邪気な笑顔を見せた。

「趣しゆ味みなんですよ。独身男の休日の暇つぶしです」

　すっかり元気になった南なん原ばら睦美の姿に、静馬は顔をほころばせた。

　南原鷹たか秋あきの妹・睦美は、『院いん』で治ち療りようを受け、先日意識を取り戻した。

　昨日から、病院で入院生活を送っている。まだ下半身にマヒが残っているのだ。が、それも直じきに治るらしい。

　静馬の失われた腕も、既に治療を終え、復元している。

　今日は、鷹秋に、御み堂どう巽たつみの手下になった処遇についての報告を兼ねて、睦美の見舞いにやって来たのだ。

　ヨゴレ者に対しては、容赦のない処置を下すことが多い『院』だが、今回の鷹秋については罰を免れることになった。

『院』で高い地位を持つ、相そう馬まが動いてくれたおかげだ。

　深み雪ゆきの弟・真ま矢やについても同様だ。

　が、さすがに無罪放免というわけにはいかず、二人とも、静馬の指揮の下、当面の間『院』で働くこととなっている。

「静馬さんって、彼女とかいないんですか？」

「いないんですよ。全然モテなくて」

　静馬ははたはたと手を振った。が、その返事は、真実ではない。

　静馬の携帯電話のメモリーに登録されている番号は、九割が女性のものだったりする。

「だったら、あたし、立候補しちゃおうかなあ」

　睦美は楽しそうに笑った。笑顔の似合う少女だ。

　鷹秋が、彼女を救うために御堂巽の言いなりになっていた訳も、よく分かる。

　助けられて良かったと、静馬は心の底から思う。

「静馬さんって、年下嫌いですか？」

「下すぎるだろうが」

　鷹秋が、花瓶を抱えて病室に入ってきた。静馬が持ってきた花を生けてきたのだ。

「いいの！　恋愛に年なんて関係ないもん。お兄ちゃんは黙だまっててよ」

「中学生がナマ言うな」

「ふんだ。自分に彼女がいないからって、八つ当たりしないでよね」

「なにい？」

　静馬の目の前で、鷹秋と睦美は兄妹ゲンカを始めてしまった。

　ほほえましいやりとりに苦笑しながら、静しず馬まは窓の外に目をやった。

　晴れ晴れとした水色の空には、薄うすい雲がたなびいている。

　差し込む日差しは、冬の終わりと春の訪れを予感させるように、ほのかに暖かかった。




　古めかしい荘そう厳ごんな門構えが、冬とう馬まの眼前にそびえ立っている。

「うわー立派な家だな」

　山の麓ふもとに建てられた柚ゆず本もと家は、大きな日本庭園を持つ名家だ。冬馬は門構えだけで圧倒されてしまった。

「今さらひるむな。覚悟は決めてきたんだ」

　前髪を後ろに撫なでつけて、冬馬はネクタイをなおした。

　ただでさえ緊きん張ちようしているというのに、久しぶりに着たスーツが、緊張に拍車をかけている。

「もう帰ってきてるよな」

　静しず華かの車でここまで送ってもらった冬馬だが、寄る所があった上に、静華が道を間違えたせいで、ここにたどり着くまで半日かかってしまったのだ。

「青あお葉ば城じようが見えてきた時はびっくりしたよなあ」

　深み雪ゆきの実家は神奈川にあるのだが、冬馬と静華は仙せん台だいまで行ってしまったのだ。

「仙台に着くまで気づかなかった俺おれも俺だけど……」

　頭の中が深雪のことで一杯になっていたせいで、全然気づかなかったのだ。車窓の外を流れる景色も、まるで目に入っていなかった。

「ふん。地元オンリードライバーの実力をみくびるな」

　仙台に着いた時の、静華のセリフだ。その意味は不明だが、深くは追及しなかった。

　その地元オンリードライバーの静華は、車の中で待っている。その静華からは、

「あたしだってあの娘こを気にいってるんだ。死んでも連れ戻してきな。なんならその場で、腹に一発ガキでも仕込んでこい」

　という心強い応援の言葉を貰もらった。

　耳の裏をかいて苦笑しながら、冬馬は右手に持った花束に目をやった。

　途中花屋に寄ってもらい、買ったものだ。

　赤、白、紫と、色彩豊かな花束だ。

　冬馬は花に関しては無知なので、静華に選んでもらったものだ。かなり色々な種類があって豪華なのだが、冬馬にはバラとカスミソウ以外の名前は分からない。

──女の人に花束渡すなんて、生まれて初めてだよな。

　そう考えると、余計に緊張してしまう。

　汗ばむ手を握り締しめて、冬馬はインターホンを押した。

「しっかりしろ、俺。自分の素直な気持ちを伝えれば、それでいいんだ」

　自分に言い聞かせ、はやる気持ちを押さえようと深呼吸していると、門が開いて人が出てきた。

　一いつ瞬しゆん、深み雪ゆきが出てきたのかと期待した冬とう馬まだったが、出てきたのは真ま矢やだった。

「うっ」

　気まずい思いがして、冬馬は一歩後ずさった。

　初対面の印象が強烈すぎたせいで、冬馬はこの少年が苦手になっていた。

　真矢は、怖いほどの冷淡な目で、じっと冬馬を見つめている。ある意味睨にらまれるよりも怖い。

　なんと声をかけていいのか分からずに、冬馬が引きつった笑顔を浮かべていると、

「遅い」

　と、ひどく不機嫌な声で言われた。

「姉さんなら裏庭にいる」

「あ、ありがとう」

　礼を言う冬馬と顔を合わせようとはせず、そっぽを向いたまま、真矢は門を開けてくれた。

──嚙かみ付かれないよな。

　などと思いながらも、冬馬は恐る恐る中に入った。

　入るとすぐに大きな池が見えた。あちこちに年季の入った灯とう籠ろうなども立てられている。まるで高級旅館のような、純和風の庭園だ。

「り、立派な家だね」

　表情と同じく引きつった声で真矢に話しかけたが、無視されてしまった。沈ちん黙もくが痛い。

「えっと、裏庭……だよね？」

「二度も同じことを言う趣しゆ味みはない」

　不自然に明るい口調で、もう一度声をかけた冬馬だったが、やはりあっさりと会話は打ち切られてしまった。

　これ以上は無駄と思い、なるべく後ろを振り向かないようにして、冬馬は歩き出した。

　古い平屋だが、広くてしっかりした造りの木造の母屋の横手を通り過ぎ、冬馬は裏庭を目指した。

　立派な桜の木がいくつも並んでいる。春には自宅で花見ができそうだ。

　過去に一度訪れたことのある場所なのだが、記き憶おくには残っていない。

　しばらく歩くと裏庭に出た。山に通じているらしく、夜のそよ風に乗って緑の匂においがした。

「懐なつかしい感じがするな」

　この場所は見覚えがあるような気がする。そんなことを考えながら感慨深げに周囲を見回すと、大きなケヤキの木が見えた。

　その下に、深雪が立っていた。目を細めて、夜空を仰いでいる。

　淡い月光を浴びている彼女の横顔は、少し儚はかなげで、美しい。

　声をかけることも忘れて、冬とう馬まはその姿に魅み入いられていた。

　風が吹き、なびく髪を手で押さえた深み雪ゆきが、こちらを向き、目が合った。

「あ……」

　なにか言おうとした冬馬だったが、頭の中が真っ白になって、なにも言葉が出ない。

　一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような顔をした深雪だったが、その表情はすぐに悲しげなものに変わってしまった。

「深雪さん……」

「……」

　応こたえず、悲しげな顔のまま、深雪はうつむいてしまった。

　深雪が思い詰めていることは、彼女の書いた手紙で分かっていたはずだが、やはり直じかに彼女の悲しそうな顔を見てしまうと、冬馬も胸が苦しい。

　深雪はうつむいたまま、そして冬馬は声をかけられないまま、しばしの時が流れた。

「離婚届、提出してきたよ」

　意を決し、冬馬は口を開いた。

　深雪の肩が、ピクッと小さく震ふるえた。

　静しず華かに頼んで、市役所に寄ってもらったのだ。

「俺おれと君は、もう夫婦じゃない」

「……お手数をおかけしました」

　軽く目を閉じると、深雪は顔上げてその目を開いた。そして微笑ほほえんだ。

「やっぱり、ちゃんとお別れの挨あい拶さつ、しなくちゃですよね」

　言った深雪の目の端には、涙が浮かんでいた。

「お別れしに来たんじゃないんだ」

「……」

「俺は、自分の気持ちを君に伝えに来たんだ。えーっと……」

　冬馬は頭をかきながら、言うべき言葉を探した。

　正直な気持ちを素直に伝えればいい。そう思っていたのだが、正直な気持ちを言葉にすることは、簡単なようで難しいことだった。

　好きだと言えばいいのか。愛してると言えばいいのか。

　どちらも深雪に対する冬馬の気持ちであることは間違いない。が、その言葉では、自分の気持ちを伝えるには足りない気がする。

　冬馬が唸うなっていると、それまで不安げな顔をしていた深雪が、くすくすと笑い出した。

「冬馬さんの癖くせですね。頭をかいて唸るの」

「え？　ああ、そう……なのかな？」

　言われて初めて気がついた。確かに、悩む時は、頭をかきながら唸っていることが多いような気がする。

　そう考えている間も、冬とう馬まの手は頭をかき続けていた。

　冬馬の反応が面白かったのか、深み雪ゆきは涙を浮かべたまま、笑い続けている。

　つられて冬馬も笑った。

　指先で涙を拭ぬぐいながら笑っている深雪を見るうちに、冬馬はようやく伝えるべき言葉を、見つけることができた。

「深雪さんは、俺おれの大切な人だ」

　言って、冬馬は花束を深雪に差し出した。

　笑いを止めた深雪は、きょとんとした顔で花束を見つめている。

「誰だれよりも大切な人なんだ」

　冬馬が深雪に伝えたかった気持ちは、愛情だけではない。過去の傷から、絶望と死の淵ふちから、そして家族を救ってくれたことへの、感かん謝しやの思いだ。

　その二つの思いを込めて、冬馬は『大切』という言葉を使ったのだ。

「離婚届を提出したのは、誰かが勝手に決めた結婚なんて、やっぱり間違ってるって思ったからなんだ。変身能力がなくなったから恨んでるとか、そんなことはないんだ」

「冬馬さん……」

　一度拭った深雪の目に、再び涙が浮かんできた。今にも溢あふれそうな、一杯の涙だ。

「今度は、二人で決めた結婚をしよう」

　右手で花束を持ちつつ、冬馬は左手でスーツの内ポケットから、一枚の紙切れを取り出し、深雪に見せた。

　それは、婚姻届だった。

　その婚姻届には、冬馬の署名と捺なつ印いんが記されている。

　離婚届を提出した際に、市役所で貰もらってきたのだ。

「まだ俺は半人前だから、この婚姻届も形だけのものだけど、いつか二人で一緒に、提出しに行こう」

　精一杯の気持ちを込め、冬馬は涙に濡ぬれた深雪の瞳ひとみを、じっと見つめた。

　深雪の瞳に映る冬馬の顔は、涙のせいで大きく歪ゆがんでいる。

　両手で口元を覆おおい、涙を零こぼしながら、深雪は頷うなずいた。

「わたし、冬馬さんを好きになって良かった……」

　そして、差し出した花束を受け取ってくれた。

　かなり大きめの花束なので、小柄な深雪は、両手で抱き抱えるようにして持っている。

「とっても綺き麗れいです」

　花に顔を近づけて、深雪は香りを楽しんでいる。

「……良かった」

　そこで冬とう馬まの緊きん張ちようの糸は切れた。一度大きく息を吐き出すと、どっと汗が吹き出してきた。背中の汗が気持ち悪い。

──結局、浮いた言葉は出なかったな。さすがは俺おれだ。

　我ながら妙な納得の仕方だと、呆あきれまじりに感心していると、

「わたし、元気な赤ちゃんたくさん生みます」

「へ？」

　唐突に言われ、冬馬は固まった。

「サッカーチーム作れるくらいに、たくさん生みます。あ、でも、サッカーチームって、何人だったかしら？」

　いたく真剣な顔で悩む深み雪ゆき。冬馬は強こわばった声で、「あの……深雪さん？」と声をかけたが、深雪の耳には届いていない。

「二人で頑張って、大家族スペシャルに出ましょうね」
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　大きな花束を抱いて、一人うんうんと頷うなずく深雪を見やりながら、冬馬は、

──やっぱり、ペースを持ってくのは彼女の方なんだよな

　と、苦笑した。

　しかし、それでも構いはしないのだ。二人で同じ道を歩めれば。

　冬馬は、欠けてゆく十九夜の月を仰ぎながら思う。

──もう、大丈夫。

　やがて月は満ちて、満月となって頭上に輝かがやくときが来る。

　ずっと忌み続けてきた満月。しかし、もう忌むことはないだろう。

「なにしろ俺おれには、月の女神がついてるんだからな」




　優しい月の光が、二人を照らしていた。













　　　　あとがき







　まず始めに、『志し村むらさんはいつもよからぬことばかり考えているのですか』という質問を読者の方から戴いただきましたので、この場を借りてお答えします。

　よからぬことばっかり考えてます（笑）。




　とゆーことで、志村一かず矢や（雄・雑種・黒毛）です。

　お金が無くて、ゲームとかマンガが色々買えず、その代わりに空想ばっかりして遊んでいたら、気づくと小説家を目指していたという困った奴やつです。

　ちなみに趣しゆ味みは犬の散歩。将来の夢は可愛かわいいお婿さん（誰だれかもらって）。




　さて、『月と貴女あなたに花束を』です。方々でタイトルを誤植されまくりました（笑）。

　経験も浅く、深いテーマ性もへったくれもない作品ですが、それでも持てる愛情のすべてを注ぎ込んで生まれた作品です。

　その愛情は、読んでくれた皆さんにはちゃんと伝わっていますよね？

　もし、作品から作者の愛情が感じられなかったら、お叱しかりのお手紙を下さい。

　次はその千倍、作品に愛情を注ぎ込みますから。

　物書きとしては未み熟じゆくもいいところですが、作品を愛する心だけは、いかなる作家さんにも負けないつもりです（これが唯一の武器だから）。




　話変わって。第五回電でん撃げきゲーム小説大賞で、『選考委員特別賞』を戴いたこの作品が、こうして一冊の本にまで成長できたのは、たくさんの人たちのおかげです。

　ではこの先は、新人恒例・お礼の連発モードに突入させて戴きます。

　まずは、貴重な機会を与えて下さった選考委員の先生方、ありがとうございます。

『電撃ｈｐ』に掲載し、文庫化の道を与えてくれた（そして文庫にしてくれた）メディアワークス編集部の皆さん、ありがとうございます。特に、この作品を形にすべく頑張ってくれた担当の鳥居さんには、一番感かん謝しやしています。大谷さんも、金髪素敵ですよ。

　イラストを担当してくれた、同じ第五回電撃ゲームイラスト大賞・金賞の椎しい名な優ゆうさん。貴女抜きでは、もう『月と貴女に花束を』は語れません。冬とう馬まや深み雪ゆきさんに最高に素敵な『形』を与えてくれたこと、心から感謝しています。『作品の優しさを伝えたかった』という貴女の言葉には、正直涙ぐんでしまいました。新人同士、これからも根性みせていきましょうね！

　専門学校時代に、暖かく見守って下さった大おお多た和わ伴とも彦ひこ先生。これからもこの不出来な若造を見守り続けてやって下さい。くれぐれもお髭ひげは大切に（志し村むらは先生の髭が大好きです）。

　志を同じくする親友の佐さ藤とう洋よう平へい君と、相方の山やま崎ざき義よし彦ひこ君。君らへのお礼は省略（笑）。

　女手一つで育ててくれた母へ。まだまだ迷惑ばかりかけると思うけど、必ず親孝行してみせるから、それまで元気でいて下さい。辛つらい思いをしてきた分、取り戻してみせるから。

『電でん撃げきｈｐ』を読んで、文庫化希望のおハガキ・お手紙を送ってくれた読者の皆さん。一度は見送られた文庫化がこうして叶かなったのは、皆さんの応援のおかげです。一人一人抱き締しめて、背骨がへし折れるくらいに「ぎゅーっ」ってやりたい思いです。

　皆さんのお手紙は、宝物にします。ずぼらなせいで、すぐに物を失なくす癖くせのある志村だけど、皆さんのお手紙だけは絶対に失くしません！

　最後に、この本を手にしてくれた貴方あなた（貴女あなた）。本当にありがとう。

　皆さんのおかげで、自分は幸せ者だと胸を張って言えます。

　それでは、また──。




　一九九九年　初夏


志村一矢
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志し村むら一かず矢や

１９７７年生まれ。東京都東村山市で、母と妹（犬）とともに暮らしている。現実嫌いの夢想好き。素敵な花婿さんを夢見て現在修行中かというと、そういうわけでは全然ない。第５回電撃ゲーム小説大賞に於いて、本作品で選考委員特別賞を受賞。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。奈良に在住し、（株）アトラスの『プリクラ大作戦』等でビジュアルを担当。犬、猫、合鴨等家族多数。あと一応、父、母、兄もいる。
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